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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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○鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうの悩み







　考え方が変わった。

　と、ふと自分で感じることは誰だれにでもあるんじゃないだろうか。

　昔はキレやすかったが、最近はそんなことはないだとか、逆に許容できていたものを、出来なくなっていたりとか。

　人は成長する。だから当然考え方だって変わることもある。

　だが、それは人生の経験に基づいて徐々に構築されていくものだ。

　突然変わるものでもなければ、不条理な存在によって変えられるものでもない。

　オレは見えない力で無理やり捻じ曲げられ、信念が崩れていくのを黙って受け入れることは出来ない人間だ。いつだって、そういう向かい風に抗あらがって生きてきたからだ。

　小さい頃ころから、厄介な存在として多くの人間に疎まれて来た。

　それが当たり前だった。だから、特別不満に思ったことは一度もない。

　売られた喧けん嘩かは買うし、必要とあらば女が相手でも容赦することはなかった。

　それが『オレ』と言う一つの個体であり、個性であり、考え方だ。

　にも拘かかわらず、オレは最近暴力を振るう回数が激減している。

　喧けん嘩かを売られても買う気になれないし、そもそも争いそのものを無益だと感じ始めている。最近は一度たりとも、喧嘩をしていないと言っても過言ではない。

　今までなら殴りかかっていた相手に対して、ふつふつと湧わき上がるものがない。

　喧嘩をすることに意味があるのか、何のために喧嘩をするのか。

　それで誰だれが得をし、誰が損をするのか。

　そんなことを考えるようになった。

　抗あらがうべき、不条理な存在によって、オレの心が変えられようとしている。

　そして、問題はその部分だけではなく、他ほかにもある。

　フォーチュンが絡んだ学校での事件以来、オレの周囲に大きな変化が訪れ始めていた。

　喧嘩の騒動に巻き込まれた荒あら崎さきを、オレが助け出した、と言うデマが流れたのだ。

　その全すべてが噓うそってわけじゃないが、当然誤解を含んでいる。

　にも拘かかわらず、その噂うわさは新幹線よりも速く学校内を走り抜け、果てには近隣の住人達まで耳にするほど広まってしまったのだ。

　当然、極悪な人間として扱われているオレが人助けをしたなんて話、信じない者も多かった。そういう連中は、当然真実を知るため荒崎を問い詰める。

　そこで否定すれば良いものの、荒崎はオレに助けられたと答えてしまった。故に、事態は収束せず、むしろ信しん憑ぴよう性せいを増し周囲をより混乱させる羽目になった。

　その話を耳にした連中は、オレ、鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうが心変わりしたと言ったり、別人と入れ替わったのでは？　というとんでもない説を言い出すものまで現れるほどだった。

　ともかく、オレが言いたいのはあの事件後、変化が訪れたってことだ。

　それでも、たちまち友達ができたり、笑顔を向けられるようになったり、挨あい拶さつをされるようになったり、などという展開は至極当然ながら全く起こっていない。

　ただ今までとはどこか違う日常の空気に、自分自身がついていけてない。

　午前最後の授業、４時間目の国語。

　普段なら、多くの生徒の視線は黒板と教師と、自分のノートを往復しているはずなのだが……教室の生徒たちは、入れ代わり立ち代わり、オレへと好奇の視線を向けてくる。

　あの鮫島が丸くなったって本当かよ、そう言いたそうな目ばかりだ。

　一つや二つの視線なら、睨にらみつけてお終しまいにしてやるところだが、その人数が多すぎる。手の施しようがないので放置を決め込んだ。それがいけなかったかも知れない。

　睨み返さなくなったことで、鮫島が心変わりしたと騒ぎ立てられる始末。

　こんな日常なら、不良のレッテルを貼はられ、恐れられていた時の方がマシだ。

「なんでこんなことになったんだよ……」

　何度も何度も考えたこと。

　その答えはとっくの昔に見つけている。天使と悪魔が諸悪の根源、それに他ならない。





○天てん真しん爛らん漫まん現る







　金曜日の学校が終わった、午後５時過ぎ。

　特に寄り道する予定もなかったオレは、真まっ直すぐ自宅へと戻ってきていた。

　首都圏のやや外れにあるオレの自宅。今は不在の親が残していった一軒家は、立派とは言えないものの、住すみ処かとして十分に機能しているため、不満は何もない。むしろ、マンションと違って近所づきあいに敏感になりすぎる必要もないから気楽だ。

　10月が近づいたと言っても、まだうだるような蒸し暑さは残っている。

　ムシムシする外から逃げるように、オレは玄関の扉を開いた。

　リビングでは、いつものように悪魔がエアコンを強烈に効かせているのか、ひんやりとした空気が廊下を包み込んでいて気持ちよかった。

　靴を脱ぎ、並べられた女物の３足の靴に倣うように揃そろえ、リビングへ。

　オレはこの一軒家で、四人暮らしをしている。

「お帰りなさい、聡そう一いち郎ろうさん」

　真っ先にオレの帰宅に気づいたのは、台所で夕食の準備をするエリーゼだった。

　信じがたいほどの美少女は、濡ぬれた手をハンドタオルで拭ふき、近づいてくる。

　金色の髪が美しく、この世のものとは思えない。

　ある種その表現はぴったりというか、エリーゼは日本人でもなければ、外国人でもない。

　天国に住まう天使で、オレの悪魔化を防ぐべく同どう棲せいしている一人だ。

「まだまだ暑いな。汗をかいたから、早めに風ふ呂ろに入る」

「そう思って、ご用意しておきました」

　どうやら、既に風呂を手配してくれていたらしい。

「さすがだな」

　付き合いも長くなってきたからか、しっかりとこっちの気持ちを汲くんでくれる。

　一方、こちらには見向きもしない存在が二人、リビングにいる。

　一人はソファーに寝転がり、テレビを見て笑う小悪魔ティーリ。オレがトラブルに巻き込まれるようになった一番の原因で、片翼の悪魔だ。

　天使や悪魔ってのは背中に二つの翼が生えていて、これがないと天国や地獄を行き来することが出来ないという便利なんだか不便なんだか分からない力がある。

　だが、翼を片方失ったティーリは容易に地獄へと戻ることが出来ない困難な状況にある。

　ただ、片翼でも人間界にやってきた事実だけを見れば、逆に帰る方法も必ずあるはずだ。

　もう一人はエリーゼの妹のリズ、黙々と夕食作りを手伝っている。

　家主のことなどおかまいなし、無関心のようだ。

「そーいちろー、例のもの、買ってきた？」

　いや、どうやらティーリの方は無関心ではなかったらしい。

　ソファーから上半身だけを起こし、こちらへと顔を見せた。

「一応な」

　オレは手にしていたビニール袋を持ち上げる。少ない軍資金から購入したお菓子だ。

「ご苦労ご苦労。ほら、早く」

　ティーリがクイクイ、と手招きするように催促するが、それを無視。

　信用の置けるエリーゼへと、菓子の入った袋を託した。

「晩飯が済むまで、あの悪魔には食わせないようにな」

「心得ております」

　嫌がることもなく、その役目を引き受けるように袋を受け取るエリーゼ。

「あたしへの信頼度が低いことがわかる瞬間ね」

　不満を漏らすティーリ。自分が信用されるような生活を日々送っていないと気づいてもらいたいもんだ。

「飯の前にお菓子を食べるとか、正気の沙さ汰たとは思えないな」

「あたしは悪魔だから」

　全く答えになっちゃいないが、確かにティーリならお菓子を平らげた後も平気でご飯を完食しそうだ。いや、それどころかお代わりまでするかも知れない。

　体型はむしろ幼稚、いや、すらりとしていて細く、とても大食いとは思えないが。

「なによ、あたしの顔じろじろ見て」

「別に何にもねえよ」

　食べたものをちゃんと消化できてるのだろうかとか、栄養を吸収できているのだろうかとか、色々どうでもいいことを考えていたが、わざわざ口にするようなことじゃない。

　怪け訝げんな表情でソファーからオレを見上げるティーリ。

　オレは、当初こいつを地獄に送り返したくて仕方がなかった。

　そりゃそうだ。悪魔と出会ったことで、オレの人生が大きく変わり始めたからだ。

　天使や悪魔とバトルさせられたり、自らの右目が失明してしまったり、被った被害は往々にして酷ひどいものだ。だが、それでも今は、ティーリをこの家に置いてもいいと思い始めている。それは、天使化による心の変化、だけではないだろう。

　ティーリの心を垣かい間ま見た時に見た、地獄と思われる場所の光景。

　その世界の孤独さと残酷さ、そこでたった一人生き抜いてきたティーリ。

　今、あの世界……地獄にティーリを送り返したいとオレは思っていない。

　たとえそこがティーリの生まれ育った故郷であったとしても。

「何よ？」

　じっと見られていることを気味悪がったのか、耐え切れずティーリが問う。

「何でもねえよ。じゃ、風ふ呂ろに入ってくる」

　そう言い残し、廊下へ。ティーリに、ずっとここに居てもいい、なんて言えるかよ。

　ティーリの奴やつが人間界のルールをしっかり把握し、人付き合いが完かん璧ぺきに出来るようになったら伝えようと思うが、一生来ないだろうな、そんな日は。

　と、一人納得していた、その時だった。

　ピンポーン、と家のチャイムが廊下に鳴り響く。

「……誰だれだよ」

　配達員か？　いや、それは考えにくい。

　家に荷物が届くことは稀まれだし、時間的にも少し遅い。

　でないならば、我が家に訪ねてくる人間は、大よそ限られている。

　エリーゼとリズの兄である天使の奴か、クラスメイトの荒あら崎さきくらいなものだが、荒崎は例の一件からオレと少し距離を置いているのか、ほとんど会話がない状況だ。

　オレは２週間ほど前の出来事を思い出す。

　魔将に身体からだを乗っ取られた荒崎を助けた際に、面と向かって告白を受けた。

　オレの腕の中で、顔を赤くし想おもいをぶつけてきた荒崎。

　そして、『好き』と言う言葉。

「……オレに対して、だよな……たぶんな」

　あいつに好かれるようなことをした記憶は何もない。

　入学直後に助けたことが、一度あっただけ。それも会話なんて殆ほとんどしなかったし。

　人を好きになるのに理由はいらないというが、よりにもよって、どうしてオレなのか。

　誰かに告白された経験なんてもちろんないオレからしてみれば、どうすることが正しいのか、その判断をすることすらできない。

　荒崎のことは嫌いじゃあないが、だからって告白に応こたえるわけにはいかない。

　オレのような人間と荒崎では、釣り合うはずもないからだ。

　じゃあ、オレは荒崎を振るってことか？

　男女どちらにも高い人気を誇る、あの荒崎を、このオレが？

　あるいは聞かなかったことにして無視し続ければいいのか？

「くそ、全然わかんねぇ……」

　こんな時、恋愛相談できる相手でもいれば話も違うのかも知れないが。

「聡そう一いち郎ろうさん」

　リビングから後を追うようにして出てきたエリーゼを見て、一瞬かなり焦った。

　今考えていたこととエリーゼとを、何な故ぜか結びつけたくなかったからだ。

「誰かお客様のようですが、私が対応してもよいものでしょうか？」

「いや……オレが出る」

　現実に引き戻されたオレは、玄関に足を向けた。

「わかりました。お願いします」

　エリーゼたちと同居していることは、極力隠していたい。

　それは近所からの目が気になることもあるが、それだけじゃない。

　もしかしたら、悪魔の罠わなで、突然襲い掛かってくる可能性だってあるのだ。

　その時、エリーゼたちを危険な目に遭わせるわけにはいかないだろ？

　エリーゼをリビングに戻した後、億おつ劫くうな気持ちで、玄関の扉を開けた。

　さらりと柔らかく流れるセミロングの髪。小さな顔立ちに、くるりとした愛くるしい瞳ひとみ。ティーリとほぼ変わらない体型は、幼稚と表現するよりは、年相応と言うべきだろう。前触れもなく我が家を訪ねてきたのは、中学生くらいの小さな少女だった。何が嬉うれしいのか、キラキラと目を輝かせオレを見上げていた。

　外は深く赤い夕焼けに染まっていて、すぐ夜がやってくる。

　そんな時間にも拘かかわらず、どうして我が家にこんな小さな訪ね人が？

「……家、間違えてねえか？」

　当然真っ先に聞くべきことはそれだろう。

「いいえっ。ここで合っていると思います。人相書きにソックリですし」












　人相書き？　何のことかと思ったら、少女は手に一枚の紙を持っていた。

「見ますか？　はいっ」

　少女は元気よくくるっとその紙をオレの方に向ける。

　紙には、殴り書きのような、ヘタクソなイラストが書かれていた。

「……これがオレだと？」

「どこからどう見ても、あなただと思いますっ」

　凶暴な目つきから感じられる優しさなど一片も持ち合わせていなさそうな気配。

　赤い髪は血を連想させ、恐怖をかきたてる。

　まごうことなくオレだ。ってうるせぇよ……。

「消えうせろ」

　思い切り睨にらみつけるが、少女は怯おびえることもなく終始ニコニコしたまま。

　それどころか、積極的に半歩近づいてきた。

「やはり、この絵の人で間違いなさそうです。顔もそっくりです」

　そんなヘタクソな絵の顔に似てると言われても嬉うれしくない。それどころか不愉快だ。

　少女を無視し、無理やり扉を閉めようとすると……。

「私、藤ふじ宮みや渚なぎさと言います。いつも守まもるくんがお世話になっています」

　少女は軽快にそう答えた。

「誰だれが自己紹介しろって言ったよ。生憎あいにくと興味───藤宮？　守くん？」

「はい。藤宮です」

　オレが知っている藤宮、といえば一人しかいない。

　よく学校で絡んでくる不良の一人だ。残念ながら下の名前が守かどうかは覚えていない。

「もしかして、あの藤宮の妹か？」

「どの藤宮かはわかりませんが、不死身の藤宮だぁ、が口癖です」

　やっぱりあの藤宮だった。

　あいつにこんな可愛かわいい妹がいたなんてな。

　兄に似なくて良かった、と他人事ながら安あん堵どした。

「それで、その妹がオレに何の用だ？　まさか、今度はそういう作戦か？」

　自らの妹（あるいは噓うそかも知れないが）を使い、オレに一泡吹かせるのが狙ねらいか。

「お邪魔しますっ」

「おう……って、勝手に入るな」

　するっと人の脇わきを抜けようとした渚の襟首を摑つかみ上げる。

「ニャー」

「出て行け」

　ぽいっと玄関の外に放りだす。

「不法侵入で訴えるぞ」

「許可していただけないんですか？」

「当たり前だ。さっさと帰れ」

「ここで、私が半脱ぎ状態になって、悲鳴を上げたらどうなると思いますか？」

「どうなるって……」

　騒ぎを聞きつけた近隣の人間が飛び込んできて、警察沙ざ汰たになるだろう。

　いや、その前にエリーゼやティーリたちが軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けてくる……。

　恐ろしい未来を想像して震えあがっていると、少女は真面目まじめな表情で言う。

「……守まもるくんのことで、聞いていただきたいことがあるんです」

「オレは聞きたいことなんてない。学校でなら幾らでも相手してやるって伝えておけ」

「守くん、家に帰って来ないんです……連絡もなくて……」

　どうやら、こちらが思っていた方向とは、少し異なる話のようだった。

「木曜の夜から、連絡が取れなくて……」

　そう言えばここ最近、藤ふじ宮みやに絡まれる回数が激減していたような。

「それとオレと何の関係があるんだ」

「もしもの時は、この男を、鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうを頼れ、って」

　ひらっと再びヘタクソな人相書きを見せてくる。

　この絵は藤宮が描かいたのか。中途半端にオレの特徴を捉とらえた絵を描きやがって……。

「藤宮がそんなこと言ったってのか？　オレはあいつの友達でも何でもないぞ」

「そうなんですか？　守くん、家では聡一郎くんのことばかり話していますよっ？」

　いきなり人のことを下の名前で、それもくん付けで呼ばれることになるとは。

　不快には思わなかったが、恐れを知らない少女だと感心してしまう。

「あいつ家で、どんなこと話すんだよ」

「いつか必ず仕留めてやる、とか。末代まで追い掛け回してやる、とか。二人は仲が良いなぁと」

　その言葉のどこをどう聞いて、仲が良いと思うのか。

「不良を自称してるんだ、２、３日サボることだってあるだろ。不良ってそういうもんだ。１か月くらい帰って来なかったら教えてくれ。その時は手伝ってやる、多分な」

　強引に話を締めくくり、玄関の扉を閉めようとしたが……。

「守くんは、喧けん嘩かを沢山しますけど、家ではとても優しいんです」

　力強い視線で、オレを見上げて渚なぎさはそう答えた。

「優しいねぇ。ま、少なくともオレには関係ない。もし心配だって言うなら警察に届出でも出すんだな」

　素行不良の男子高校生が一日家を空けたくらいで、警察が真面目に取り合ってくれるかはわからないが。

　ただ、少なくとも同じ学校の、ただの喧けん嘩か相手に助けを求めるのはお門違いにも程がある。これ以上話を続けていても無駄だ、切り上げることにしよう。

　いつまでもオレが戻ってこないと、エリーゼも気にするだろうし。

　扉を閉めようとすると、渚なぎさは少し思いつめたような表情を見せた。

「そうですか。すみません、突然過ぎましたよね。私一人で探そうと思います」

　オレに協力を求める行為そのものが間違いだったと気がついたようだ。

　渚はこれ以上、助けてほしいとお願いしてくることはなかった。突き放す形になったことで、少し後ろ髪を引かれそうになったが、それを堪こらえ、短く伝える。

「……そうしろ」

　扉を閉める。少し心に引っかかるものがあった気がしたが、これでいい。

　オレが下手に関かかわれば、渚にも、良からぬ影響を与えかねない。

　オレは今、軽々に他人と接せられるほど自由な身じゃない。

　天使や悪魔と同居しているのにも、深い理由があってのことだ。

　渚を招き入れれば、その災いとも呼べる状況に巻き込みかねない。

　と理性ではそう思いつつもオレは、扉の覗のぞき穴から外の様子を窺うかがうことにした。

　扉の外では、悲しそうな顔をした渚が立ち尽くしていた。

　だが、再び扉が開かないことを悟ると、渚は決意したかのように頷うなずいた。

　そして笑顔を強引に作り、扉から背中を向けて歩き出した。

　自分一人でも探しに行く、そんな決意のように感じられた。

　もうすぐ陽ひが暮れる。

　中学生の少女一人でこんな時間から人捜しをするのは、けして楽なことじゃないだろう。

「ち……」

　扉を開けようと手を伸ばす。だがすぐに、思いとどまり手を止める。

「何やろうとしてんだ、オレは」

　渚を招き入れてどうするつもりだ？

　自分自身に眠る思いに馳はせ、問いかける。

　オレが行方知れずの藤ふじ宮みやを探す手伝いをするのか？　義務も義理もないのに。

　……義理なら、なくもないか。先日の学校での騒動を思い出した。荒あら崎さきを無事に助け出せたのは、藤宮のおかげでもあったか。




　自分自身を納得させる理由付けとしてはそのことで十分成り立つ。

　オレは玄関から扉を開き、外へ出る。

　そして、歩いていく渚の背中に向けて言葉を投げかけた。

「心当たりはあるんだろうな？」

「えっ？」

　驚いた表情の渚なぎさがオレの方を振り返る。

「藤ふじ宮みやが行きそうなところとか、いなくなる直前のこととか、話せるか？」

「それは、はい。私にわかる範囲で、ですけど」

「なら茶くらい出してやる。少しくらいだったら話を聞いてやるよ」

「でも悪いです。ご迷惑だと思いますし」

「そこは否定しない。けど、厄介ごとを耳にしたままじゃ、帰し辛づらい」

　藤宮は仮にも一応不良で、素行は悪い。

　街でトラブルを起こしたことだって、何度もあるだろう。

　もし渚が藤宮の妹を名乗って行動すれば、危険なことに巻き込まれる可能性も高い。

　何か大きなトラブルにでも巻き込まれたら、後味が悪くなるだろう。

　あれこれ、言い訳を作り、自分を納得させる。

「聡そう一いち郎ろうくん……ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げる少女、渚を連れ、オレは家に戻ることにした。

　リビングには先ほどと変わらず、三人の天使と悪魔がいた。

「ちょっとリビング使うから、お前は部屋に戻れ」

　ティーリの前に割り込み、オレはリモコンを摑つかみ電源を切った。

「ちょっと何すんのよ。見てるんだから」

「客人だ」

　ティーリは露骨に不機嫌な顔をして、ギロリと渚を睨にらみつけた。

「すみません。お邪魔していますっ」

「こんにちは。あの、聡一郎さん、こちらの女の子は？」

　エリーゼの言葉からは、家に入れてもよろしかったのですか？　と言った意味も感じられた。知らない少女を家に招き入れたオレの行動に少し戸惑っているようだ。

「事情があってな。ジュースでも出してやってくれ」

「はい。少しお待ちください」

「凄すごく綺き麗れいな方ですね……」

　ため息をつきながら渚は、エリーゼの美び貌ぼうに感心したような表情を見せる。

　その意見には賛同だ。

　オレの人生の中でも、エリーゼより綺麗だと思った人はいない。

「全員ご家族……ですか？」

「いや、まぁ。似たようなもんだ。……親しん戚せきだ、気にすることじゃない」

「親戚、ですか……」

　その言葉が少し引っかかったのか、渚なぎさはじーっとエリーゼの背中を見つめていた。

　まぁ、親しん戚せきに外国人が居るってのは、中々レアなケースかもしれないな。

　しっしと手でティーリを払い、渚をソファーに座らせる。

　ティーリは頰ほおを膨らませ不満げにしながらも、渋々場所を譲った。その足で食卓の椅い子すに座る。エリーゼにジュースを出すように催促するつもりらしい。

「それで、藤ふじ宮みやの奴やつが帰ってないって？」

「はい。木曜日の朝、学校に出かけるのを見たのが最後です」

「木曜、昨日か……」

「守まもるくんを見ませんでしたか？」

「見てないな。クラスが同じならともかく、別じゃちょっとわからない」

　藤宮とすれ違うようなことでもあれば、因縁の一つや二つぶつけてくるだろうが、昨日はケンカを売られることもなかった。

「守くん、学校での唯一の楽しみは、聡そう一いち郎ろうくんに絡むことだって言ってました。それが俺の学校ライフを保っているとかなんとか」

　勝手に人に絡むことを学校ライフにしないで欲しいもんだ。迷惑この上ない。

「では、他ほかのお友達に聞いては貰もらえないでしょうか？　守くんと同じクラスの人なら学校に行ってるかどうか、わかると思います」

「同じクラスの人間ねえ……」

　携帯を取り出し、アドレスを開く。

　登録件数・トータル１。

　この一人は親戚の人間で、何かあった時に連絡するため入れてある。

「１件しか入っていませんねっ」

　覗のぞき込んだ渚が、驚いたような申し訳なさそうな感じで言う。

「友達がいないんですか？」

「友達なんて必要ないだけだ」

　携帯を閉じ、隠すようにしてしまう。

「私でよかったら、友達になりましょうか？」

　そんな同情めいた友達なんて欲しくない……。そんなやりとりを見ていたティーリが、憐あわれみの視線を送りつけてきた。

「前々から思ってはいたけど、孤独なのね、そーいちろーは。生き地獄って奴？」

「うるせぇよ。オレは友達を選んでんだよ」

「うわー……露骨な言い訳。乙、って奴ね」

「お前、そういう言葉だけは日増しに覚えてるんだな」

　人間界のどうでもいい部分ばかり学習している気がする。

「ともかく、生憎あいにくだが藤ふじ宮みやの出席を確かめる術すべはオレにはない」

「残念です」

「学校に直接確認されてはどうでしょうか？」

　話を聞いていたエリーゼが、渚なぎさにナイスなアドバイスを送った。

　中学生が訪れたら、多少驚かれはするだろうが、誰だれかが職員室辺りに連れて行ってくれる。そうすれば藤宮の出席なんてすぐに判明するはずだ。あるいは、きちんと事情説明した上で電話で聞くって手もあるだろう。しかし、渚は残念そうに首を横に振った。

「それが、守まもるくんに学校に来ないよう固く禁じられてるんです。電話とかも、多分ダメだと思います。どうしてかは分かりませんが……」

「まぁ……どうしてなんでしょうね？」

　なんとなくだが、オレは想像がつく。渚は、不良で通ってる藤宮の妹にしては素直で（多少変なところもあるが）可愛かわいく、人当たりも良い。そして、不良である藤宮としてみれば、妹には甘い、そんな自分の姿を学校の連中に見せるわけにはいかないんだろう。

　藤宮を嫌う連中にしてみれば、渚が格好のターゲットにもなりかねないわけだし。

「しかし、なんであいつは、オレを頼るように言ったんだ？」

「そうよね。そーいちろーに頼るくらいなら、その辺歩いてるオッサンに頼るわよね」

「それは言い過ぎだ……」

　いくらオレでも、そこらを歩いてるオッサンよりはマシなはずだ。

　……だよな？

「大丈夫です聡そう一いち郎ろうさん。私は聡一郎さんの方が頼りになると思っていますよ」

　嬉うれしいがやや複雑なフォローをされてしまった。

「どうして聡一郎くんを頼るように言ったのか、それはわかりません。もしもの時は頼るように、って言われたのは１週間くらい前のことなんです」

　つい最近のことだった。どうやら、それまではオレに頼る気は全くなかったらしい。

　しかし、ある意味オレにこそ、自分の妹の存在は教えちゃいけないと思うんだが。

　家でよく話のネタにしてたとはいえ、天敵に弱点を教えるような真ま似ねは普通しない。

　よっぽど余裕がない状況だったのか、あるいはオレだから意味があるのか。

　まだ何もわからないが、ここに何か深い意味がありそうだ。

「あ、ごめんなさい。ジュースでも入れますね」

　話が長くなることを悟ったエリーゼが慌てて冷蔵庫からジュースをコップに注ぎ、オレと渚の分をテーブルに置く。

「ありがとうございますっ」

「どう致しまして」

　天使のスマイルを見せるエリーゼを、渚は目を爛らん々らんと輝かせ覗のぞき込む。

「どうしましたか？」

「いえっ。凄すごく綺き麗れいだなと思いまして。沢山モテそうですねっ」

「え？　そ、そんなことありませんよ。私なんて」

　パタパタと手を振り、否定するエリーゼ。そんな仕草も可愛かわいい。

「聡そう一いち郎ろうくんも、獲物に食らいつく肉食動物の目をしていますっ」

「そ、そうなのですかっ!?」

　慌てるエリーゼに、オレは間髪入れず否定する。

「してない。断固として」

「断固ですか。でも、すごく魅力的な女性だと思いますっ。理想の女性です」

　まあ、渚なぎさの気持ちはよくわかる。誰だれだってそう思うはずだ。

　って、いかんいかん、最近エリーゼを見る目が変わってきてる気がする。

　オレが天使に近づいている証拠なのか、それとも本心でそう思っているのか。

　今のオレには正しい判断を下すことが出来ない。

「なにエリーゼを凝視してんのよ。図星なわけ？」

　ジロッとオレを細目で睨にらんできたティーリ。エリーゼは頰ほおを若干赤らめて俯うつむいた。

「いや、違う、オレはただ……」

　ソファーに座る渚が、いつまでもジーッとエリーゼを見つめ続けているのが気にかかった。そりゃ、ずっと見ていたくなるような完かん璧ぺきな容姿ではあるが。

　そして、暫しばらくエリーゼを見つめ続けていたかと思えば、パッと顔をあげ今度はティーリを見た。

「あなたも凄くかわいいですねっ！」

「ふふんっ。まぁね」

「お世辞だ。本気にするな」

「……なんでそれをエリーゼの時に言わないのよ」

「そりゃそうだろ。渚の本音と建て前を見抜いた上で言ってるんだよ」

「私は本当にそう思ってますよ。だって、すごく可愛いです。あなたもたくさんモテそうです」

　仮に百歩譲ってティーリがモテるとしても、それは口を開かなければ、に限る。一言でも発したら、メッキが剝はがれ並の男は裸足はだしで逃げ出すだろう。

　渚はティーリを可愛いと褒めた後、エリーゼと同じくジッと見つめだした。10秒、20秒と、普通じゃちょっと考えにくいほど長く。

「で、オレを頼ってどうするつもりだ？　藤ふじ宮みやを探すのを手伝って欲しいのか？」

　エリーゼやティーリのことを根掘り葉掘り聞かれても困るので、続きを催促することにした。

「えっと……そうして頂けると嬉うれしいのですがっ」

「家族は？　親は心配してないのか？」

「昨日の今日ですから。守まもるくんは家を留守にすることが多いので気にもかけていません」

「そんなに頻繁にいなくなるお兄さんなのですか？」

　エリーゼも藤ふじ宮みやの話に興味があるのか、不思議そうに首を傾かしげた。

「不良ですから」

　それは理由になってないが、一つの答えではある。

「じゃあ、なんで今回に限って心配してるんだ？　慣れたようなもんなんだろ？」

「守くんは、いつも私には心配かけないように、出かける前に伝言を残すんです。直接だったり電話だったり、メールだったりもしますが、必ず教えてくれました」

「それが今回に限ってはなかったと」

　渚なぎさは頷うなずくと、携帯を取り出しメール画面を開いた。

　そこには兄である藤宮から、家を空けるとの旨が書かれたメールが。

　それをいくつか見せてくる。確かに、藤宮は妹の渚には伝言を残しているらしい。

「いなくなる直前に、変わった様子は？」

「それは───」

　これまでハキハキと喋しやべってきた渚が、初めて言葉に詰まった。思い当たる節があるのか。

　次の言葉を待っていると、渚は小さく頷いた。

「守くん、少し怯おびえてるような感じはしました」

「怯えるねえ」

　街で誤ってヤーさんにでも絡んだか？　それなら失しつ踪そうした理由も……。

　なんとなく東京湾が浮かんだが、そんなことは冗談でも口にできない。

　それに今時ヤーさんも、高校生に絡まれたくらいでそこまではしないだろう。

「東京湾に沈められてたりして」

　心の中で踏みとどまった言葉を、ティーリがジュースを飲みながら呟つぶやいた。

「と、東京湾、ですか？」

「こういう場合は、何らかのトラブルに巻き込まれて始末されたのよ。昨日やってたドラマでそんな感じのこと言ってたし」

　無意味なところで考えていたことが一致した。というか、それを直接口にしやがるのか、この悪魔は。まさに外道である。

「あのな、行方が知れない相手の妹に対して、その言い方はないだろ」

「そうですよティーリさん。妹さんが可哀かわい想そうじゃないですか？」

「別に？」

　サラッと何とも感じていない様子でティーリは言う。

　オレは少しカチンと来たので、強めの視線でティーリを射抜いた。

「な、なによ」

「全部言わせるつもりか？」

　子供のようにオレの視線から逃れると、ティーリはジュースを飲みほし席を立った。

「部屋に戻る。あたしがいると邪魔みたいだしね」

　そう言い残し、ティーリはリビングを後にした。

　その背中を見送った後、渚なぎさの方に向き直り軽く頭を下げた。

「悪いな。あいつは誰だれの前でもあんな感じなんだ」

「気にしていませんっ」

　不安になるようなことを言われたにも拘かかわらず、渚は笑顔を見せた。

　そこには偽りの感情などないかのように、眩まぶしいものだった。渚とは今日出会ったばかりだが、何となくどんな子供なのか、わかって来た。初対面相手にも臆おくすることなく話しかけられる度胸と愛あい嬌きようを持ち合わせ、またしっかりとした自分の考えや常識を持っている。

　これが中学生、しかも藤ふじ宮みやの妹だって言うんだから、世の中分からないもんだ。

「それに、守まもるくんは不良ですけど、悪い子ではありません。だから、聡そう一いち郎ろうくん以外の人に迷惑をかける真ま似ねはしないはずです」

「……オレには迷惑をかけてもいいのか？」

「大親友ですし」

「勝手に大親友にするな」

「ほら、そこは友達のいなさそうな聡一郎くんに対する配慮と言いますか」

　ありがた迷惑とはこのことである。

「しかし───一つ聞いてもいいか？」

「はいっ。まだ彼氏ができたことはありませんっ」

　誰もそんなことは聞いていない。

「おまえ、オレが怖くないのか？」

　初対面の時から気になっていたことを聞いてみた。

「怖い、ですか？」

「藤宮からどう聞いてるかは知らないが、多少なりともオレのことは知ってるだろ？」

「そうですね。学校でも聡一郎くんの名前は何度か聞いたことがあります」

「中学校で？」

「西にし高たか山やま高校に行ったら、まず真っ先に男子生徒は聡一郎くんへの挨あい拶さつが必ひつ須すとか。喧けん嘩かを売るなら遺書を書いてからにしろとか」

　どうやら、下の学校にまでよからぬ噂うわさは流れていたらしい。

「だったら、余計怖がりそうなもんだけどな」

「守まもるくんが楽しそうに話していたからかも知れません」

「……楽しそう？」

「はい。だから、私は本当にお友達だと思っていたんです」

「んなことは、ないけどな……」

　いつも喧けん嘩かを売られて、殴ったり蹴けったりはしていたが。

　恨まれることはあっても、藤ふじ宮みやがそれを楽しそうに話すなんて信じられない。

「前に殴ったとき、壁に頭をぶつけてたな。その時に───残念だ」

「あはは、守くん体は丈夫なので、それはないかと」

　兄が怪け我がをさせられた話をされても、渚なぎさは怒るどころか笑って見せる。

「ともかく、いつもは連絡をよこすはずの藤宮は何もお前に伝えなかった。その上、なぜか１週間ほど前にオレを頼るように言ってきた。そうだな？」

　間違いないです、と渚は頷うなずいた。

　エリーゼは、オレの反応を待っているのか、静かに話に耳を傾けていた。

　一度だけ息を吐き、エリーゼを軽く見た後渚を見つめる。

　渚は視線をそらすことなく合わせてきた。

「藤宮を見つけたら殴り飛ばすかも知れないけどいいか？　オレに頼るよう妹に指示しておいたことに対する不満をぶつけるって意味で」

　少しだけ遠回しな言い方をしたので、伝わるか不安だったが、渚はすぐ嬉うれしそうに口を開いた。

「はいっ。ボコボコにしちゃってもいいですっ」

「そこまでやっていいのかよ……」

「男の子は、拳こぶしで語り合うことで芽生える友情があると言いますし」

　そんな昭和の時代は、とっくに去ったと思うが。

　エリーゼもオレの返答に納得がいったのか、手を合わせてほほ笑む。

「素敵ですよ、聡そう一いち郎ろうさん」

「引き受けただけだ。藤宮を見つけられるとも限らない」

「これが、私がまとめた守くんが行きそうなお店リストです」

　渚が出してきた紙を受け取る。そこには丸文字で可愛かわいく一覧が書いてあった。





　１・ゲームセンター　聡一郎くんを倒すために、格闘ゲームいっぱいやってます

　２・色んな高校　聡一郎くんに挑むためのメンバーを探してるみたいです

　３・公園　聡一郎くんを倒すための特訓をやってます

　４・ファミレス　打倒聡一郎くん会議をよくやるそうです

　５・神社　聡一郎くんを呪のろい殺そうとして定期的に行ってます






「おい……なんだこれは。ふざけてるのか？」

「大おお真面目まじめですっ。守まもるくんは聡そう一いち郎ろうくんを中心とした生活を送ってますっ」

「モテモテですね、聡一郎さん」

　何をどう解釈を間違えたのか、エリーゼが言った。

「これは怖いを通り越してキモイ……」

　しかもなんだ最後の呪のろい殺すって、もはや実力もへったくれもないぞ。

　夜な夜な五ご寸すん釘くぎを握りしめてる姿を想像───しないでおこう。

「他ほかにはないのか？」

「後は普通に立ち寄るコンビニやスーパー、本屋さんくらいしかわからないです」

「一応ゲーセンとファミレス、公園辺りは回ってみてもいいとは思うが」

「神社はいいんですか？」

「神社はなしだ。仮にいるとしても、オレを呪ってる場面で遭遇なんてしたくない」

「あはは、なるほど。わかりましたっ、えっと、いつから探しましょう？」

「何をするにしても明日だ。今日はもう遅い、お前も早く帰った方がいいだろう」

　もうすぐ完全に夜になる。中学生の少女が出歩くには、危険な時間だ。

「明日、お前の方が差支えなきゃ、11時頃ごろに駅前で集合、ってことでいいか？」

「私は大丈夫ですっ。守くんのこと、よろしくお願いします」

　改めてぺこりと頭を下げる渚なぎさ。

「渚の方さえ良かったら、途中まで送ってやるが、どうする？」

「いいんですか？　お邪魔した上に、送ってもらっても」

「別に」

　それほど手間がかかることでもないしな。

「お言葉に甘えてもいいですか？　最近、ちょっと気になること、ありますし」

　やや歯切れ悪く、渚がそんなことを小さく漏らした。

「なんだ、気になることって」

「あ、いえ。守くんのこととは関係ありませんし」

　手を振って、いいですいいです、とジェスチャーする。

「乗りかかった船だ。話をするくらいいいだろ」

「私もそう思います。何か悩み事があるなら、誰だれかに話すことで解決することもあるかも知れませんよ？」

　優しく助け船を出し、話しやすく誘導するエリーゼの配慮に、拍手を送りたい。

　渚は迷っているようだったが、やがて決意したように二度、三度と頷うなずいた。

「……もしかしたら、私は誰かに狙ねらわれているのかも知れません」

「狙ねらわれてる、って……ストーカーでもいるっていうのか？」

　思わず窓の外、暗くなりかけのそこを見て言った。

「妙な視線を感じることがあるんです。本当に、ここ最近のことなんですが。ですけど、たぶん気のせいです。視線を感じて振り返っても、誰だれもいないので」

「そりゃ、ストーカーだったらうまく隠れるだろ。それでいないと決めつけるのは早計だ」

　もし本当にそんな奴やつがいるのなら、早めに対処しなければならない。

　それがオレの役目ではないにしても親や警察に伝えておかないとリスクが高まる。

「いえっ。本当に、そういうのではないと思うんです」

　渚なぎさは必死に、と言うか、本当に違うんです、と否定した。

「何か根拠みたいなものがあるのか？」

「根拠、と言いますか、その、非常に申しあげにくいことなんですが……」

　オレではなく、渚は何度かエリーゼの顔色を窺うかがっているようだった。

「もしかして私がいると話しづらいでしょうか？」

「そういうわけではないですっ。一応、私の勘違いかも知れないので」

　何のことでしょう？　と首を傾かしげる。オレも渚の意図が分からず、とりあえず見守ることにした。しばらくして、渚は再び喋しやべりだす。

「実は最近、不思議なものが見えるようになったんです」

　そう言って真剣な眼まな差ざしをオレとエリーゼ、両方に向けてきた。

「不思議なもの？　未来でも見えるようになったか？」

　冗談半分で言ってみたが、渚は思いのほか真面目まじめに考え込んだ。

「もしかしたら無関係ではないかも知れませんが、失礼を承知で質問させてくださいっ」

　一度ソファーから腰を浮かせ座りなおした渚は、エリーゼを真まっ直すぐに見つめた。

「なんでしょうか？」

　自分に言いたいことがあるのだと悟ったエリーゼも、真っ直ぐに渚を見る。

「エリーゼさんは、その、天使さんなんですか？」

　突然、そんなことを言った。

　不意打ちの一言に、エリーゼは思わず言葉を失う。

　オレは慌ててフォローするべく、口を挟む。

「天使？　金髪だからってそれは安直過ぎだろ」

　普通なら、あはは、と笑うか、面白くありませんでした？　みたいな返しをするはずだ。

　にも拘かかわらず、渚はずっと真剣な顔つきのまま、エリーゼを見つめて離れない。

　そして、決定的となる一言を、口にした。

「でも、背中に大きな翼が生えています。白くて綺き麗れいな翼です」

　まさかそんな、そう思いながらオレもエリーゼを見るが、もちろん翼は見えない。

　天使であるエリーゼたちは、人間界で暮らすため、普段は翼を隠している。

　それがどういう仕組みで、どんな力によるものなのか理解はしていないが、オレを含め荒あら崎さきのような一般人には消しているはずの翼を見られたことはないはずだ。

　つまり、普通であれば渚なぎさは出まかせを言っていることになるが、幾らなんでも渚にそんな噓うそをつくメリットはない。そんな風にも見えないが……。

　万が一何か人間とは違う気配のようなものを感じていたとしても、易やす々やすとその事実を認めることは出来ないだろう。

　渚もまた、簡単には信じてもらえないとわかっているのか、こう続けた。

「台所にいる可愛かわいい女の子にも、同じような白い翼が見えます。それと、さっきのピンク色の髪の女の子は、片方だけ小さな黒い翼が生えていました」

「エリーゼ、どういうことだ……」

　ここまでピンポイントで言い当てられたら、さすがに信じるしかない。

　ティーリが片翼であることなど、勘だけでわかるものじゃない。

　他ほかの誰だれかが他言したわけでもないとしたら……。

　まさか、今までの話は全すべて噓で、何か良からぬ目的を持った悪魔なんじゃ……。

　そんな悪い展開が頭を過よぎるも、エリーゼは落ち着いた様子で渚に語り掛ける。

「……渚ちゃん、一つよろしいですか？」

「はいっ」

「聡そう一いち郎ろうさんの背中にも翼が見えますか？」

「えっと……聡一郎くんの背中からは見えません」

「じゃあ、他にも翼が見えた人はいる？」

「何人か。街ですれ違った時に見ました。翼が白い人も、黒い人も居ました」

「お、おいおい……」

　それはつまり、エリーゼたち以外にも天使や悪魔が居て、街を出歩いてるってことか？

　渚の話を信じたわけじゃないが、徐々に真実味を帯び始める。

「……そう。ありがとう」

　エリーゼ、リズ、ティーリ。三人の天使と悪魔の翼を見抜いた渚。

「お前、何者だ……」

　悪意を持ってのことだとは思いたくないが、ソファーから立ち上がり警戒する。

「やっぱり、私が見えてる翼は本物、なんですね。ちょっとホッとしました」

　こちらの様子に特別な反応を見せず、胸を撫なで下ろす。

「何かの病気で、おかしくなっちゃったのかと思って、誰にも言えなかったんです」

　渚の言い回しに少し考えさせられる。つまり渚は今まで天使や悪魔の翼が見えたことはなかったってことなのか？

「それは、具体的にいつ頃ごろからでしょう？」

　エリーゼはオレの代わりに隣に座り、渚なぎさと向き合う。

　オレはひとまず、渚とエリーゼとの会話に耳を傾けることにした。

「２週間くらい前です。外を歩いてて、翼の生えてる人が見えたんです。守まもるくんにそのことを相談したら、誰だれにも言わずにいろ、って。下手に言うと危ない、って」

　どういうことだ。なんで藤ふじ宮みやはそんなことを───。

　渚の言葉をあっさり信じた風なことを言っていたことも気にかかる。あいつは何か知っているのか？

「渚は普通の子だろ。そんな子に、どうして翼が見えるんだ？」

　やや焦りながら催促するオレを見かねたのか、リズが近づいてきた。

「ちょっとこっちへ」

　オレを手招きするリズ。それに従い近づくと、廊下へと導かれた。

　どうやらこの場の状況を理解していないのはオレだけと言うことだ。

　リズは渚に視線を送りながら、淡々と答えた。

「彼女は天使になる可能性を秘めた女の子」

「天使か……だとしても変じゃないか？　それ自体は驚くほどのことじゃない」

　人間の多くは、生前の行いで、死後天使か悪魔へと生まれ変わると聞いたことがある。なら、渚が天使になるとしても不思議な話じゃない。

「私が言ってるのは、死後の話じゃない。あなたと同じ、生きている状態で天使になろうとしているってこと。もし彼女の話してることに噓うそがないなら、２週間くらい前に彼女の身に何かあったんだと思う。天使や悪魔と接触するような何かが。それで何らかの影響が出てる。私たちの翼は人間界で生活する時は見えないように消してるけど、本質的には見えなくしているだけ。彼女のように人間と天使の力が混同し、一種の錯乱状態にある場合に、見えてしまうことがある」

「……なら、渚自身が悪魔たちの一件に絡んでるわけじゃないんだな？」

「身体からだそのものは間違いなく普通の人間だし、その心配はないはず」

「そうか」

　一応は、一安心ってことか。

　だが、天使や悪魔と接触した可能性があるというのは、見過ごせない。

　渚自身にその自覚が無いのなら、尚なお更さらだ。

　恐らくエリーゼは、そのことを聞き出そうとしているんだろう。

「過去にも例があるのか？　普通の人間に天使や悪魔の翼が見えるとか」

「無いわけじゃない。でも私も遭遇したのは初めて」

　リズは興味深そうに、ガラス越しに見える渚なぎさを見つめた。

「だけど、ああいう不安定な存在は悪魔に狙ねらわれやすい。荒あら崎さき桃もも恵え、と言う子が、悪魔に憑ひよう依いされて、巻き込まれたように。それだけじゃない、不用意な発言が、人間界に潜む悪魔の存在を浮き彫りにしてしまうことだってある。凄すごく危険な状態」

「なるほどな……」

　フォーチュンのように、人間のフリをして生活する悪魔が他ほかにもいるってことだ。

　もし、そのことに渚が気づき口に出すことがあれば、悪魔は容赦しないかも知れない。

　自分の身を守るためであれば、悪魔は渚に手をかけるだろう。

　あるいは荒崎のように、突如トラブルに巻き込まれ悪魔に身体からだを乗っ取られる、なんてことも無い話じゃないのだ。

「ならどうする。このまま放っておくのがいいのか？」

「本当ならそれが一番。今は余計なことに関かかわらない方がいい。私たちが受けた命は、あくまでも鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうを悪魔にさせないこと。そのためには無視することが得策」

　冷たいリズの一言に、オレはやや怒りのような感情を覚えていた。

　表面に出したつもりはなかったが、リズは敏感に感じ取ったようだ。

「あなただって、余計なことに首を突っ込むのは嫌いなはず。違う？」

「……その通りだ。本来、オレにはお前の言葉を否定する権利はない」

　今までのオレなら、赤の他人がどうなろうが知ったことじゃないと今回の話も無関心を決め込んでいただろう。

　事実、これまで幾度となく困ってる人間を見捨ててきた。

　それなのに、今は他人がかつてのオレと同じように判断することを良しと考えられなくなっている。

「安心して。お姉さまは彼女を助けるつもり。だから今、話をしてる」

　リズは不満げだったが、渚と対面するエリーゼはけして見捨てるつもりはないようだ。

　オレも自然とエリーゼが力になってくれるだろうと期待している。

　エリーゼは困ってる人間を見捨てるような奴やつじゃない、と。

「助ける方法は？」

「わからない。仮にわかってても、あなたには教えないけど」

　おい……。ま、なんにせよ、藤ふじ宮みやの捜索話から一転、とんでもない事態に発展した。

　オレとリズはリビングに戻る。

　話はひと段落したのか、エリーゼと渚はお互いに納得したような顔をしていた。

「渚の方から話は聞けたのか？」

「はい。私やリズのこともお話ししました」

　天使であることを素直に名乗ったってことか。

　それはそれで、今後渚なぎさが不安を抱え込む原因にもなってしまいかねないが。

「心配要りません。聡そう一いち郎ろうさんも知っていますよね、あの薬のこと」

　あの薬？　そう言われて記憶が蘇よみがえった。

　確か天使たちに関する記憶だけを綺き麗れいに消すものだったか。

「この問題が解決したら、彼女には記憶を消す薬を飲ませることになる」

　実際に使ったわけじゃないが、それがあれば多少の説明も問題ないってことか。

「もちろん、あなたも飲むことになるから」

　わざわざ一言付け足して、リズが言った。

「本当に天使さんがいるんですね、それもこんな家に」

「こんな家ってのは嫌味か？　えぇ、おい」

「いえそんな。そう聞こえてしまいましたか？　ごめんなさい」

　渚に悪気はなかったのか、素直に謝る。

「小さくて古いですけど、不思議と愛着のある良い家だと思いますよっ」

　だが、悪気はなくとも、おおよそバカにされている気がする……。

　渚はひとしきり喋しやべり終えて喉のどが渇いたのか、コップを手に取りジュースを飲んだ。

「りんごジュースですね。私、大好きなんですっ」

「それはよかったです。ね、聡一郎さん」

　渚が好きなジュースだったことくらいで、よかったとは思わないが。

「お前が天使の存在を認識できるようになった原因はなんだろうな」

「わかりませんっ！」

　はいっ、と元気よく渚は答えた。

「私としては、聡一郎くんが天使と一緒に暮らしてる理由の方が気になりますっ」

　どうやら自分のことよりも、エリーゼやリズのことが気になるらしい。天使が実在して、人間界で生活していると知れば、確かに気にもなるだろうが。それ自体は仕方のないことだ。色々と無関心なオレでさえ、天使が実在していると知れば興味を持っていただろうし。

　だが、今オレが置かれている状況全すべてを、後で渚の記憶を消せるからって、話すつもりはない。オレが置かれている立場や状況を説明したところで、渚には何の益もないからだ。

「夜な夜な、良からぬ感情がふつふつと湧わき上がってきませんか？」

　噂うわさ好きな近所のおばちゃんのように、下世話な話題を楽しそうに振って来る。

　もちろんそんな下々な感情は湧き上がってこない。

「事情を説明しないままいる方が危険かと思いましたので。私の独断でお伝えいたしました。申し訳ございません」

「別にエリーゼが謝ることは何もない。むしろ、それが正しい判断なんだろう」

　天使や悪魔の存在を認知出来ることを知りながら、事情を何も教えず帰すことの方が遥はるかに危険だ。自分が置かれている状況を知れば、それに対する対抗策だって練れる。

　それでもエリーゼの表情に僅わずかな陰りが見えるのは渚なぎさの身を案じたからだろうか。

「要は、翼が見えなくなるように正しい状態に戻せばいいんだよな？」

「そうですね。渚ちゃんには何らかの影響が及んだと考えるべきです」

「渚は最近何か、変わった出来事はなかったか？　何でもいい、話してみろ」

「んー。色々と考えてはみたのですが、それらしいのは何も。朝通学中に、妙な感じがするなぁとは思っていたのですが。ふと、気が付いたら翼が見えていました」

　とすると、自宅にいて、寝て起きるまでの間に何かがあったのか。

　それと渚の兄、藤ふじ宮みや守まもるが姿を消したのにも関係があるのか。

「藤宮……渚の兄貴のことで、少し引っかかることがある」

「守くんのことで？　なんでしょう？」

「実は先日、ちょっとしたトラブルがあって、それにあいつが巻き込まれた」

「もしかして、守くんが怪け我がをして帰ってきた時のことでしょうか？」

　どうやら、渚にも覚えがあったのだろう、思い出してうんうんと頷うなずいた。

「あの時、藤宮は知らなかっただろうが、あいつは悪魔と一戦交えることがあった」

　驚きを見せるエリーゼとリズ、そして渚。もちろん、トラブルとは例の事件だ。

　学校で魔将と戦ったあの時のことだ。

　説明する必要はないと思って省いていたが、あの時藤宮も傍そばにいた。

　途中保健室で神楽坂かぐらざかに気絶させられ、すべてが終わって戻るとすでに姿はなくただ帰っただけだと思っていたが。

　もし、あの時に何らかの影響を与えていたのだとしたら。

　そして、それが妹の渚にも影響を及ぼしていたとしたら。

　まだ推測の段階だが、不思議としっくりくる。

「お前の兄貴がいなくなったのは、オレも無関係じゃないかも知れないってことだ」

　億おつ劫くうに感じる部分もあるが、責任を果たす必要があると感じた。

　それならば、渚のためにひと肌脱ぐのも悪くないだろう。

　明日一日で見つかるといいんだが、はてさて、どうなることやら。





○賑にぎやかな土曜日







　翌日、土曜日の朝、午前11時前。

　オレは渚なぎさを待つために街の駅前のベンチに腰を掛けていた。

「いいか？　お前が邪魔をしない、と約束をしたから連れて来たんだ。くれぐれも邪魔だけはしてくれるなよ？　邪魔だけは」

　隣に座り、足を組んで偉そうにするティーリへと苦言を呈する。

「だったら別に帰ってもいいのよ？　あたしがいなくて困ることになってもいいなら」

　忠告を受け入れるどころか、逆に挑発してくる。

「あの渚って子、天使としての進行が進んでるんでしょ？　あたしがいればあの子の天使化を多少は抑えられるんじゃないの？　違う？」

「ち……余計な知識を身に付けやがって」

「ほらほら、むしろあたしに感謝してみれば？」

　ティーリがぐりぐりとオレの肩を人差し指で突いてくる。

「たとえ事実がどうであろうと、お前にだけは感謝しないと誓ってるんだ。神に」

「うわ、神にそんなこと誓わないでよ。っていうか、なんであたしに感謝しないのよっ」

　日ひ頃ごろの行いがどうなのか、自分の胸に問いかけて欲しいが、多分無駄だろう。

「それと、もう一つ言っておくが、街中で暴れたり悪魔的な行動は絶対するなよ？」

「何よ悪魔的行動って」

「杖つえをついて歩く老人に突如襲い掛かってサバ折りしたり、子供に嚙かみついて肉を引きちぎったり、そういうお前が普段してそうな行動だよ」

　オレの中でのティーリの悪魔的行動を最大限膨らませると、比較的想像できる姿だ。

「普段そーいちろーにどんな目で見られてるのか、再認識した気がするわ……」

　どうやら、ちゃんと認識は出来るようになったらしい。これも進歩と言えよう。

「くれぐれも、暴力や暴言は禁止だ。これは、絶対の約束だ」

　ちょっとふざけて言った部分もあるが、そのことは守らせなければならない。

　ティーリが本当の意味で人間界に溶け込むには、この人間社会を学び、ルールを守っていく必要がある。たとえ、オレがそういう資格がないとしてもだ。

「……わかってるわよ」

　オレの気迫、思いが伝わったのか、ティーリは素直に返事をした。

「ならいいんだ」

　ティーリの短い返事は、何となく本心からの気持ちだと思ったので、それ以上念を押すことはしなかった。ティーリだって、変わろうとしている。

「お待たせしましたっ！」

　ベンチの後ろから、元気な声が届いた。軽く手を挙げ、渚なぎさに応こたえる。

　渚は短いスカートをひらりとさせ、笑顔でオレたちの前に回りこむ。

「今日は、守まもるくんの件、よろしくお願いしますっ」

「ああ」

「そーいちろーが必死になって探すみたいだから。それこそ犬のように」

「おまえも手伝えよ」

「え？　あたしが？　このあたしが手伝うの？　冗談きつ」

　いや、一緒に居るんだから手伝えよ……。

「じゃあ、早速行きますかっ？」

「そうしたいところだが、もう一人同行することになってる。もうちょっと待ってもらってもいいか？」

「それは構いませんけど。エリーゼさんかリズさんですか？」

「ちょっと違……かなり違う」

　一緒にしたらあの二人がかわいそうだ。

　午前中には人間界に来るらしいが、少し待つことになるかもな。

　事情を知らないため、一度自宅に寄るだろうし。

「紳士は女性を待たせたりしないものだ。私ならここに居るっ───！」

　突如、目の前に白い格好をした変態、いや、天使が現れる。

「イケメン紳士、ここに推参」

　そんな登場の仕方を誰だれも望んでいないのに、その男、中位天使ルシオンは現れた。

　渚は突然現れた変態に、目を丸くしながらも笑みを絶やしていない。

　そんな渚に、ルシオンは颯さつ爽そうと近づき手を取った。

「初めまして小さなレディー。私は天使ルシオン。ルシオン様と呼んで構わないぞ」

「ルシオンくんですねっ。私は藤ふじ宮みや渚です、よろしくお願いします！」

　元気よく挨あい拶さつし頭を下げる姿に、ルシオンも思わず気け圧おされ、釣られて頭を下げた。

「小さい割に、中々礼儀正しいではないか。私の中で人間界の若者に対する見方が変わったぞ。もっとこう、よろ～☆　とか、こんちゃ～☆　みたいなのを想像していた」

　実際、そんなガキも居ないとは言わないが……。

　ルシオンは失礼な視線で、じろじろと渚の頭から足の先までを何度も交互に見やった。

「あと３年後には、間違いなく素敵なレディーになっているだろう。その時にはまた渚の前に現れることを約束しよう」

　こいつは何を言ってるんだ。渚は笑顔のままだったが、ちょっと引いていた。

「今日は一緒に守くんを探してくださるそうで。ありがとうございます」

「困っている女性を助けるのは、紳士として当然のことだ。そうだろう？　聡そう一いち郎ろうよ」

「男でも女でも、どっちでもいいだろ。そんなことより、本当にティーリは必要だったのか？」

「渚なぎさは今天使としての覚かく醒せいが進んでいる。私と同行すればそれだけ天使としての力に目覚めてしまうことになる。小悪魔の存在は非常に大切なのだ」

　それを隣で聞いていたティーリは、何かをしているわけでもないのに自慢げだ。

「しかし、そんな中和みたいな考えで言えば、オレは大丈夫なのかよ」

　家にいる天使は二人、それに対し悪魔は一人。どう考えてもアンバランスだ。

「貴様の場合は出会った時点で悪魔寄りだったのだ。ちょうど良いくらいだ。今後大天使の力を使わなければ、それで問題ない」

　そう言ったルシオンの横顔は普段のルシオンのキャラに似合わず険しいものだったが、それ以上オレは何も答えなかった。
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　オレたちは藤ふじ宮みやの行きそうな場所へ向かい、歩く。その途中、ルシオンは渚に今の状況をこと細かに説明した。渚は真剣な眼まな差ざしで話を受け止めている。

　すべてを聞き終えた後渚はちょっとだけ不安そうに目を伏せ、歩く自分の足元を見た。

「悪魔さんに狙ねらわれるのは、少し怖いですねっ。私は不幸少女かもしれませんっ」

　それでも、すぐ前を向き、笑って答えた。

　今まで普通に生きてきたのに、突然そんな話になれば、不幸だと感じるのも無理はない。

　もっとも、不安の一番の理由は実感の無さ、だろうけどな。

　天使や悪魔の翼が見えても、それが本当のことである実感ってのは、中々湧わくもんじゃない。オレがそうだったように、渚も今宙にふわふわ浮いたように感じているだろう。

　そんな渚に、オレはどんな言葉を投げかけてやればいいのだろうか。

「安心しろ渚。世の中にはもっともっと不幸な人間が居る。そうだろう聡一郎」

　意地の悪そうな表情でルシオンが言った。渚を励ますにしても、酷ひどい言い様だ。

「もっと不幸な人、ですか？」

　渚が不思議そうに首を傾かしげたのを見て、オレは仕方ないとため息をつく。

　雑な方法だが、即興にしては悪くない考えなので便乗する。

「オレのことだ」

「聡一郎くんが不幸な人？　確かにお友達がいないのは不幸だと思いますがっ」

「ふはははは、確かにそれもそうだ。友達が居ないんだったな、ははは！　おぶっ!?」

　笑いすぎなので、笑えないようにボディーに拳こぶしを叩たたき込む。

「げ、げほっ、げ、げほ、はははは、げほ、はははっ、はははは、げほっ！」

　痛みを堪こらえながらも笑い続けるルシオン。強い男だった。

「オレはお前より前から悪魔に狙ねらわれてんだよ」

「え、そうなんですか？」

「オレの家に天使と悪魔が同居してるのをおかしな話だと思っただろ？」

「はい。感じました。それに、守まもるくんが悪魔さんに襲われたことも知ってましたし」

「元々はオレを狙ったものに、藤ふじ宮みやが巻き込まれたようなもんだからな」

　オレは昨日渚なぎさに教えなかった、何な故ぜオレが狙われるのか、と言う理由を話すことにした。

　そうすることで、渚を安心させてやりたいと思ったからだ。

　元々、オレが天使と悪魔に近い潜在能力を秘めていること、ティーリと出会い、騒動に巻き込まれたこと。悪魔たちがオレを狙っていることと、それが今でも続いていること。

　話し終えた時、渚はどんな反応をしていいのかわからず、少し困った顔をしていた。

「おまえが気にすることじゃない。これはオレの問題だからな。ともかく言いたいのは、今の渚の状況を嘆く必要はないってことだ。大した問題じゃない」

「ありがとうございます。えっと、教えてもらったついでに、ひとつお聞きしてもいいですか？　聡そう一いち郎ろうくんは、天使さんになりたいと思いますか？　それとも悪魔さんになりたいと思いますか？」

「どっちも嫌だ」

　オレの中では当たり前の返答だったが、その返答にびっくりして渚は口を大きく開けた。

「天使さんになるのもいやなんですか？　私は、なんだか憧あこがれてしまいます」

「ふっ。当然の考え方だ」

「そう？　あたしは悪魔の方が自由で楽しいと思うけど」

「それも思いましたっ。ティーリさんはすごく自由そうです」

「それはこいつが特殊だってのも、多少あると思うけどな」

　もちろん、悪魔全体を通しても言えることなので、一概には否定しきれない。

「天使さんになるのも、悪魔さんになるのも嫌なのは、どうしてですか？」

「当たり前のことだ。オレは人間だからな。今も死後も、それ以外に興味ない」

　というか、死んだあとのことなんて普通は考えない。

「天使さんも悪魔さんも可愛かわいいので、私はちょっと良いと思っちゃいます」

　どうやら利害的な面だけではないらしい。

「ふむ。確かに渚ならば良い天使になるだろう。その時は私の妾めかけの一人とし───」

「その怪しげな視線で渚を見るのをやめろ」

　バスッ！　ルシオンの目を突く。

「ぎええええええ!!」

　ごろごろと転げ回り、悶もん絶ぜつを打つ。

「き、貴様！　私が失明したらどうするつもりだ！」

「別に？」

「くっ！　どれだけ本質が天使に近づこうと、やはり悪魔だっ！」

「ルシオンくんは変わった天使さんですね」

「そうだな。悪い方に変わってる天使だな。ま、知識だけはあるから力にはなってくれるはずだ」

「私は知性だけではなく、他ほかにも様々な面で優秀だがな」

「そーいちろーには優秀な部分ってないわよね」

　サラッとティーリが突っ込む。

「悪かったな、優秀な部分が何もなくて」

「謙けん遜そんするな。貴様には立派なフランクフルトがあるではないかっ」

　ポン、と肩を叩たたかれた。

「もっとも、それを食してくれる女性がいなければ、何の意味も持たぬがな」

　こいつは休日の朝からなんつーアホなことを言ってるんだ。

「ふらんくふるとですか？　私も好きですよ、ふらんくふると。美お味いしいですよね」

「ふははは。３年後私が美味しいフランクフルトを食べさせてやろう」

「うれしいですっ。でも、どうして３年後なんですか？」

「それは───聡そう一いち郎ろう、貴様その体勢はやめるのだ」

　オレが空中回し蹴げりを嚙かましてやろうとしていたら、ルシオンに見抜かれた。

　どうやら本能的に食らえば洒落しやれにならんと悟ったか。

「軽い冗談ではないか、そんなに睨にらむな聡一郎」

　中学生に言っていい冗談と悪い冗談がある、もちろん今のは悪い冗談だ。

「そろそろ行くぞ。いつまでもジッとしてると時間が勿もつ体たい無い」

「はいっ」

　元気よく返事する渚なぎさ。

　もう一人の小悪魔も続くかと思いきや、ベンチに座ったまま動かない。

「なにしてる、行くぞ？」

「え？　あ、わ、わかってるわよ」

　何な故ぜか顔が赤い。心なしか、ティーリがこっちを見る視線が低い気がするが……。

　やや気になっていると、ティーリはより顔を赤くして視線を逸そらした。

「ふんっ。悪魔との青春など、クソ面白くもない」

　などとルシオンは理解不能な言葉を、唾つばと一緒に吐き捨てた。

　天使の癖にマナーが全くなってない。これでよく、天使を名乗れるもんだ。

　ともあれ、四人並び、歩き出す。

「それでどこに向かうんですか？」

　渚なぎさが至極当然の質問をぶつけてきた。

「どこに行くんだ？」

　その質問を、オレはそのままルシオンへと流す。

「今合流したばかりの私にわかるわけないだろう。バカなのか貴様は」

「……どこに向かうんだ？」

　何となく行き場を失い、ティーリに振ってみる。

「ケーキ屋でも行く？　買って帰るのもありね」

「ありゃ、目的なしのぶらり旅でしたかっ。それはそれで面白そうですが」

「良くないな。おいルシオン、何か情報をくれ」

　渚の異変に近づくヒントを得られれば、藤ふじ宮みやの足取りも摑つかめるかも。

「ふむ……そのためには、やはり貴様の高校に行くのが一番の近道だ。藤宮と言う少年の痕こん跡せきを辿たどるうえで、何かしら手がかりが残っているかも知れないからな。今日は幸い休日だ、部活動以外では生徒も教師も、ほぼ出入りしていないだろう」
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　長期休みでもない限り、休日の学校は、部活動を行う生徒のために開放している。

　そのため出入りは比較的楽だが、問題なのはオレ以外の連中だ。特にティーリとルシオンはその派手な容姿から明らかに学校内では目立ってしまうだろう。

　渚もまた、中学生らしい幼い外見が、高校の中では目立ってしまうのは避けられない。と色々と考えていると、ルシオンがオレの考えを読み取ったのか、

「案ずるな聡そう一いち郎ろう。一番目立つのは貴様だ」

「……確かにな」

　人の心配をする前に、まず自分のことを心配すべきだった。

　不良と恐れられるオレが休日に学校にいることが一番の異常なのだ。平日耐え忍んでいるオレとは言え、気持ちの良いものじゃない。

「へええ……ここがそーいちろーの学校？　へえええええっ」

　隣を歩くティーリは、一歩進むごとに強い関心を示し、興味津々で辺りを見渡す。

「普通の学校だ。そんなに珍しいものなんてないだろ」

「あたし学校って初めてだし、ちょっとくらい興味もあるわよ」

「見回すのはいいが、逸はぐれるなよ？」

「わかってるって。ちょっと教室見てきていい？」

　言ってる傍そばから一人で行動を始めようとする悪魔の首根っこをつかまえて持ち上げる。

「離しなさいよ、軽い冗談じゃない」

「残念だが、冗談には聞こえないくらいの付き合いにはなってきたからな」

　ストン、と地面にティーリを下ろすと、早速逃げ出そうとした。

　仕方なく、切り札を使うことにする。

「ケーキ、いらないのか？」

「うっ……」

　どんな説教なんかよりも効果的な一言を受け、ティーリが足を止めた。

「わかったわよ……」

　渋々従い、その場にとどまる。

「……そんなに教室が見たいのか？」

「普段、そーいちろーがどこで勉強してるのか、気になるし……」

　そんなものを気にしても仕方ないと思うが、ティーリの中で興味が尽きないのだろう。

「ルシオン、少しだけ寄り道してもいいか？」

「貴様にしては、随分と優しいことだな。自分自身でリスクは理解しているはずだが？　残念だが寄り道するような余裕はないな」

「いいじゃないですか。私も聡そう一いち郎ろうくんの教室が気になりますし」

「ならば仕方あるまい。案内してやろうっ」

　オレやティーリには難色を示す癖に、渚なぎさの一言で呆気あつけないほど簡単に承諾した。

「悪魔差別よね、これって」

「あと不良差別だな」

「ふんっ。悪魔も不良も、当然分けて考えるのが天使だ。社会のゴミめ！」

「ダメですよ、そんな風にティーリさんを虐いじめたら。ルシオンくん、めっ、です」

　幼い子供を叱しかるように、優しく優しくルシオンを怒る渚。

「な、なんだこの喜びは……もっと叱られたいと思うこの衝動……これが、赤ちゃんプレイと言うやつなのかっ!?　私はついに、その属性に目覚めてしまったのかっ!?」

　多分違うと思うが、変態的性癖であることだけは理解できた。

「おまえが一番目立ち始めてるぞ……」

　学校の玄関先で、悶もだえる金髪の男なんて、学校の日常には存在しないカテゴリだ。

「私としたことが、取り乱すとはな。情けない」

　いや、怖いくらいいつも通りの平常運転だ。

　そんなふざけたやり取りをしつつ、オレは自分の教室へと足を運んだ。

　幸い誰だれも教室に居なかったため、教室の中まで入ることに。

「どこがそーいちろーの席なの？」

　一番奥にあたる自分の席を教えると、ティーリは隣の神楽坂かぐらざかの席に腰を下ろした。

「ほら、早く座って座って」

「何がしたいんだよ……」

　仕方なく自分の席に座ると、嬉うれしそうにこっちを見てきた。

「これが学生の気分って奴やつ？　悪くないわね」

「言っておくけどな、ここは勉強するところだからな？」

　黒板を指さし、理想と現実の差を教えてやる。黒板には最後の授業で使われた数学の数式がびっしりと書き残されている。

「なにあれ、暗号？」

　欠片かけらも理解できないのか、首を傾かしげるだけだった。

「ふむふむ、あれはアインシュタインが見つけた相対性理論だな」

「適当言うな。何の変哲もない高校の計算式だ」

「ふっ、やはりな。レベルが低いことは目に見えて明らかだ、問題を解くまでもないわ」

　どうやら、ルシオンもこの手のことは分からないらしい。

「高校の教室は、一回り大きく見えますね」

　唯一まともな感想を述べる渚なぎさは、黒板やロッカー、そして教室全体を見渡す。

「渚もすぐ高校生になる。そしたら悪い虫が寄って来るだろう、その時は私を頼るように」

「あはは、ありがとうございます。でも、きっとルシオンくんが一番の害虫ですねっ」

　害虫扱いを受け、ルシオンはがくっとその場に崩れ落ちた。

「よし、害虫の駆除も終わったし、そろそろ行くぞ」

「待って。画が鋲びようってどこにあるの？」

　席を立ったオレをティーリは引き止め、そう言った。

「画鋲？　さぁ、どっかその辺じゃないか？　それがどうした」

「そーいちろーの椅い子すに、画鋲でも仕掛けてあげようかと思って。嬉しいでしょ？」

「……全然嬉しくねえよ」

　画鋲に未練を残すティーリを連れ、遅れた分を取り戻すように素早く校舎を抜け、離れ校舎へと足を踏み入れる。

「……どういうことだ？」

　魔将が破壊した離れ校舎の廊下は現在補修作業中で、一般生徒は立ち入り禁止となっている。だが、キープアウトの張り紙の向こう側はある程度作業が終わっているようで、以前よりも遥はるかに綺き麗れいな状態に修復されていた。

「何かおかしな点でもあるのか？」

「悪魔の気配、痕こん跡せきが何も感じられん。まるで、ここで戦闘など無かったかのようだ」

「補修作業が進んでるからじゃないのか？」

「人間には目に見える部分は消せても、天使や悪魔の痕こん跡せきを消すことは出来ぬ。私が以前、秋葉原で悪魔の痕跡を辿たどっていたことがあるだろう？　しかし、ここにはその痕跡すら何も残っていないのだ。間違いなくこの場所で戦ったのだな？」

　それは間違いない。今でも鮮明に覚えている。荒あら崎さきの身体からだを乗っ取り、オレを殺そうと魔将メフィストの地獄の炎が迫り来た瞬間を。

「小悪魔はどうだ。何か感じるものはないか？」

　少しでも手がかりが欲しいのか、ルシオンはティーリに一いち縷るの望みをかける。

「何も感じない。ここは普通の場所」

　ティーリも同じ感想だったのか、そう答えた。

「誰だれかが、意図的に痕跡を消したということか」

　オレはさりげなくティーリと渚なぎさの様子を窺うかがう。二人は窓の外から見える景色を指さしながら、何か話し込んでいるようだった。今なら、多少踏み込んだ話も出来るか……。

「フォーチュンの奴やつって可能性は？」

　あいつが気づかれないように、そういう細工をした可能性はあるはずだ。

「どうだろうな。０ではないとしか言えん」

　納得のいく答えではなかったのか、ルシオンはあまり関心を示さなかった。

　後日聞いた話だが、前回のひと悶もん着ちやくの後、フォーチュンはルシオンに拘束された上、処遇についてミカエルにその判断が委ゆだねられた。今もまだ結論は出ていないみたいで、その身柄は人間界に住む天使たちに押さえられているとか。また、矢や嶋じまに脅されていた生徒たちは、天使が密ひそかに監視、対応をしたって話だ。場合によっては例の記憶を消す薬を飲ませているのかも知れない。そして魔将によって身体を乗っ取られ、命の危険にさらされた荒崎だが、不幸中の幸い、オレの力で完全に治癒することが出来たようだった。また、その間の記憶も当然なく、荒崎はたちの悪い不良に絡まれたとしか思ってないだろう。

　あれこれ考えていると、ルシオンは一度オレの背中を手のひらで叩たたいた。

「聡そう一いち郎ろうが心配することではない。貴様が人間でいたいというなら、天使と悪魔の問題は私に任せておくのだ」

　そうしたいのは山々だが、事実知り合いである藤ふじ宮みやが巻き込まれてる可能性がある。そのことはルシオンも強く感じているのか、もどかしそうな顔を覗のぞかせた。

「なあ、ひとつ耳に入れておきたいことがある」

「なんだ。私は男の告白は受け入れんぞ？」

「誰がするか。……オレの身体のことだ。少し様子がおかしい」

「と、言うと？　夢精した、と言う報告ではないだろう？」

「……先日、一時的にだが身体全体の感覚がなくなった。その上、聴力も失いかけた」

　ありのまま起こった事実を伝える。

「そうか。それで、今は何ともないのだな？」

「……ああ。これは、何かを失いかけてるってことなのか？」

「確信めいたことは言えないが、私は既に聡そう一いち郎ろうは何かを失っていると感じている」

「……覚えはないな」

　見えない右目以外、今はどこにも異常が感じられない。

「さぁ、何だろうな。私にも分からん。だが、いずれ気づく時が来るのかも知れん」

「なんだそりゃ」

「大天使の力を使うとは、そういうことだ。何が起こるかなど、誰だれにもわかりはしない。それだけ強大、かつ危険な力なのだ。今後、二度と使わないことだ」

　そこで話を切ると、ルシオンは渚なぎさとティーリに声をかけた。

「ここに手がかりが無い以上長居は無用だ。次の場所へ向かうことにしよう」

　オレは何かを失ったのだろうか。

　今のオレには、何も分からない。

　ひょっとしたら、オレは失ってしまったからこそ、気づかないのだろうか？

「まさかな……」

　仮にそうだとしたら、それはもう、絶対に分からないってことになる。バカらしいことを考えたもんだと思い、余計な思考を振り払った。

「守まもるくん、ゲームセンターにいるかも知れません。ただ私はちょっと、近寄りがたい場所で入ったことがないのですが」

　ゲームセンターが近寄りがたい？

　80年代のヤンキーの巣そう窟くつならまだしも、今時は女の子一人でも遊びに行ける時代だ。

「行ってみればわかることだ。さぁ、行くぞ聡一郎よ」

　ルシオンは何が面白いのか、ハキハキとした様子で歩き出す。

　そんな姿を見て、オレは一度大きくため息をついた。
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　そのゲームセンターは、半分以上の店のシャッターが下りた小さな商店街の一角にあった。

　麻雀マージヤンと書かれた、電球の切れた古臭い看板が寂しく置かれている。

「ここか？」

「はい、ここですっ」

　いかにも昭和な臭においのするゲームセンターだ。不良とヤクザの憩いの場に見える。

「プリクラってのあるんでしょ？　やってみるわよ、そーいちろー」

　そんなハイカラなものはこのゲームセンターには絶対に置かれていない、そう断言してやる。自動ドアが開き、店内に足を踏み入れる。

　まず最初に襲って来たのは、不良でもヤクザでもなければ、容赦のないタバコの臭い。

　店内は煙っていて、絶滅危き惧ぐ種に指定されたリーゼント型の不良まで視認できる。

　明らかに異質な客であるオレたちに、彼らはギロリと視線を向けてきた。

「藤ふじ宮みやはいつもここに？」

「はい。学校の帰りとか、休日はよくここで麻雀マージヤンゲームしてるって言ってました」

　店内は狭く、ぐるりと見渡すだけで全部の筐きよう体たいを確認できる。

　オレたちは奥にあった麻雀ゲームの陳列された場所へ。何人かの不良や怪しげなオッサンが画面に向かって、パネルをタッチし牌パイを切り出していた。店のレトロな雰囲気の佇たたずまいと違い、ゲームは最新式らしい。

　しかし───その中にはやはり、藤宮の姿はなかった。

　となれば、後はこの中に藤宮のことについて知る人物を探し出すしかない。

　オレはほぼ同年代と見られる高校生らしき男に声をかけることにした。

「ちょっといいか？」

「ああっ？　誰だれに話しかけてんだ、殺すぞタコ。消えろっ」

　背中越しに話しかけると、こちらを向くこともなく門前払いを受ける。

　どうやら格闘ゲームに夢中らしく、他人の相手をしてる暇はないらしい。

　その怖い雰囲気に、渚なぎさは気け圧おされたように苦笑いを浮かべた。ここは大人しく終わるまで待つことにしよう。ゲームなんて数分で終わるはずだ。

　……待つこと20分。

　いまだ、男は筐体と向き合いながら、レバーを必死に操作していた。

　たまに積み上げたコインを投入しながらコンテニューを繰り返しているようだ。

　だが、何度目かのゲームオーバーを迎えた時、強く筐体を叩たたき立ち上がった。

「さっきから気が散んだよ、ぶっ殺すぞ！」

　男は振り返りざま、一番目立つ金髪をしたルシオンの襟首をつかみ上げ睨にらみつけた。

「……貴様、何をする。汚い手で私に触るんじゃない」

　不良の苛いら立だちを、ルシオンは冷静に流し、パンと手でその不良の腕を払った。

　そのことが癇かんに障ったのだろうか。

　不良は一度払われた自分の腕を見下ろした後、問答無用で思い切り拳こぶしをフルスイングする。ルシオンはその拳を慌てることなく避よけ、不敵に笑った。

「この私に手を上げるとは、何と愚かなびあっ!?」

　背中からヤクザキックを受け、前のめりに吹き飛ぶルシオン。どうやら不良は一人ではなく仲間連れのようだった。ぞろぞろとルシオンを囲む。その数六人。

「き、貴様ら、よってたかって何をするかっ！　暴力など最低だぞ！」

　尻しり餅もちをついた状態で、チミィ！　と指をさす哀れな天使がそこにいた。

「なんだこいつ。外国人か？　締め上げたら金でも持ってんじゃねえの？」

　ニヤニヤしながら、男たちが一歩ルシオンに詰め寄る。

「くっ。お、愚かな。私には心強い味方がいるのだ。謝るのなら今のうちだっ」

「味方だぁ？　どこにいるってんだ」

　オレはさっと渚なぎさとティーリに後ろを向かせ、店を出ようとした。

「こ、こらっ。何をしているか！　私を助ける権利をやるのだぞ！」

　ルシオンの姿勢はとても助けを請うものではなかったが、見ない振りをするわけにもいかないので仕方がない。オレは不良たちの方へ振り返った。

「ちょっと聞きたいことがある」

「舐なめてんじゃねえぞコラ。あぁっ!?」

　聞きたいことがある、と言っただけだったが、どうやら舐めていると解釈されたらしい。

　不良の思考回路とも付き合いが長いが、相変わらず意味が分からない。

　もしかすると、他人からするとオレもこんな連中と同格に見られているんだろうか。

「だとしたら最悪だな」

　そんな囁ささやきすら聞き逃して貰もらえなかったのか、不良は椅い子すを蹴けり飛ばした。

「ぶっ殺すぞ、あ？」

「今は喧けん嘩かしたい気分じゃない」

　こちらは最初から白旗を上げているが、不良はオレの襟首をも摑つかみ上げた。だが、その瞬間、別の不良がその腕を慌てて制止した。

「お、おいっ。こいつはやばい！　西にし高たか山やまの鮫さめ島じまだ！」

「あ？　鮫島って、あの鮫島か!?」

　こんな不良の巣穴にまで、悲しいことにオレの名前は広まっているらしい。

「そうだ。あの鮫島聡そう一いち郎ろうだっ。貴様らがいかに愚かな行動をしているかわかったか？」

　むくっとルシオンが立ち上がると、偉そうに不良たちを指さした。

「う、うぅっ……」

　不良たちはムカッとは来ただろうが、オレを見ると一歩後ずさるように後退した。

　これで平和的に話し合いながら、情報が引き出せるかも知れない。

「藤ふじ宮みや守まもる、知ってるよな？」

　不良たちは突然の質問に困惑を見せるが、そのうちの何人かが小さくだが、確かに頷うなずいた。

「昨日一昨日と、その藤宮を見た奴やつはいるか？」

　だが、その質問には誰だれも頷うなずかない。

「隠すとためにならんぞ？　正直に話さねば、八つ裂きにしてしまうぞ。鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうが」

　勝手に人を利用してやがる。

「し、しらねえよ。確かにいつもココに来てっけど、昨日一昨日は見てねぇよ」

　不良たちは焦ってはいるが、どうも噓うそはついていないような様相だ。

「他ほかにも見た奴やつはいないか？」

　こちらの騒ぎに視線を送っていた店内の不良にも声をかけるが、返ってくる反応は同じだった。どうやら、ゲームセンターに藤ふじ宮みやは立ち寄ってないらしい。

「何が鮫島だよ、調子に乗りやがって。どうせ名前が独り歩きしてるだけだろ？」

　不良たちの中にいた一人が、オレたちを帰すまいと入口の前に立ちふさがった。

「タイマンだ、鮫島」

　腕前に相当の自信があるのか、あるいは単純に臆おくするタイプじゃないのか。不良男はオレの胸を強く突き飛ばした。オレは踏みとどまり、軽く睨にらみつける。

　だが、不良はビビった様子もなく、むしろ強気に白い歯を見せた。

　単純な名前だけで、下がる男じゃないってことか。

「さ、聡一郎くん。行きましょう？」

　不穏な空気を感じ取った渚なぎさが、オレの手を引く。

　ルシオンもこれ以上の騒ぎは不ま味ずいと判断したのか、ティーリに出るよう催促する。

「お前らは先に出て待ってろ。すぐに行くから」

「で、でも……」

「いいから」

　渚の手から逃れ、オレは男と向き合った。

「タイマンだって言い張るんだ。こいつらは関係ないだろ？」

「ああ。行けよ」

　ルシオンにティーリと渚を任せ、店の外へ連れ出させる。

　不良仲間の中には、やめておけと止める奴もいるが、不良は身体からだを動かし喧けん嘩かの準備を始める。そんな様子を見ながら、オレは一度目を閉じた。

　ここで、この不良を相手にするのは簡単だ。ただ喧嘩に応じればいい。

　どちらが勝つかは措おいておくとして、それでタイマンは成立する。

　だが、今ここでこんな事態になっているのは、いったい誰だれのせいなのか。

　妹に心配をかけ、行方知れずになった藤宮か？

　余計なトラブルを呼び、騒動を起こしたルシオンか？

　そのどちらも悪くはない。

　オレ『鮫島聡一郎』と言う男が、これまでに行ってきたことに対するツケなのだ。

　何度も喧けん嘩かを繰り返してきたが故に広まった悪評。

　それを聞きつけての今の状態。オレ以外に悪い奴やつなど存在するはずがない。

　なら、ここで一つでも清算できるのなら、しておくべきなのかも知れない。

　タイマンを挑まれた時、そう感じた。深く息を吐き、正面から不良を見据える。

　噂うわさの男に拳こぶしで殴り勝とうと、息巻いているのがわかる。

「手早く済ませようぜ」

　短くオレがそういうと、男は唇を強く結び、殴りかかって来た。





　４






「……待たせたな」

　店から出てきたオレは、外で心配そうに待つ渚なぎさたちのところへと戻って来た。

　オレが声を掛けた瞬間、渚が慌てて駆け寄って来た。

「貴様───」

　オレを見てルシオンが驚き、目を丸くしている。

「何見てんだよ、気持ち悪ぃ」

「喧嘩に負けた……と言うよりは、手を出さなかった、と言うことか」

　頰ほおは腫はれ上がり、唇は切れ血が滲にじんでいる。

　この様子を見れば、オレが負けた、と言うことは素人目にも明らかだ。

「誰だれが悲しくて、休日の朝っぱらから喧嘩しなきゃならないんだよ」

　そう吐き捨て、唇の血を拭ぬぐった。

「だっさいわね。なんでボコボコにしなかったわけ？」

　呆あきれたようにティーリがため息をつく。

「殴れば、またどこかで殴られる。それの繰り返しに嫌気がさしてきたんだよ」

「らしくないこと言うじゃない」

「……かもな」

　天使化が進んでいるからなのか。

　それを恐れて、暴力をふるいたくないと思っているのか。

　どちらにせよオレは一度も手を出すことはなかった。

　不思議なもので、不良は最初のうちは意気揚々とオレを殴っていたが、反撃されないと分かると途中で白けたのか、興味のない者を見る目へと変わっていった。

　周りにいた連中も、なんだこいつは、と言う感じで暴行を加えてくることもなかった。

「私が余計なお願いをしたせいで……」

「勝手に責任感じてんな。元々は自分自身の尻しり拭ぬぐいだ。さっさと藤ふじ宮みやを探すぞ」

「ですが……」

　昨日知り合ったばかりのオレにも、本心から心配して気遣ってくれる渚なぎさ。

　そっと差し出したハンカチで、オレの服の汚れを払ってくれた。
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　それから、オレたちは、不良の集まりそうな場所を何か所か探ってみた。

　だが、結局藤ふじ宮みやが見つかることはなく、解散の時刻を迎える。

「今日は、遅くまでお付き合い頂き、本当にありがとうございました。ルシオンくんも、手伝ってくれてありがとうございます」

「気にすることはない。私は可愛かわいい女性には常に優しくあるからな」

「渚。明日も時間はあるのか？」

　帰ろうとする渚を呼び止めたオレは、そう聞いてみた。

「それは、はい。守まもるくんを探すつもりですが……」

「今日だけの手伝いにするつもりはない。お前さえ良ければ、力を貸すつもりだ」

「でも……」

　今日、オレたちの時間を奪ってしまったというよりも、オレを怪け我がさせてしまったことを悔いているのか。渚は痛々しそうにこちらの具合を見つめていた。

「何度も言うが、これは自業自得。自分が招いたことだ。遅かれ早かれ、いつか清算していかなきゃならないことなんだよ」

　そう聞いても、渚は納得がいかないのか、素直に頼み込んでは来なかった。

「他人に迷惑をかけたくない渚の気持ちはわかる。だが、一人で行動することで、万が一危険な目に遭えば、それは後々私たちが大きな負担を強いられることにもなる。既に渚が聡そう一いち郎ろうと言う人物に接触した時点で、それは始まっているのだ」

　やや厳しい口調で、渚の逃げ場を奪うルシオン。

「迷惑をかけたくないと思うのなら聡一郎を、引いては私を頼るのだ。それが渚のためでもあり、私のためでもある」

「……参っちゃいました」

　逃げるところがないと悟ったのか、一度頭を下げて渚が笑った。

「じゃあ、明日もお願いしちゃってよろしいでしょうか？」

「無論だ。そうだろう？」

　確認するまでもないが、と前置きしたうえでこちらを見やった。

「ああ。そう言うことだ」

　何の手がかりもなく、その日は已やむ無なく解散となった。
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　その日の夜、深夜12時前。

「聡そう一いち郎ろうさん。もしかして夕方渚なぎささんに言われたことが気になっているんですか？」

　夜、ソファーで携帯を眺めていたオレに、エリーゼが声をかけてきた。

「いや、別に……友達がいないのは最初からだしな。別に今更欲しいとも思ってないし、そもそも出来るとも思ってない。気にしてない、ちっとも、これっぽっちもな」

「気にされてるじゃないですか……」

　どうやら、オレは少し渚の言葉を気にしているらしい。

　確かにオレの携帯のアドレス欄は実に寂しいものになっている。

　普通はここに、友達や恩師、両親の名前が並んでいるものなんだろう。

　だが、この携帯には何もない。

　通話記録も、購入してから一度たりとも記録したこと───あった。

　履歴には12件も記録されている。

「全部公共料金絡みか……」

　水道、ガス、電気の支払いに関する手続きなどの電話記録だ。

「って、こんなもん気にしても仕方ないよな」

　パタリと折り畳み式のガラケーと呼ばれる一世代前の旧式の携帯を仕舞う。

「明日も渚ちゃんを連れて、お兄さんを探しに行かれるんですよね？」

「ああ、そのつもりだ。少し引っかかることもあるしな」

「そうですね……天使や悪魔が関係していないとも言い切れません。気をつけてくださいね。この間の事件のようなことがあったら……」

「わかってる。何かあったら、すぐ戻ってきて報告する」

「隣、座ってもよろしいですか？」

「あぁ、別にいいけど……」

　オレは一度腰を浮かし、ソファーの真ん中から端に座り直した。

　エリーゼが空いた隣のスペースに腰を下ろす。

「実は、お兄様に頂いたものがあるんです」

　そう言い、何か小さなものを取り出す。最新型の携帯電話だった。

「最初は必要ないと言ったのですが、連絡を密に取るため、と言うことで受け取りました。これがあれば、今後聡一郎さんとのやり取りも便利になるかと」

「なるほど、それは確かにな」

　今までは家に帰って来なければ、エリーゼとは会話することが出来なかったが、携帯があればすぐ連絡でき、トラブルに巻き込まれた時も助言を求めやすい。

「よろしければ、私の最初のアドレスの交換相手になってくださいませんか？」

　エリーゼが首を軽く傾けると、金色の綺き麗れいな髪が優しく流れた。

　細く白い顔立ちに思わず目を奪われてしまい、一瞬言葉が喉のどの奥に引っ込んだ。

「……いいのか？　最初がオレで。兄貴や荒あら崎さき、相手は他ほかにもいるだろ」

　そんな卑屈な態度のオレに嫌な顔ひとつ見せず、小さく首を横に振った。

「聡そう一いち郎ろうさんがいいんです」

　エリーゼがぎゅっと携帯を握り締め、オレを見つめてきた。

　当然、オレの視線と重なり合う。

「…………」

　いつまでも、この顔を見ていたいと思わされる。

　いつからそんな風に感じるようになったんだろうか。

　やがて沈黙と重なる視線に耐えきれず、エリーゼが逃げるように目を伏せた。

「す、すみませんっ。その、変……でしょうか？」

「……いや……」

　慌ててしまった携帯を取り出し、開く。

「操作の仕方わかるか？」

「えっと、それが……あまり。説明書を見ながら触ってはみたのですが……」

　エリーゼが携帯の画面をこちらに向けてきたので、それを覗のぞき込む。必然的に距離が縮まる。先ほどお風ふ呂ろに入っていたのだろう、シャンプーとリンスの香りが鼻び腔こうをくすぐる。

「もしよろしければ、操作を教えて頂けませんか？」

「それはいいが……わかるかな……」

　スマートフォンと呼ばれる携帯は触ったことがないからな。

　それに、機種の操作もだが、間近に居るエリーゼのことをどうしても意識してしまう。

　そんなエリーゼと肩を並べながら、緊張しつつも手探りで操作方法を調べていく。

　エリーゼはその真面目まじめな性格から、真剣な表情で携帯画面を見つめている。

　オレはというと、つい、間近の綺麗な横顔を見つめてしまう。

「これは、どのようにすればよろしいのでしょう？」

　画面に集中していたエリーゼが顔をあげ、オレを見る。

　その瞬間、エリーゼと、あまりに近すぎる距離で目が合った。

　唇と唇の距離は、ほんの10センチほどか。僅わずかに顔を前に動かせば、そのピンク色の唇に触れることが出来るだろう。

「っ！」

　エリーゼは近すぎる距離に気づき、びっくりして後ずさった。

「ごご、ごめんなさい。私、携帯に夢中で……!?」

「いや。いい、その、気にするな。ほら、貸してみろ……なんとなくわかった」

「は、はい……」

　携帯を受け取り、オレは激しくなった動どう悸きを抑えるため、画面に集中する。

　登録画面を呼び出し、そこにオレの携帯番号とアドレスを打ち込む。

　登録作業を２、３分で終えた後、携帯をエリーゼに返した。

「これで、聡そう一いち郎ろうさんといつでも連絡を取ることが出来るんですね？」

「試しにかけてみるぞ」

「はいっ」

　ぎゅっと握りしめ、緊張した面持ちでオレからのコールを待つ。

　携帯を操作し、同じく登録したエリーゼの番号を呼び出してかけた。

「わ、鳴りました鳴りました」

　自分の携帯が鳴ったことが嬉うれしかったのか、満面の笑みを浮かべる。

　そして、エリーゼは取る必要もないのに電話を取る。

「もしもし」

「え、あ……ちゃんと繫つながったな」

　エリーゼが携帯を耳にあてたので、オレも慌てて携帯を耳にあてて話した。

　手を伸ばさなくても触れられる距離にいながら、通話をするなんてな。

「今度から、何かあったら聡一郎さんに電話してもよろしいですか？」

「ああ。学校に居る時はメールしてくれたら、返事するようにする」

「はいっ」

　そう短く話し、オレの初めての、公共機関とサービス業者以外との通話が終わった。

「ふふっ。いいものですね、携帯電話って」

「そう、かもな」

　今まで必要なものだと感じたことはなかったが、今日初めて、携帯を持っていて良かったと思った。





○携帯インポッシブル







　次の日の朝も、オレは待ち合わせの場所に向かっていた。

　隣には昨日と同じくティーリが、何が嬉うれしいのか笑顔で歩いている。

「何が嬉しいんだよ」

　思わず、そんなティーリに対し聞いてみると……。

「ケーキが食べられるからにきまってるじゃない」

　そう即答した。

　二日間ティーリを拘束し手伝わせる条件として、ケーキを買うよう突きつけられた。

　オレはその条件を泣く泣く飲んだわけだが、それで上機嫌だったんだな。

「てっきり、私と出かけられるのが嬉しいのかと思ったぞ」

　そんなティーリを見て、ありもしない幻想を抱くルシオンが言った。

「バカじゃないの？　ケーキが無かったら、誰だれがこんなクソ暑い中出かけるのよ」

　残暑が気になるのか、ティーリは一度太陽を見上げ億おつ劫くうそうに呟つぶやいた。

「なんで人間界には太陽なんてあるわけ？　あれって必要なの？」

「当たり前だろ。太陽がなかったら、暗くて出歩けたもんじゃない」

　もちろんそれだけじゃなく、生命が活動するうえで絶対に必要なものだ。

　地獄ってところは太陽も無いみたいだが、ほんとよく生きて生活できるもんだ。

「あと一月もすれば涼しくなってくる。それまで我慢しろ」

「あー18度に設定したエアコンの効いた部屋でアイスを食べていたい……」

　実に身勝手極まりない妄想を口にするティーリ。

「私も美女に囲まれながら優雅に暮らしたい」

「お前の言葉は可愛かわいげの欠片かけらもない。そう言うありもしない虚言はやめろ」

「失敬な。貴様は私が天国でどれだけモテているか知らないのかっ！」

　そんなもの知りもしないし、知りたくもない。

「あたしも興味ないし。っていうか、格好いいとも思ってないし」

「くっ……悪魔には美しいものを素直に褒める美的感覚がないようだなっ」

　日ひ頃ごろのルシオンを見ていれば、格好いいとは思えないのも無理はない。

「それにしても、なぜこのような時間に？　まだ待ち合わせまで１時間以上あるではないか」

「そうなんだけどな。おいティーリ、どう言うつもりなのか、そろそろ話したらどうだ？」

　家を出る時間は11時前でも間に合うのだが、ティーリはなぜか10時前に家を出るよう言い、強引にオレを引っ張り出した。

「それは秘密よ。目的地に着くまでね」

　どうやら、まだ教える気にはならないらしい。

「ケーキを買うのは帰りだからな？　わかってるだろうな」

「わかってるわよ。そんなんじゃないから」

　なら、一体どこに連れて行こうと言うのか。
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「そーいちろー、ちょっとこっち来なさいよ」

　駅近くまで歩いてきたオレたちを、ティーリが呼び止めた。

「あ？　何だよ。目的地に着いたのか？」

「そうよ。ほら、あたしにアレを買いなさい」

　ティーリが見据える先にあったのは、携帯ショップだった。

「お前、なんで携帯電話なんだよ」

「あたしとも連絡が取れるようになったほうがいいでしょ？」

「いいや？　全く？　これっぽっちも必要ない」

「はあっ？　なんでよ。あたしだって携帯電話欲しい」

　今『あたしも』と言ったか？

　それはつまり、ティーリが知る他ほかの誰だれかが携帯電話を持ってるってことか？

　もちろん、そこから導き出される答えはひとつしかない。

「エリーゼとこっそり連絡先交換し合ってたでしょ。あたしはのけ者？」

　……どうやら、昨日のやり取りを見ていたらしい。

「盗み見するなんて、実に悪魔らしいな」

「テレビを見ようと思って降りてきたら、あんたらがコソコソしてたんでしょ」

　ティーリはイラだつように言葉を吐き捨てる。

「コソコソなんてしてねぇよ。つか、ともかくお前には不要なものだ」

「あたしも欲しい。だから買う、それだけで十分でしょ」

「おまえが携帯電話を持つ必要性は皆無な上、そもそも契約するような金は持ってない」

　自分自身携帯電話が不要だと思っていたくらいなのに、まして新規に契約する余裕なんかあるはずがない。と、ちょうどショップの入り口から女の店員が顔を覗のぞかせた。

　どうやらオレたちがジッと店の方を見ていたのに気づいたらしい。

「いくぞティーリ」

「そうね。店員も待ってるみたいだし」

　ぐいっと腕を絡からめ、ティーリは強引にショップへと引きずりこもうとする。

「ふざけんなって。オレに携帯買う金なんてねえよ」

「いいからいいから」

「あのなぁ……」

　いいからって、金が無かったらどうにもならない問題だ。

「待て聡そう一いち郎ろう」

　抵抗を見せるオレを観察していたルシオンが、前に立ちふさがる。

「んだよ。お前までティーリの味方をするつもりか？」

「そういうわけではないが」

　ルシオンは鋭い視線で、ショップの方を見据える。

「なんだよ。ショップの店員が可愛かわいいとか抜かしたら殴りまくるぞ？」

「……私がそのようなことを言うわけないだろう」

　なぜ少しの間があったのかは、聞かないで置いてやろう。

「ティーリに携帯を持たせるというのは、否定的な要素だけではないということだ」

　思いがけない援軍の登場に、ティーリが目を輝かせた。

「ほら、この変態もそう言ってるし」

「変態と言うなっ！」

「あのな変態天使。オレには金がない。つまり携帯は買えない。わかったか？」












「だから変態と言うなっ!!　……お金の面に関しては心配する必要はない」

　ルシオンは自らショップ店員の方に近づいていく。店員もオレ達を客だと判断したのか、店の自動ドアから出てきて笑顔で出迎えた。

　そしてティーリに引きずられるように、オレはショップの中へと連れ込まれる。

「小悪魔よ、好きな携帯を選ぶがいい」

「ほんとに？　マジで選ぶわよ？」

「うむ」

　ルシオンは一体、どういうつもりなのか。ティーリは裏があるとも考えず店員に案内されるまま陳列された携帯に目を通していく。

「天使や悪魔は、人間には使えぬ不思議な力を使う。それはお前もよく知っているな？」

「ああ。それと携帯に何か関係があるのか？」

「その力は、他者に憑ひよう依いするものから、対象を焼き払うものまで千差万別だ。だが、人間たちにはそんな力にも劣らぬ、道具というものを持ち合わせている。その一つが携帯電話と言ってもいいだろう」

　ルシオンはそう言いながら、携帯電話を取り出した。エリーゼと同じものだった。

「これは私が人間界に来て入手したものだ。エリーゼやリズにも持たせた」

　エリーゼが携帯を持っていたのは、ルシオンが買い与えたからか。

「もし小悪魔に何か不測の事態があった場合、迅速にそれを把握し、手を打つ必要がある。そのための道具として携帯電話というのは必需品と言っても過言ではない」

「そりゃ、まぁ否定はしないが」

　事実オレも、エリーゼと連絡が取れるのは大きいと感じた。

　悪魔と天使の両方に狙ねらわれる可能性のあるティーリであるなら、携帯電話を持つ重要性はより高いかも知れない。

「おまえ、携帯の金とかどこから捻ねん出しゆつしてるんだよ。携帯代もバカにはならんぞ」

「ふんっ。貴様のような貧乏人と一緒にするな。と、言いたいところだが、天使が人間界で生活していくには、最低限の物資は必要になってくる。そのための用意はしてある、と言うことだ」

　腕を組み、淡々と説明をする。

「貴様も会ったことがあるだろう？　神社に住まう天使を」

　思い出されるのは、一人の色っぽい巫み女この姿だった。

　人間界に住まい、必要とあれば大天使を憑依させたりする役目を背負った女性を。

「彼女のような者は生活していく上で必要なものを一定数揃そろえている」

　携帯以外に、一枚のカードのようなものを取り出す。免許証だった。

「おい、これ……」

「無論私に運転は出来ないが、身分証があれば人間界では何かと便利だからな」

　どうやら偽物の免許証のようだが、ルシオンに悪びれた様子はない。これじゃ誰だれが悪魔だかわからないな。

「ともかく、資金面に関しては心配ない。それに一昔前に比べれば携帯も安くなった」

　ルシオンは何か思い入れがあるのか、ぐっと握にぎり拳こぶしを作り熱く語りだした。

「今は携帯の定額料金でインターネットもし放題だが、昔はダイヤルＱ２であったり、テレホーダイであったり、回線速度も雀すずめの涙程度で、大したことはなかったのだ。人間の目まぐるしい技術の進化には感心を覚えざるを得ないっ」

「よく知ってんな……」

　オレも知らないようなことをペラペラとよく喋しやべる。

「私は昔から人間界に遣いとして来ていたからな。あの頃ころのインターネットにはロマンがあった」

「どうせアダルト目的だろ。くだらねぇ」

「くだらない？　貴様エロスを否定するということは、ある種天使を冒ぼう瀆とくするのと同じことなのだぞ？」

　どこをどう捻ねじ曲がった考え方をすれば、アダルトと天使が繫つながると言うのか。あきれ返るオレに対し、ルシオンは至って真面目まじめな表情で語りを続ける。

「天国には、大天使エロス様が存在することを知っているのか？　その方は性を愛し、性を正義とする天使様なのだ。エロス様最高！」

「うそだろ？」

「エロス様最高だっ！」

「噓うそなんだろ？」

「……ふっ。いずれ、私が大天使エロスと名乗る日も近いだろう」

　分かっていたことだが、ただの願望だったようだ。

　そんなくだらないやり取りをしている間にも、ティーリは気に入ったものが見つかったらしく、それを買うよう言って来た。

「ティーリよ、買って欲しいなら『ルシオン様素敵』と言うが良い」

「は？　嫌に決まってるでしょ」

　そんなささやかな願いも即座に却下され、ルシオンはがっくりとその場に崩れ落ちた。

　それなら買わないぞと脅せばいいものの、ルシオンはティーリに流されるまま携帯を買わされた上、携帯のカバーやストラップまで購入させられていた。

　店員さんは、契約が無事に済んだことに納得し、営業スマイルでオレたちを送り出した。

「散々だな……」

　若干の同情を見せ、ルシオンを励ます。

「ふ、ふはは……ふははははは!!」

　ついに壊れたか、と思ったら、何を思ったか携帯の画面を見せつけてきた。

　そこに書かれてあるのは、志保、と書かれた名前のアドレス。

　その名前には、なんとなく憶おぼえがある、と言うか、さっきまで何度か目にしていたショップ店員の名前と同じだ。

「貴様がティーリとじゃれている間に、私は彼女と連絡先を交換していたのだ」

　ティーリに携帯を買い与えた理由には、そういう目的もちゃんとあったらしい。
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　それから渚なぎさと合流したオレたちは、昨日のように藤ふじ宮みやの捜索を始めた。

　ゲームセンターにももう一度足を運ぼうと提案したが、渚がそれを断固として拒否したため諦あきらめることにした。渚が怖い思いをしたくないというよりは、オレに何かあったら大変だと配慮してのことだろう。

「私、考えていたことがあるんですっ」

　途中、渚が前触れもなくそう言った。

「なんだよ、考えてたことって。藤宮の手がかりでもあったか？」

「あ、いえ。守まもるくんのことではないです。聡そう一いち郎ろうくんのことなんです」

　渚は何かを想像しているのか、ジッとオレの顔を見つめた。

「突然渚の唇を奪ったりするなよ？」

　そんなありもしないことへの忠告を、ルシオンに背後霊のような位置から呟つぶやかれた。

「おまえと一緒にするな。絶対にしないから安心しろ」

「では、私が渚に熱いチッスをすることに……け、頸けい動どう脈みやくを絞めるなっ。可愛かわいい冗談ではないかっ！」

　あと一歩渚に近づいていたら、いたいけな少女を守るために手を下していただろう。

「聡一郎くんは、今まで悪いことを沢山してきたんですよね？」

「まあ、そうだな」

　昨日、オレが別れ際に言ったことだった。

「だから殴られても仕方ない、と考えていると」

　それも否定せず聞き流す。

「それも罪の清算の一つかもしれませんが、私は別の提案をしたいと思ってるんです」

　今日はちょっと口数が少ないと思っていたが、そんなことを考えていたのか。

「募金活動をしてみるのはどうでしょう？　良い行いをすることで罪を償うんです」

「募金活動？　まさか、オレが？」

「はいっ。そうすれば、聡そう一いち郎ろうくんはもっと良い人になれると思います」

「この男が募金活動してる姿なんて想像できない……」

　怪しげな視線でルシオンがオレを見る。

　そんなもの、誰だれに言われるまでもなく本人が一番想像できねぇよ。

「そーいちろーがそんなことするわけないじゃない。ねえ？」

「その決めてかかる態度は気に入らないが、まぁそう言うことだ」

「この男が募金など……ふはははは。夢で見ることも難しそうだ」

　ルシオンに愉快そうに笑われると不愉快になるな。

「そうでしょうか？　私は想像できますよ？」

　純真な瞳ひとみを輝かせる渚なぎさを見て、ルシオンは憐あわれむような悲しむような、だけどどこか愛いとしいような眼めを向ける。

「優しさとは、実に残酷だな」

「むー。私は本気で言ってるんですが……」

　賛同が得られず、渚はがくーっとしたポーズを取る。

「募金してるそーいちろーが居るとしたら……だめ、やっぱあたしには想像できない。第一、この人相で募金してくれる人なんているわけないって」

　ティーリは何が可お笑かしいのか、人の顔を指差す。












「大丈夫です。慈善事業をすることで補正が入りますから」

　それって、補正がなかったら悲惨ってことか？

「人に対し優しく接したら、自然に優しい表情に変わるはずです」

　渚なぎさは身振り手振りで、妄想の中の優しい鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうを表現する。

　それに置いていかれないよう、ティーリとルシオンも必死に追従する。

「満面の笑みと、お年寄りにも手を差し伸べる、心優しき青年の姿が見えませんか？」

「う～ん」

　ティーリとルシオンは目を閉じ、腕を組んで首を捻ひねった。

「喧けん嘩かもしないし、中抜きもしないし、無償で募金をするんです。３６５日、雨の日も風の日も、高熱の日だって働いちゃいます」

「おい、それはあまりに過酷すぎる募金だろ……」

「海外にだって行っちゃいますよ。自腹で戦地に赴いて子供たちを救うんです」

　うんうんと、渚は勝手にどんどん妄想を広げている。

「そして最後は、焼かれた村の小さな少女を庇かばって、その地に倒れるんです」

　もはや募金と言う域から逸脱していた。

「あ、見えた。そーいちろーが倒れるところ」

「奇遇だな。私もそのビジョンが見えたところだ。血ち反へ吐どを吐いてのたうち回っている」

　そんなところだけリアルに見えて欲しくねぇ……。

「ダメですか？　募金活動」

「お前の考えてるようにはならないと思うぞ……」

　そもそも、募金活動なんてただの偽善だ。

　街中で一日立ち尽くして大勢から小銭を集めるより、その日一日アルバイトでもして全額募金した方が世のため人のためってもんだ。

　という考え方をしてる時点で、オレには募金活動なんて向かない。

「いいと思うんですが……きっと爽さわやかイケメンに映るはずですし」

「そんな風に見られたいとは思ってない。余計なお節介だ」

　兎とにも角かくにも、募金なんてオレの柄じゃないことだけは確かだ。

「まだ提案はありますっ。キャラを変えてみる、と言うのはどうでしょうかっ？」

　余程オレに暴力絡みのトラブルを起こしてほしくないのだろうか。渚はまだ話し合いの続行をしたいようだ。

「キャラを変える？」

　無む下げにも扱いづらく、とりあえず話だけは聞いてやることにする。

「んーっと、そうですね……例えば今街を歩いてる女子高生をナンパしてみるとかっ」

　絶対に嫌だ。

「今、絶対に嫌だって思いましたか？」

「思うに決まってるだろ。なんでオレが女子高生をナンパしなきゃならない？」

「お持ち帰りとか、出来るかも知れませんよ？」

　この中学生は、サラッとなんつー発言をしてんだ。

「お前の親はどういう教育してんだ。それとも藤ふじ宮みや、兄貴の教育か？」

「いえ、守まもるくんは過保護過ぎるくらい私を大切にしてくれてます。ちょっと過激な少女マンガとか見つけると、凄すごく動揺とかしちゃいます」

　ちょっと過激な、とはどれくらいなんだろうか。

「ナンパしないですか？『へい、そこの彼女。カワウィーネェ！　めくるめく出会いだと思わないかい？　Do you understand？　ひーはー！』みたいな」

「しねえ……どういう状況ならそんなナンパになるんだよ」

　そして、そんなこと言ってついてくるような女とは、出来れば出会いたくない。

「じゃあ、聡そう一いち郎ろうくんならどういうナンパをするんですか？」

「そもそもしない」

「しないのはわかりましたが、するとしたら、という仮定のお話です」

「仮定って言われてもな……『お茶しないか』とか、そんなんだろ。多分」

「うわー……今時それでは女の子の好感は得られませんよ？」

　前提がおかしい。そもそもこっちは、１％だって女の子の好感を得たいと思ったことはないし、ナンパしたいと思ったこともないのだ。

「ルシオンくんなら、どうしますか？」

「この私の美び貌ぼうをもってすれば、多くの言葉は不要だ。もちろん、この天使の声を耳に奏でて欲しいと望むなら、それが街中でもベッドの中でも、リクエストに応こたえるだろう」

「あたしよくわからないけど、この変態が気持ち悪いことだけはわかった」

　ティーリのその感覚は間違いなくあっている、今後も大切にしてほしいもんだ。

「ふんっ。悪魔にはわからないのだ、この私の美しさは」

　渚なぎさに求めるように、熱い視線を送るルシオン。

「あはは、私もちょっと気持ち悪いと思いますっ」

　鋭く研がれたナイフが、ルシオンの胸に突き刺さったのがわかった。

　渚のような純粋な子に気持ち悪いと言われれば、オレも傷ついたかも知れない。

「なぜ人間界の女性は、私の魅力に気がつかないのだ。こんなにイケメンなのにっ！」

「ルシオンくんは喋しやべらなければ、モテると思いますっ」

　的確なアドバイスを繰り出す渚。

「なるほど……」

　それを真面目まじめに受け止める変態天使。

「オレ、何やってんだろうな……」

　ちょっと冷静になってみると、この異常な光景に少し戸惑った。

　それから程なくして、渚なぎさはモテるためのテクニック講座を終えた後、

「聡そう一いち郎ろうくん、今度はあっちの方を見に行ってみませんかっ？」

　目を輝かせながらそう言った。

「おまえ、さっきから楽しんでないか……？　兄貴本当に探してるのか？」

「もちろんです。それが最優先です」

「ならいいんだけどな……」

　どうにもこのメンツは、緊張感と言うものが欠如しているように思える。

　仮にも数日行方不明の人間を探しているんだから、もう少し真面目まじめにやってもいいだろうに。

「真面目か……。一番ほど遠かったはずなのにな」

　真面目とはほど遠かったオレがこうして真剣に悩むのは、実に不思議なもんだ。

　そして一方、少し離れたところで、ティーリは携帯をニヤニヤしながら触っている。

　よっぽど気に入ったのか、画面から目を離さない。何がそんなに嬉うれしいんだか。

「じゃあ行きましょうっ聡一郎くんっ」

　するりと渚の腕が、オレの腕へと絡んできた。

「えへへ。ちょっとしたサービスです」

　そんなサービスを要求したつもりはないが、そのまま渚がオレを先導していく。

「くっ！　貴様、もし渚の育ちかけのおっぱいに興奮したら許さんぞ！」

　目を血走らせながら、ルシオンは摑つかみかかる勢いでオレに迫って来た。

　そんなことは絶対にしない。が、やや神経が腕に集まり始めたので邪念を振り払う。

　間違って中学生に欲情するなんてことになったら、オレは生き恥を晒さらすことになる。
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　そんな光景が繰り広げられた後ろで、聡一郎たちを、背中から見つめる一つの視線があった。

「さ……鮫さめ島じまくんが、女の子と腕を組んでるっ!?」

　その場に立ち尽くし、呆然啞然としたまま、時が止まったように固まる荒あら崎さき。

　仲良さそうに聡一郎と見知らぬ少女の二人は歩き、街中をデートしているように見える。

　実際はその傍そばにティーリも居るのだが、荒崎の視線にはその存在は全く映っていなかった。ただ、二人を繫つなぐ腕の部分だけが気になって仕方が無い。

「ちゅ、中学生くらいに見えるけど……そんなのって……そんなのってないよ！」












　自分が好意を寄せ続けていた男性が、ロリコンだった。

　その事実が、荒あら崎さきの心に深く突き刺さる。

「うう、ううっ……！」

　だんだんと遠ざかっていく二人。

　組まれた腕は深く、特に女の子の方は聡そう一いち郎ろうに絶大な信頼を寄せているように見える。

　聡一郎もまんざらではないのか、拒絶する気配が無い。

　いつも孤高でありながら、ナンパなところが無い、それも聡一郎の良さなのに。

　荒あら崎さきはそんなことを考えながらも、後をつける勇気もなく、聡一郎と見知らぬ可愛かわいい少女を見送ることしかできなかった。
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　結局、今日も大きな収穫は得られなかった。

　学校周辺の、藤ふじ宮みやが立ち寄りそうな場所は片っ端から当たってみたが、まるで手がかりになるようなものは見つからなかった。

　藤宮を知る人物が居ても、やはり先週から姿を見ていないと言う。

　一人だけ水曜日に見たと言う男を見つけたが、変わった様子はなかったと証言した。

　そもそも何かに怯おびえていたとしても、それを人前で見せる奴やつでも藤ふじ宮みやはないだろう。

　オレたちは遅くなりすぎる前に、渚なぎさを家の近くまで送り、別れた。

　また、後日一緒に探す、と言う約束をした上で。

「結局何もなかったか」

　帰り道、オレはこの２日間を無駄にしたことに、少し悔しさを滲にじませた。

「この広い世界で、消えた人間を探すのは簡単ではない、と言うことだ」

　携帯を手にしながら、ルシオンは真面目まじめな顔つきで答えた。

「どこに連絡してんだよ」

「しっ。静かにしていろ」

　極めて落ち着いたその様子に、オレは背筋を伸ばした。

　天使の情報ネットワークみたいなものを、利用しようとしているのかも知れ……。

「もしもし。志保か？　私だ、ルシオンだ。今晩ディナーをご馳ち走そうしようと思うのだが？　うむ。そうだ、店の近くまで迎えにいこう。ははは、では、30分後に」

　通話を終え、ルシオンはしゅたっと手を挙げる。

「じゃあ、私はこれから情報収集に行ってくる」

「……クソ天使が」

　オレの中で変態天使からクソ天使に昇格したルシオンの背中を殺意の視線で見送る。

「ったく。帰るぞ」

　ずっと携帯に夢中のティーリ。何をそんなに触ることがあるのかと画面をのぞき込むと、何やらゲームと思われるアプリを落として、遊んでいた。

「おまえ、携帯に慣れるの早すぎ……」

　まぁいい。何で遊ぼうとルシオンの金なら、文句があるはずもない。

　帰ろうと歩き出すと、ティーリにぐいっと袖そでを引っ張られた。

　こちらを怖いくらい真まっ直すぐな瞳ひとみで見上げながら、ティーリは一言呟つぶやく。

「ケーキ」

「……そうだったな。約束は約束だから買ってやるが、後日もちゃんと手伝えよ？」

「次もケーキ買うなら、仕方なく協力してあげる。ほんと、面倒だけどね」

　ただ一緒に歩くだけなのに、随分と偉そうだが、背に腹は変えられない。

　渋々それを承諾し、街のケーキ屋に寄っていくことにした。

　携帯の件やケーキを買ってもらえることもあってか、この日のティーリは上機嫌だった。
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　オレはケーキ屋の前のベンチに座り、ティーリにケーキを買いにいかせる。

　オレは昔から、ケーキ屋独特の狭く甘い空気に耐えられない。

　それに、他ほかの客が何人かいるのも足がすくむ原因だ。

　オレのような奴やつが店内に入ってきたら、客も何も買わずに帰ってしまうだろうしな。

　深いため息をつきながら辺りを適当に観察する。

　すると───オレは人ごみの中に藤ふじ宮みやらしき人物の背中を見た気がした。

「おいっ？」

　思わずベンチから飛び上がり、その人物の背中を追う。

　しかし飛び出してすぐ、その背中を見失い、オレは藤宮が歩いていったと思われる辺りをうろうろと散策した。

　藤宮を探すこと、10分ほど。結局オレは藤宮を見つけることが出来ず、悔しい気持ちを抱えながら元のベンチに戻って来た。

「ティーリ？」

　てっきり買い物を終えているものと思ったが、ベンチには姿がない。

　まだ買い物中なのかと店内を覗のぞき込むが、ピンク色の髪を見つけることも出来ない。

「どういうことだ？」

　藤宮はともかく、ティーリは一際目立つ外見をしているから、すぐわかるはずだが。

「…………」

　一瞬目を離した隙すきに、何かあったのか？

　例えば、ケーキを食べたくて一目散に家に帰ったとか。いくらなんでもそんなことするわけが……いや、可能性としては十分あるか？

　携帯を取り出したオレは、新しく登録を終えていたティーリの番号を引っ張り出す。

　鳴り響くコール音。ティーリが出る気配はない。

　しかし、微かに携帯の電子音が聞こえる。

　偶然じゃなければ、この近くにいるってことか？

　きょろきょろと辺りを見渡すと、細い路地裏から聞こえてくるように見える。

　やがて不自然に途中でオレの通話は切られ、コール音も止やんだ。

　小走りで裏路地へと近づいていく。

「なぁなぁ、俺たちとちょっと付き合ってよ」

　軽い調子の男の声が聞こえてきた。

　思わず身を潜め、物陰から様子を窺うかがう。

「携帯返しなさいよ」

「返したら、誰だれか助け呼んだりするじゃん？　後でちゃんと返してあげるからさぁ」

「あたし、帰ってケーキ食べるから」

「冷たいこと言うなよぉ。な？」

　どうやら、状況を察するにティーリは男二人に声をかけられたようだ。

　なんだろう、この気持ちは。

　オレはその光景を隠れてみながら、落ち着かない衝動に駆られていた。

　まさか……あのティーリがナンパされているとは……！

　あいつもルシオンと同じで、黙ってれば整った容姿をしてるからなぁ……。

　普段の素行を知ってるオレとしては、何とも複雑なところだ。

「あんまり冷たくしてると、ちょっと乱暴になっちゃうぜ？」

　ティーリの細く白い腕を男が握りしめた。

　あーあ、絶対にティーリの奴やつ暴れるな。

　そんな風に思っていたが……。

「離して……」

　予想外にティーリの反応は大人しく、それどころか無抵抗だった。

　普通なら、死ね！　とか、カス！　とか言いながら蹴けりの一つでもお見舞いするか、最悪、悪魔の力のようなものを使って抵抗してもおかしくなさそうだが。

「離して、とか可愛かわいいじゃん可愛いじゃん。へへへ」

　大人しいティーリの様子に、男たちは調子に乗ったようだ。

　男二人でやや強引に引きずっていこうとしている。

　って、これはもはやナンパの域を逸脱し始めている。

　それにしても、なんでティーリの奴、反撃しないんだよ……。

　このまま隠れているわけにもいかず、オレはゆっくりと路地へと姿を見せた。

「おい。何してんだ、さっさと家に帰るぞ」

「あ、そーいちろー」

　オレが顔を覗のぞかせると、ティーリが振り返り、安あん堵どした表情を見せた。

「なんだテメェ。俺らが先に声かけたんだぜ？　邪魔すんなよ」

「先も後もあるかよ。そいつはオレの連れだ」

「古いって、そういう手。引っ込んでろ」

「ったく。海だろうが街だろうが、こういう連中とはどうしても縁があるんだよな」

　周囲にいる女連中が、無駄にレベルが高いせいか。

　頭をかきながら、男二人に近づいていく。

「さっさと消えろ」

　こういう連中の大半は、軽く威嚇すれば引いてくれるもんだと思っていたが、威嚇にも屈せず、男の一人は問答無用とばかりに、殴りかかって来た。

　オレは男の拳こぶしをかいくぐり、腹部をえぐるように一撃叩たたき込む。

「ぐっ!?」

「ちょ、そーいちろー？」

　殴ったのはオレの方だったが、その姿に慌てたのは男たちだけじゃない。ケーキを手に立ち尽くすティーリも、同じように慌てた姿を見せた。

　だが、今は目の前の連中を排除する方が先。

　オレはもう一人の男に向かい踏み込んだ。そして同じく腹部に拳こぶしを叩たたき込む。

「うっ！　な、なんだこいつ、めちゃくちゃつええぞ!?」

　オレに殴り飛ばされた男の一人が、尻しり餅もちをついたまま見上げてそう叫んだ。

「お……思い出した。こいつ、どこかで見た顔だと思ったら、鮫さめ島じま、鮫島聡そう一いち郎ろうだ！」

「鮫島って、あの高校生にしてヤクザにタイマン挑んで勝ったっていう、あの!?」

　どうやら、ここでもオレの噂うわさは勝手に独り歩きしているらしい。

　今までの人生でヤーさんに絡まれたこともなければ、ましてヤーさん相手に喧けん嘩かをしたことなんて一度もあるはずもないが。今はそういう噓うそが役に立つときか。

「お前らも血祭りにあげてやろうか？」

　わざとらしく凄すごんでみせると、男たちはひぃっ!?と悲鳴をあげた。

「お、俺たち、鮫島くんの女だって知らなくて、その……すんませんした！」

「女？　あ、いや、こいつは別にそんなんじゃない」

　そこだけはしっかりと否定しておかないと。後でどんな文句を言われるか。












「お、お金、お金で許してもらえないですかねっ？」

　震える手で財布を取り出す男の一人。

「いらねぇよ。さっさと消えてくれればそれでいい」

「つ、次に会ったとき殺したりしないっすかね!?」

「するかよ、そんなこと」

　オレは自分から喧けん嘩かを吹っ掛けるほど暇じゃない。売られれば別だが。

　それも、今は売り切れているから喧嘩には発展することはないだろう。

　今回は特殊なケースだ。

「そ、それじゃ、俺たちはこれで！　い、いくぞっ！」

　わたわたと地面を這はい立ち上がると、男たちは振り返ることもなく一目散に去った。

「やれやれ」

　呆あきれるようにため息をついていると、ティーリが神妙な顔でオレを見上げた。それは助かった安あん堵どとは違うようだ。

「さっきからなんだよ。オレになんかあんのか？」

「……ちょっと喧嘩しないんじゃなかったの？　悪魔になってもいいわけ？」

　思ってもいなかった言葉がティーリから飛び出した。

　まさかこいつ、そんなことを気にしていたのか？

「お前こそ、なんで反撃しなかったんだよ。大人しくついていくタイプなんかじゃないだろうに」

　だが、ティーリは立て続けに信じられない事を言う。

「あんたが言ったんでしょ。一般人とはもめ事を起こすなって。だから、それを守ってたって言うか、一応頑張ろうとしてあげてたのよ。内心は殺してやろうと思ってたけど」

「オレのいいつけを守るために、大人しくしてたのか……」

「そうじゃないと、また、ケーキ買ってもらえないかも知れないし」

　ぎゅっとケーキの箱を握りしめる。その辺は物欲に素直、とも取れるが、それでも自分を抑制しようとしていた姿勢に、感心する他ほかない。いつもの生意気な態度はそこになく、やや俯うつむき加減で、カツン、と小石を蹴けった。普段オレに文句を言われながら、ゆっくりとだが、確かに成長していこうとしていることが感じ取れる。

「あんたこそ、なんで喧嘩したのよ。昨日は一方的にやられてた癖に」

「あれはオレに非があったからだ。オレが原因のトラブルで喧嘩したら、ただの悪だ」

「じゃあ、今のは違うっていうの？」

　その問いに、オレはすぐに深く頷うなずいてみせた。

「違うな。オレは今のが悪いことだとは思ってない」

「なんでよ」

「……教える必要はないな」

「なにそれ」

　それを言うと、ティーリを褒めることにもなるので、オレは答えなかった。

　暴言や暴力、そういった行為を極力控えるようにしろ。そう言ったオレのいいつけを守ろうとしたこいつを助ける行為が、悪なわけがない。

　ティーリを救うために振るう拳こぶしが、もしも悪だというなら、オレはその悪を受け入れざるを得ないだろう。そういう類たぐいの喧けん嘩かだと解釈している。

「……ふぅん……」

　納得はいってないようだったが、ティーリはそれ以上聞いてくることはなく歩き出した。

「保冷剤、１時間しか持たないから。帰るわよ」

「そうだな」

　オレたちは、二人暗い路地を後に、家へと帰ることにした。





○未熟な果実







　渚なぎさと出会ってから、週明け。また月曜日がやってきた。

　オレはいつものように誰だれとも会話することなく学校へと向かい、喧けん噪そうな教室へとやって来た。

「お、おはよう鮫さめ島じまくん」

　すでに教室に来ていた荒あら崎さきに声をかけられ、少し驚いた。

　最近は荒崎の方が余よ所そ余よ所そしくなっていたので、話しかけられると思っていなかったからだ。

「おう……」

　短く答え、荒崎の後ろの席、自分の椅い子すに腰を下ろす。

　こんな時席が近いと、逃げることも出来ないから面倒だよな。

「……あの、あのね？」

　それぞれの手の人差し指をもじもじさせながら、荒崎はオレの様子を窺うかがう仕草を見せる。

「週末は何を、してたの？」

「何って。別に、適当に過ごしてただけだ」

「そうなんだ……へぇ……」

　自分から聞いてきた割に、こちらの問いに対し淡泊と言うか、気のない返事をする荒あら崎さき。

　オレの答えに納得がいかないのか、単純に信じていないのか。

「何かあるなら言えよ」

「な、なにかある、ってわけじゃないの。ごめん、ちょっと私変かも」

「前々から、変なところはあるけどな」

　そもそも、オレなんかと話をする女子生徒って時点で、相当な変わり者だ。

　天使や悪魔を除けば、どこを見渡してもそんな女は存在しない。

　現に今も教室では何人かの男女が、オレたちが会話をしていることに聞き耳を立てているのがわかる。ただ、それを荒崎は嫌だとは感じていない様子だ。

「外に出たり、とか。しなかった？」

「外？　まぁ、そりゃ買い物とかには行くだろ」

「ふ、ふぅん……そうなんだ」

　どこか落ち着かない様子で、自分の荷物を整理する荒崎。

「なんかあったのか？」

　肩が一度跳ね、教科書を握る荒崎の手が止まる。

「何かって……その、週末、ショックなものを見たというか、もしかしたらあれは夢か幻か、あるいは単純に疲れてるからなのかなぁって感じたりとか。とにかく現実逃避したい気分になったっていうか、やっぱりあれは本人だったのかなぁとか、女の子は一体誰だれだったのかなぁとか、そういう、ほら、ね……？」

　荒崎はぶつぶつと小声で何かを呟つぶやいているが、半分以上は小さすぎて聞き取ることが出来なかった。

「ひ、ひとつ聞いてもいい？」

「なんだよ」

「鮫さめ島じまくんは、未熟な果実と、食べごろの果実と、どっちが好きっ？」

「……は？」

　荒崎が何を言いたいのか理解できず、思わず首を傾かしげた。

　これがルシオンなら、まぁ間違いなく下世話な会話にしか聞こえないが、荒崎がそんなことを言うとは思えない。とするなら、普通に果物の話と受け取るべきだろう。

「未熟な果実は食べづらいだろ」

「じゃ、じゃあ食べたりはしない？」

「どうかな。ま、状況によりけりだな。必要なら食べる」

「が───ん！」

　荒崎とは思えない大げさなリアクションで、頭を抱え込む。

「未熟な果実でも、美お味いしく食べる方法もあるし。別に不思議じゃないだろ」

「お、美味しく食べたりするの……？」

「美味しく食べれるなら、そうするだろ」

　事実、未熟な果実を使って美味しい料理を研究する人間だっている。

「そ……そっか……うっ……」

　何な故ぜか、目の端に涙を溜ためていて、荒あら崎さきはそれに気づき慌てて指先でふき取った。

　……なんでこいつは泣き始めたんだ？

　そんな荒崎の乱心とも取れる状態に、クラスメイトは驚きと好奇の視線を送って来た。

　さっぱり分からない、この状況が。

　クラスメイトが、恐喝だの暴力だのと騒ぎ出したにも拘かかわらず、荒崎はそれに気付いた様子もなく、頑張って笑顔を作った。

「ありがとう。でも、私は軽けい蔑べつなんてしないから。ただ、その、少し時間が欲しいの」

「え？　あ、ああ。……いや、どういう意味だ？」

　聞き返したが、すでに荒崎の耳には届いていないのか、背中を向けてしまった。

　再び小声でぶつぶつ言っていたが、これ以上の詮せん索さくは難しいだろう。

　これ以上周囲の注目を集めたら、今より大変な事態になる。





○色んな意味での異常事態







　学校から帰宅すると、怪け訝げんそうな表情をしながら、ルシオンがリビングのソファーで唸うなり声をあげていた。今現在リビングが生活の場となっているオレはそれを無視することも出来ず、仕方なく声をかけることにした。

「何を唸ってんだ。うるせぇぞ」

「貴様に説明したところで、理解出来るセンスは持ち合わせていない」

　どうやら本を読んでいたらしく、その本をわざとらしく広げこちらに向けてくる。

　それは興味のないオレですら名前を聞いたことがある、ファッション雑誌だった。

　イケメンたちが、思い思いのポージングを取り衣服を着こなしている。凡人が着れば笑われそうなセンスの服も、彼らが着ると妙に様になっている。

　さすがに雑誌に載る人間はそこらとはレベルが違うな。

　って、こいつはまた、幅広いジャンルに手を出すというか、オタクじゃなかったのか。

「私も人間界を訪ねる機会が増えているからな。流行に後れないようにせねば」

「流行ねえ。つか、どこまで人間に溶け込むつもりだよ、仕事しろ仕事」

「人間界に溶け込み正体を悟られないよう全力を尽くすのも、私の仕事なのだ」

　わざわざ自慢することでもないのに、ルシオンは堂々と話す。

「私やエリーゼ、リズは恵まれた理想的なスタイル、容姿をしているからな。それにこの髪も人目を引いてしまう。ファッションに気を遣うのは当然のことだ。まぁ、聡そう一いち郎ろうのように恐ろしい髪の色や、人を殺しかねない目つきも、別の意味で人目を引くがな」

「ほっとけ」

　この髪も、目つきも天然のものだ。誰だれも好き好んでやってない。

　注目を浴びないで済むのなら、それに越したことはない。

　ルシオンたちは目立つからこそ見られても恥ずかしくない格好をする、その考えも一つの答えだと思うが、オレはその逆だ。

　目立つからこそ、少しでもそれを抑えるように地味な格好をしていたい。

　だから、ファッションなんかには少しも興味を持たないでいる。

「ふん。どうせ目立ちたくないからファッションになど興味ないのだろうが、その髪の色では目立って仕方ないだろう。いっそのこと黒に染めてみたらどうだ？　少しは落ち着くかも知れんぞ」

　オレの赤い髪をわざとらしく指さして言う。

「人の外見に口出しすんな」

　ルシオンの意見には、肯定も否定もせず無視することにした。答えるまでもないことだ。

　だが、ルシオンはそこが引っかかったのか、雑誌から目を離しオレを見た。

　そして失笑するように鼻を鳴らす。

「目立つ赤い髪なら、いつか母親が気づいてくれる。そして、大きくなったね、と優しく声をかけてくれるんじゃないか。そんな幻想を抱いているわけじゃないだろうな？」

「んなわけないだろ」

　こっちを見ることもなく、ファッション誌を眺めながら一言付け加えた。

「ならばよいがな。貴様は捨てられるべくして捨てられた、その現実を直視しろ」

　ページをめくる音がやけに部屋に響く。

　事実オレは何も感じていなかった。

　と言うよりも、母親がどんな存在だったのかも、もはや思い出せない。

　大切だったのか、そうじゃなかったのか。

　どんな顔をしていて、どんな性格だったのか。そんなこと、もう覚えちゃいない。

「…………」

「どうした。何をぼけっとしている」

「いや……何でもない」

　オレは、そんなに母親に対して、冷めた感情を持っていただろうか？

　ふと、そう思った。

　本当は、いつも母親がいつか帰って来るんじゃないかと、期待していなかったか？

　だから今も、この髪をそのままにして待っているんじゃなかったのか？

「……たまたま、だな」

　心に引っ掛かるものはない。

　オレはもう、過去を吹っ切っているってことだ。

　母親との思い出ひとつすら、記憶には残っていない、それだけのことだろう。

　それにしても、どうもこいつの見通すかのような発言が引っかかる。

「まるで家の事情を知ってるかのような口ぶりだな」

「私はある種、貴様自身より、貴様のことを把握しているぞ」

「それも天使の仕事か？」

「そうだ。相手のことを調べつくし、そのうえで最善の一手を選択する」

「……ますます天使が嫌いになれそうだ」

　悪びれた様子もなく言うが、大天使ミカエルの監視と言う行為、それは見る者が見れば悪魔の行動とも取れるものに思えた。

　ソファーはルシオンに占拠されているので、仕方なく食卓の椅い子すでくつろいでいると、家のチャイムが鳴った。そして、元気な声が聞こえてくる。

「こんにちはーっ」

「この声は渚なぎさのようだな」

　すっと立ち上がると、ルシオンはリビングの扉を開けっ放しにしたまま、玄関へと向かった。必然、廊下の先から声が聞こえてくる。

「今日はどうしたのだ？　私の顔を見に来たのか？」

「違いますっ。遊びにきちゃいましたっ」

「ははは。テレる必要はないが、遠慮せず上がるのだ。汚い家だがな。汚い家だが」

「そんなことないと思います、手入れとか、すごく行き届いています」

「これは私の妹たちがやったことだ。本当なら汚い家で、不潔極まりない場所だ」

　オレに一つ言えるのは、ルシオンが人の家を散々バカにしているということだ。

　リビングに渚を通すと、ルシオンは自らの隣に座るよういい、ソファーへと座らせた。

「いきなり襲い掛かるなよ？」

「抜かすな。あと３年は我慢できる」

「……安心出来るんだか出来ないんだか、難しい発言だな」

「しかし、素晴らしいぞ渚」

「何がですか？」

「その制服だ。それは渚の通う学校のものだな？」

「はい、そうですっ。可愛かわいいですか？」

「無論渚なぎさの可愛かわいさがあってのものだが、実に良い」

　邪魔するつもりはなかったが、発言があまりにも危険なため、オレは耳を強く引っ張る。

「いたっ、いたい、何をするかっ！　私の崇高な耳に対して！」

「いいか？　渚は中学生だ、わかってるな？」

「中学生にも、穴はあるのだぞいたたた！　痛い、痛い！　冗談ではないかっ！」

　引きちぎる勢いでソファーから引きずり下ろす。

「穴ってなんですか？」

「ふふ、それは渚のたいせいたたたた！　ち、ちぎれる！　私の耳がちぎれる！」

「これ以上舐なめた発言を続けるなら、マジで引きちぎるぞ」

「くぅっ！　私にとっては息を吐くような何気ない発言だと言うのに」

「それより渚、遊びに来たって、どういうことだ」

　もちろんそのままの意味だとは思うが、オレが聞きたいのは、誰だれと、と言う部分だ。

　まさかオレと言うことはないだろうし、もちろんルシオンと言うこともないはずだ。

「エリーゼさんや、ティーリさん、リズさんに会いたいなと思いまして。天使さんや悪魔さんとお話しできる機会なんて、人生でそうあることではありませんし。天国とかのお話もいっぱい聞きたいなーって」

　それは間違いないが、こう簡単に会いに来られても対応に困る。

「いつでも遊びに来るといい。しかし、天使のことなら、エリーゼより私に聞くが良い。天使の表事情から裏事情まですべて包み隠さず教えてやろう」

「おまえはちょっとは隠せよ」
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　それからしばらくして、渚が遊びに来たことを知ったエリーゼとリズが、渚の相手を始めていた。ティーリは特に関心を示すことなく、ジュースを取りに降りてきたものの、すぐに二階の部屋に戻っていった。

「あのっ。ティーリさんともお話ししたいんですがっ、だめですか？」

「えっと……だめではありませんけど」

　少し困った顔をするエリーゼ。

「やめた方がいい。悪魔に近づいてもろくなことがない」

「でも、お話聞きたいです。ティーリさんはどこですか？」

「ティーリならば、二階の自室でくつろいでいるだろう」

「あいつの自室じゃない。オレの部屋だ」

「私が連れていってやろう。さぁ、参るとしようか」

「いいんですか？　やったっ」

　渚なぎさは嬉うれしそうに笑い、ルシオンの手を引いた。

「全く、仕方のない奴やつだ」

　ニギニギ。渚の手を必要以上に握り返し、ルシオンはちょっと気持ち悪い笑みを見せた。

　このまま二人だけにしてしまうと、渚の身が危険だ。

「オレもついていこう」

「……男はいらん」

「いいじゃないですか。聡そう一いち郎ろうくんが居た方が、賑にぎやかになりますし」

　渚はオレの発言を好意的に受け止めてくれる。

「賑やか？　盛り下がるの間違いだと思うが。だが、渚がそれで良いなら構わん」

　三人で二階の、ティーリの部屋、違う、オレの部屋へと向かう。

　部屋の扉はしっかりと閉められていて、僅わずかな隙すき間まから冷たい風が漏れている。

　渚がトントンとノックするも、中からの反応はない。

「寝ちゃってるんでしょうか？」

「どうだろうな。気にせず入るぞ」

　オレがドアノブに手をかけると、渚はいいんですか？　と首を傾かしげた。

「ここはオレの部屋だからな。何一つ問題ない」

　がちゃりと扉を開くと、恐ろしいほどの冷気が肌を襲う。思わず渚がぶるっと震えた。

　部屋に寄生している家主は、ベッドの上でヘッドフォンを耳に装着し、うつ伏せになって漫画を読んでいた。ヘッドフォンから漏れている音楽の音量から、相当な大ボリュームで音楽を聴いていると思われる。

　時折足をパタパタとさせて、実にご満悦のようだ。

「おいティー……」

　話しかけようとしたところで、ルシオンに制止させられた。

　真剣な眼まな差ざしで、ジッと、何かを見つめているルシオン。何かあったのか？

　そう思いルシオンの視線を追うと、そこはティーリの太もも付近。

　どうやら、足をパタパタさせるたび、スカートが際どいラインを表現する。

　下手すると下着が見える。って、どうやらルシオンはそれが狙ねらいだったらしい。

　オレは呆あきれたようにため息をつき、ティーリのヘッドフォンを外した。

「……なによあんたたち。あたしの憩いの時間を邪魔しないでくれる？」

「何が憩いの時間だ。ちょっとはエリーゼやリズのように人間界のモラルやルールを学んだらどうだ？　家事もろくにできないだろ」

「あたしはまず、人間と見分けがつかなくなるように、日々人間らしい行動を身に付けようとしてるわけ。これがあたしなりの仕事よ」

　ルシオンみたいな言い訳をしやがる。

　ティーリはヘッドフォンを奪い返そうと手を伸ばす。

「確かにそうだな。うむ、何も間違ってはいないぞ」

　オレはそれを阻止し、音源の元であるラジカセを切った。

「渚なぎさがおまえと交流を深めたいそうだ。それも人間界に溶け込むための仕事だ」

「はあ？　……面倒臭……」

　のそっと身体からだを起こす。この様子じゃ、渚とティーリは合わなさそうだな。

　オレは渚が諦あきらめて部屋を後にするまで座って待つことにしよう。座る場所を探す。

　しかし、足場は漫画や食べカスが散乱していて、座るスペースがない。

「おまえな、どうやったらこの短期間でこれだけ散らかせるんだ？　普通不可能だろ」

「ここにある事象がすべてよ。不可能じゃないから散らかってるの、わかる？」

「偉そうに言うな。足の踏み場もないだろ、部屋に」

　ぺしっと頭を叩たたくと、ティーリは不満そうに頰ほおを膨らませた。

「これでも努力してるのよ。足場だってあるでしょ？　あそことか、そことか」

　ピンポイントで、そこだけ物がよけるようにしてあけられた空間がある。

「足の踏み場くらいあるってこと。おっけー？」

「オッケーじゃねえよ……」

　ゴミ袋をリビングから持ってきたオレは、まず渚が座れるスペースを確保し、座らせる。

「おい、私の座るところも作れ」

「自分でやれ」

「……人に優しくありなさいと教わらなかったのか？　育ちの悪い男だ」

　そんな皮肉を言い、ルシオンは苦々しい顔をしながら座る場所を作った。

　オレはそれを確認した後、部屋の片づけを開始する。すぐ渚も音を上げるだろう。

　そう思っていたが……それから20分ほどしたころ。

「あんた、中々面白いわね」

　ティーリが笑いながら、そう言ったのを耳にして顔を上げた。

「ティーリさんも、すごく素敵な人ですねっ」

　オレの予想を裏切り、二人は上う手まく打ち解け始めていた。

「渚、あんたの着てるそれって、学校の制服？」

「はい。そうですが、それがどうかしましたか？」

「あたしが人間界に来て学んだことは数多くあるけど───」

「噓うそつけ。学べてないことのオンパレードだろうが」

　何か語ろうとしたティーリに口を挟むと、強烈に睨にらまれた後、腕を蹴けられた。

「人間界には、オシャレ、って概念があること」

　不敵にそういい、腕を組んだ。

　なんかティーリとルシオンは、意外と共通点が多い気がする。

「悪魔さん、地獄にはオシャレはないんですか？」

「ほら、あたしみたいに天然に可愛かわいい悪魔はともかく、服装とかにはこだわらないわね」

　言われてみれば、ティーリと出会った直後は地獄から来たばかりだったから、酷ひどく薄汚れた格好をしていた。一応家に残してはあるが、もう使うことはないだろう。

「特にこの制服って、すごく可愛いじゃない？　女の子は制服の可愛さで学校を選ぶって話もあるくらいだし」

「そんなことあるのか？　たかだか制服で進路を決めるなんて」

　オレには想像もつかない話だったが、渚なぎさには理解できるのか深々と頷うなずく。

「だからだめなのだ貴様は。女の子の多くは制服も自分の進学先を決める基準の一つに含めている」

　ティーリも渚も、うんうんと納得の表情を見せる。

「渚の学校は、県内でもかなり人気の制服だ。ティーリが惹ひかれるのも無理はない」

「何が人気の制服だ。どこの誰だれが決めてんだよ、そんなこと」

「無論、制服愛好委員会によってだ！　そもそも、貴様は何な故ぜ男女が制服に惹かれるのかわかっているのか？　学校とは神聖な場所、すなわち穢けがれを知らぬ場所、その穢れを知らぬ場所に通う学生たちは、いわば穢れを知らぬ存在。男と言う生き物は、悲しいかなその穢れを知らぬ存在を穢したい、本能でそう考えてしまう傾向にある。すなわち、制服の魅力とは───!?!?!?!?」

　くわっと目を見開き、くだらないことで力説を始めたため、眼球を突いておく。

　声にならない悲鳴をあげ、ルシオンはその場で転げまわった。

「転げまわれるくらいには、部屋が片付いたってことだな」

「この変態天使の行き過ぎはともかく、制服が男女共に人気だってことは、把握してるわ」

「その通りですっ。ティーリさんは詳しいです！」

「ふふんっ。あたしほどの学習能力になればなんてことないわね」

　さすがに四六時中ネットにかじり付いてるだけあって、余計なことに詳しい。

「じゃあ、制服は一度も着たことがないんですね」

「そういうこと。だからちょっと気になるのよね」

　じっと制服を見つめるティーリ。

　渚は中学生だが、ティーリと体格はほぼ一緒で、袖そでを通せば無理なく着られそうだ。

「ちょっと着てみますか？　なんだか、制服を着てみたそうなので」

「やめとけ。おまえの制服が台無しにされるぞ」

「大丈夫ですよ、ティーリさんなら」

　その根拠がどこから来るものなのか、教えてもらいたいぜ。

「第一、ここで着替えるつもりか？　その間どうするつもりだ」

「んー。下着による出血大サービス？」

　そう渚なぎさが冗談めかして言った瞬間、ルシオンが起き上がろうとしたので、首筋に手刀を叩たたき落とした。

「あはは、さすがに無理ですね。ティーリさんの制服姿見たかったです」

　少し残念そうな表情を見せるティーリ。

「なんだ、着たかったのか？　制服」

「別に？　ただどうしてもって頼まれたら、仕方なく着てあげなくもない感じ？」

　どうやら、心底着たかったようだ。

「それならそう言えば良いのだ」

　むくっと生き返るルシオン。ほんと、こいつ丈夫だよな。

「少し待っているがいい」

　勢いよく立ち上がると、部屋を後にする。そして１分ほどで戻って来た。手には紙袋。

「これを着るが良い」

　すっとティーリに差し出す。それを受けとると、不思議そうに中を覗のぞき込んだ。

「なにこれ。あ、制服……それも渚と同じ」

「こんなこともあろうかと、私が事前に用意しておいたのだっ！」

「おぉー。……ルシオンくんは、強烈なまでの変態さんですか？」

「私は断じて変態などではない！」

　どこからどうみても変態だった。

「おまえ、世の中にはやっていいことと悪いことがあるんだぞ？」

　諭すように肩を叩き、憐あわれみの声をかけると、その手を振りほどかれた。

「何を勘違いしておるか！　これは、渚を思ってこその、私の仕事だ！」

「……やはり中学生にも手を出すクズだったか」

「変態ですね、ルシオンくんっ」

「違うと言っているだろう！　これは、万が一の保険だ！」

　何やら言い訳を始めたが、とりあえず言い訳の前に一発殴っておくべきか？

「渚は今、悪魔に狙ねらわれる可能性がある。そして、それは聡そう一いち郎ろう、貴様のように学校で襲われる、と言うことも十分に考えられる、と言うことだ」

　ルシオンにしてはまともなことを言っているが、それと制服を所持していることとは関係がない。

「いいやある。こうして私が予あらかじめ制服を用意しておくことで、必要に応じて学生に成りすました護衛や調査員を派遣することも出来る、そういうことだ」

「つまり……神楽坂かぐらざか、に近い存在ってことか？」

「わかりやすく言えばそれに近い。私は渚なぎさの学校だけではなく、貴様の通う学園の制服も、サイズごとに押さえてあるっ！」

　言ってることはいたってまともだが、こいつが説明すると胡う散さん臭くさいな。

「まだ疑っているのか？　疑ってばかりの人生など、実に悲しいことだ。ともかくティーリよ、渚の学校の制服が着たければ、これに袖そでを通すが良い」

「……なんか、汚そう……」

　怪しげな目で、取り出した制服を見る。

「愚かな。まだ未使用の新品だ」

「いいのかよ、新品の制服なんかこいつに着せて」

「バカめ。女子の制服と言うのは、可愛かわいい女子が着ることによって、付加価値が生まれる。そう、本来は中古で値落ちするところが、グンと跳ね上がるのだ」

　ルシオンの行動はどうやら、善意からではなくやはり下心からのようだった。

　が、それはティーリにとってはそれほど関係のないことかも知れない。

　しばらく悩んだ末、制服を着てみることにしたようだ。

「ティーリが着終わったら、オレが責任をもって洗濯しておこう」

「ぐっ。貴様、余計なことを───」

「だから安心して着ろ。オレは部屋を出てる」

「私はここに残……らず、大人しく聡そう一いち郎ろうと外で待つことにしよう」

　当たり前だ。万が一の事故も起こさぬよう、ルシオンの腕を引き部屋の外へ。

　一階の廊下まで念のために降りてきたオレにルシオンが、話しかけてきた。

「随分と、あの小悪魔に対して優しくなったではないか」

「まだまだ分かってないところも多いが、人間らしくはなってきたからな。多少遊び心みたいなもんがあったっていいだろ。特に、誰だれかとのコミュニケーションは必要だ」

「まるで、ずっと一緒に暮らすかのような発言だ」

「必要ならそうするさ」

「貴様が何を考えようと自由だが、ティーリを地獄に帰す手段が見つかれば、我々は全力をもってその手段を遂行する。たとえ本人が拒絶し、貴様が抵抗しようともだ」

「地獄に戻って、いいことが待ってるってのか？　あいつ自身に」

「そんなことは、我々には関係がないし、貴様が気にすることでもない。いいか？　渚に飲ませる記憶を消去する薬は、いずれ貴様も飲むことになる。天使や悪魔の存在を認識した者を、われわれ天使が放置しておくわけがないからだ」

「お待たせしましたーっ」

　二階から、渚なぎさの元気な声が届く。

「よし、行くぞ聡そう一いち郎ろう」

　勇むルシオンは、気が付いたら手に携帯を握りしめていた。

「それでどうするつもりだ？」

「無論私のコレクションに加えるのだ。悪魔とは犬猿の仲だが、可愛かわいいは正義だからな」

　撮影を試みるのはこいつの自由だが、まあ、恐らくうまくはいかないだろうな。

　部屋に戻ると、ベッドの上にティーリは立っていた。渚の学校の制服を着て。

「どうよ？」

　ふふん、と鼻を鳴らしてくるりと回転する。ひらりとスカートが舞い、際どいラインを生み出す。ルシオンはその絶景を撮影すべく、素早く携帯を取り出した。

「とぅっ！」

　その変態行為を即座に見抜いたティーリは、鮮やかな蹴けりで携帯を飛ばした。

　携帯は壁に衝突し、ピシっ、と言う音と共に床に転がった。

「ぬあっ！　私の携帯が!?」

「女の子を無断で撮影する行為は、罰せられて当然だと思いますっ」

「どうよ聡一郎」

　スカートをひらりとさせ、ティーリは誇らしげな笑みを浮かべる。












　どうよと言われても、その感想を素直に言うのは躊躇ためらわれた。何な故ぜなら、その制服姿が似合っていて、いつもよりも可愛かわいく見えてしまったからだ。

「すごく似合ってますよね、ティーリさん。見とれちゃいますか？」

「まぁ似合ってはいるよな。中学生みたいだしな」

　皮肉を言ったつもりだったが、ティーリはそれを若い、と受け取ったようだった。

　嬉うれしそうに笑顔を見せ、もう一度くるっと回った。

「ティーリさんって悪魔さんですけど、一体おいくつなんですか？」

「確かに……おまえ、歳いくつだ？」

　外見は中学生から高校生って感じだが、具体的な年齢はオレも知らない。

「あたし？　年齢なんて気にしたことないけど……16年くらい？　生きてるわね」

「と言うことは、高校生ですねっ」

　オレの一つ下、ってことか？　場合によっては同い年ってこともあるが。

　ティーリのアバウトな感じからすると、年齢がはっきりとすることはなさそうだ。

「若く見えるって素敵だと思いますっ」

「女にとって、そこは最も大切な生命線だから」

　ふふんと鼻をならしながらティーリは言うが、たかだか16年ほど生きてきただけで、女の何を語ってやがるのか。

「ふふふ……16歳か。実に素晴らしい」

　ひび割れた携帯を握りしめ泣きながらも、ルシオンは笑っていた。

　こちらはこちらでまさに変態の鑑かがみと言える。

「ちょっとこれで出かけてくる」

　ぴょん、と床に飛び降りると、ティーリは階段を下りて行った。渚なぎさもすぐその後を追っていく。それから僅わずかな時間の後、ティーリが階段を駆け上がって来た。

「なんだよ、出かけるんじゃなかったのか？」

「ちょっとね……」

　それだけ言い、バタッとベッドに倒れ込んだ。

「玄関の扉を開けて、すぐ引き返されましたっ」

　渚の証言を得る。どうやら暑さを感じて引き返してきたらしい。

　ティーリらしいと言うか、何と言うか。

　結局すぐ制服にも飽きたのか、ティーリは元の私服へと戻った。
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　翌日の夜のこと。我が家にとって、厳密にはオレにとってだが、悲しい出来事が起きてしまった。

　リビングで全員一緒に食事を取っていると、ブチっ、とも、ブツっ、とも取れる音が聞こえ、稼働させていたエアコンの電源が落ちた。

　当然、残暑の残るこの時期、エアコンの冷風なしに生活するのは、現代を生きる若者たちにとって過酷なことだ。電源が落ちた当初は、何かしら運悪く電源が落ちたのだと思い、再度電源ボタンを押したのだが、ウンともスンとも答えない。

「ちょっと、暑いんだけど？」

　最初に文句を言ったのは、言うまでもなく暑さが苦手なティーリだ。

　リビングの温度設定が23度なので、そこから１度でも上昇すると文句を言う。エアコンの電源が切れたとなれば、不満が漏れだすのも必然だ。

　だが、何度電源ボタンを押してみても、エアコンが起動しないのだから仕方ない。

　オレはやや慌ててリモコンを手に取りエアコンの傍そばまで歩み寄ってみるが、反応しているようには見えない。

「電池切れじゃないの？」

「いや、どうやら違うみたいだな……」

　リモコンを押すたび、温度表示や風量を示すメーターが付いたり消えたりしている。

　指示は送っているが、本体そのものが受け取れていないってところか。

「マジかよ……」

　先ほどまで絶妙な温度に保たれていた室内は、瞬く間に暑くなっていく。

　あと10分もすれば、じわりと汗でもかきはじめそうだ。

　リビングで食事を取っていた一行が、エアコンが壊れたことを察知したのか、ティーリは慌てて食べかけの食事のピッチを上げ始めた。

「あたし、暑いの嫌いだし？　さっさと部屋に戻ろっと」

　ティーリは暑くなりきる前に、二階の自室に戻る算段のようだ。

「お姉さま、先に部屋に戻って、エアコンをつけておきますね」

　リズは、食事が終わった後涼めるように、同じく寝室のエアコンを起動させに向かった。

「……マジかよ」

　リビングで寝起きするオレにとって、ここのエアコンが壊れるとどうにもならない。

　まさかエリーゼの部屋で眠らせろ、なんて頼み込むことも出来ないし。

「聡そう一いち郎ろうさん。扇風機はないのですか？」

　オレが困っているのを理解したエリーゼが、パタパタと近づいてきた。

「あるにはあるが、そっちも壊れてる。もう使うこともないと思って修理してなかった」

「そうですか……。となると、少し困りましたね」

「まぁ、一晩くらいなら何とかなるだろ。網戸にして夜風でも───」

　強がったオレは、自然の冷風を取り入れるべく、ガラッと窓を開けてみた。

　むわ～っ。

　信じがたいほどの蒸し暑い温度が、部屋に侵入を始めたので、慌てて窓を閉める。

「……マジかよ……」

「貴様、何度マジかよ、と言うつもりだ。どこのイケメン気取りだ」

　ルシオンがオレに背中を向けながら話しかけてきた。

「うるせぇ。つか、お前いつまで家にいるつもりだ」

　ルシオンは食事を取りながら、くるりとこちらを振り返った。

「ホテルの食事ばかりだと、どうもな。たまにはエリーゼ、リズの手作りが食べたくなる。それが兄と言うものだ」

　どうやら、ルシオンは優雅にホテル生活をしているらしい。

「よし今日だけ特別に泊まっていけ。この蒸し暑い夜をお前にも提供してやる」

「ふんっ。私は小悪魔のように多少の暑さ如ごときで音を上げる男ではないっ。暑い暑いと思うから暑いのだ」

　立ち上がり、オレの隣まで歩いてくると、堂々たる態度で窓を開け放った。

　むわわっ。ぴしゃっ。窓を開けたと思ったら、１秒もしないうちに窓を閉めた。

「……さて、私はそろそろホテルに戻るとしよう」

「多少の暑さじゃ、音を上げないんじゃないのか？」

「男と同じ空気を吸う、と言うことに耐えられないのだ。では、さらば！」

　どうやら食事は終わったらしい。リビングから逃げ出すように、去っていくルシオン。

「くそ……」

「どうしましょう……？　私たちの部屋のエアコンと共有してみましょうか？」

「それは無駄だと思う。寝室のは６帖じようくらいの範囲しか効果がない安いエアコンだ。廊下経由じゃ、とてもリビングまでは冷風で満たせないだろう」

　エアコンが作動しない以上、どうにもならないなら、諦あきらめるしかない。

　明日の朝業者に電話して原因を特定してもらうしかないだろうな。

　それから１時間ほどして、部屋の中は蒸むし風ぶ呂ろ状態へと移行していた。

　既にリビングには誰だれの姿もなく、オレはソファーでじーっとその暑さに耐えていた。

「暑い、暑すぎる……」

　締め切っているが故に、熱が籠こもり動かないでいても汗をかきはじめる。

「お風呂の準備が出来ました」

　目を閉じて暑さと格闘を続けていると、真上からエリーゼの柔らかい声が届いた。

「風呂って、今はおまえらの時間だろ」

　学校や外出先からの帰宅時、先に入りたいと伝えたり、エリーゼから先にどうぞと言ってもらうことはあるが、風ふ呂ろに入る時間は、今家ではきっちりと決められている。誰だれかと同居するってことが分かっていなかったこともあり、オレは一度エリーゼの裸を事故で見てしまっている。それ以降、その辺りに関して、しっかりとしたルール作りを行った。

　今日はまさにそれに沿っているはず。

「リビングは暑いですし、まずは汗を流された方が良いかと思いまして」

「いいのか？」

「はい、もちろんです」

　エリーゼの何気ない優しさに胸を打たれつつ、お言葉に甘えることにした。

　正直、ちょっとさっぱりさせてもらいたいと思っていたからだ。

　脱衣所に入るなり、素早く全裸になって風呂場へ。中に入ると一番風呂のお湯が張られていて、熱そうではあるものの、実に気持ちよさそうだ。

　風呂に飛び込みたい衝動を抑えつつ、丁寧に体を洗う。ちょっとでも風呂の入り方を雑にするとティーリの奴やつが怒鳴り込んできて、文句をまき散らすからな。

　世間の父親が一番風呂に入ると、娘が怒るあの図式に似ている。

　きちんと体を洗ってから、ゆっくりと湯船へつま先から入浴し……。

「あー……生き返る……」

　些さ細さいながらも、風呂好きの日本人としてそのありがたみを感じるのだった。

　このまま、お風呂の中で一晩過ごしたいくらいだ。

　ここなら汗をかいてもそのままお湯で流せるし、変に耐えなくてもいい。

　ふと、波打つお湯の音以外聞こえなかった風呂場に、ブーッ……と、小さな重低音が耳に届いて来た。

「なんだ……？」

　小さなモーターが稼働しているような、そんな音。

　だが、風呂場にはそんなものはないし、今まで聞こえてきたことはない。

　脱衣所で誰かが何かをしているとも思ったが、明らかに風呂場の中から聞こえている。

　辺りを見渡し、天井まで見てみるが、そんなものはない。

　なら、この重低音はどこから聞こえている？

「っ……!?」

　何の前触れもなく、コメカミ付近を硬いもので殴られたような鈍痛が走った。

　痛い、と口にする前に、突如として左目の視界が暗転し、チカチカと風呂場の世界が白と黒を繰り返す。ぐるぐると風呂場の中が稼働中の洗濯機のように回りだす。

　思わず左手で目を押さえその暗転を防ごうとしたが、目を閉じたり手で視界を遮っても、脳が揺さぶられているからなのか、気持ちの悪い暗転が止まらない。

　ついに左目も失明するのか、とそう思ったが、暫しばらくジッとしていると眩暈めまいのような症状はかき消されるように消えていった。

「はぁ、はぁ……なんだったんだ、今のは……」

　吐き気を感じるような、だけど、吐けそうにもない。

　どこか体がだるく、今湯に浸つかっているという感覚も、感じられなくなっていた。

　言葉として表しづらい状態。

　何かがおかしい。

　だが、それがどんな異常なのか、まだ理解できていない。

　風ふ呂ろ場ばは静まり返っていて、激しく波打つお湯の音すら聞こえなくなっている。

「すみません聡そう一いち郎ろうさん。ティーリさんがジュースをひっくり返してしまいまして。タオルを取るために、脱衣所に入ってもよろしいでしょうか？」

　手や足は動くし、肉体の感覚もある。

「特に問題はない……」

　よな？　と、自分に言い聞かせるように、念入りにあちこち確認する。

「そうですか。ありがとうございます、では失礼しますね」

　たまたま、お湯でのぼせてしまった、ってことか？

　今日は特に長風呂しているし、暑さのせいで眩暈めまいを起こしたのは十分に考えられる話だ。

　そう、本来であれば、多分それで自己解決させていたと思う。

「まさか……」

　くそ───なんてこった。

　オレは周囲を見渡し、そして自身に起きている異常に気付いてしまった。

　本来聞こえるべき『音』が何も聞こえていないという事実に。

　無音。

　完全な無音に包まれている。

　バサッ。

「何があったんだ───」

　そう発した、と思うが、その声すらも全く自分自身に聞こえない。

「すみませんタオルを落としてしまいまして……。すぐ、戻りますから」

　突如として音が聞こえなくなる、と言う状況に頭が錯乱しそうになった。

　これが、大天使の力を酷使した影響なのか？

　あるいは単純に、オレ自身の病気か何かなのか。

　それを確かめるためにも、すぐルシオンに確認した方がいいだろう。

　オレは湯船から出ると、脱衣所へ通じる扉を勢いよく開いた。

「えっ───？」

　そして、オレは固まった。

　脱衣所には、しゃがみ込みタオルを拾おうとしているエリーゼが居た。

　そして、そのエリーゼは当然、風ふ呂ろ場ばから出てきたオレと目が合う。

　何な故ぜ、目の前に、エリーゼが居るのか。

　時間にして１、２秒だったとは思うが、時が止まったかのように長い沈黙が続いた。

　オレは微動だにすることも出来ず、頭の中で状況の整理を始める。

　ティーリと違って、エリーゼは無断で誰だれかが入浴中の脱衣所には入らない。

　入る事情があったとしても、絶対に事前に確認を取るはずなのだ。

　なら、オレの耳が聞こえなくなった直後、足を踏み入れてしまったんだろう。

　それ以外には考えられない。

　だが、もっと考えられないこと、それは───エリーゼのほぼ眼前には、何がある、と言う残酷な現実。オレはそれを受け入れられないでいた。

　それはエリーゼも同じだったのだろう。

　オレと視線が合った直後から、魅入られたように動きを静止させ、ある一点のみ集中してみている。

　そして───。

　目を閉じたかと思うと、フッ、と音もなくその場に崩れ落ちた。

「お、おいっ？」












　どうやら、本人にとっては相当な衝撃だったのか、叫ぶを通り越し意識を失ったらしい。

　慌ててオレはエリーゼの肩を揺する。

　こんな状況をリズかティーリに見られれば、最大のピンチが訪れる。

　まして耳が聞こえない状況では事態の収拾や把握も難しい。

「しっかりしろ、おいっ！」

「……んっ……」

　浅い意識の遮断だったのか、少ししてすぐエリーゼは目をうっすらと開いた。

「あ、聡そう一いち郎ろうさ───」

　そして……隠すのを失念していたオレの股こ間かんを再び、それもより近い位置で目のあたりにしてしまう。

「きゅ～っ」

　バタリ。今度は目を回すように、再び意識を失って倒れた。

「しまった……」

　自分の間抜けさに気づいたあと、タオルで急いで身体からだを拭ふき、衣服を着こんだ。
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　聴力を失ってしまったかも知れない、そう思い始めた頃ころ。

　ゆっくりとオレの耳に、音が戻って来たのを感じた。

「……あー……」

　聞こえる。

　どうやら、一時的に耳の聞こえが悪くなっていた、ってだけだったようだ。

「さっきから何……ちゃんと事情を説明して」

「え？　あぁ、いや、悪い。だが事情もなにも……」

　意識を失った姉が運ばれてきた時、リズは信じられないほど激怒していた。

　幸いどんな文句を言っているのかは聞こえていなかったが、今もまだ怒っている。

「事故だ」

「事故って……お姉さまの意識を奪っておいて、酷ひどいこととかしたんじゃ……」

「酷いことってなんだよ」

「それは、口にできないようなこと」

「口にできないことだと、オレには何のことだかわからないな」

「鬼畜……外道」

　どうやら、その態度が余計に癪しやくに障ったのか、露骨な苛いら立だちを見せた。

「ん……」

　二度目のエリーゼの目覚め。

「お姉さまっ、大丈夫ですか？」

　リズが慌てて詰め寄り、エリーゼを抱き起こす。

「え？　……リズ。はい、私は大丈夫、どうしたの？」

「意識を失っていたんです。覚えていますか？」

「意識を……？　確か、私ティーリさんがジュースをこぼしたって聞いて、それでお風ふ呂ろ場ばに───」

　オレとしては思い出して欲しくなかったが、どうやら意識を失っていた答えに辿たどりついてしまったのか、ピタリと硬直し、傍そばにいたオレに、ぎこちなく首を動かしてきた。

「わ、私何も見ていませんからっ!!」

　と言う、ありえないことを大声で叫んだ。

「……何を見たのですか、お姉さま」

　当然、そんな言い方をすると、何かを見た、と言う結論に至るのは当たり前だ。

「ななな、何も、何もっ？」

　エリーゼは明らかな動揺を見せる。

「何を見せたの……」

　キッ、と強烈に睨にらんでくる辺り、リズ本人も色々と想像しているんだろう。

「エリーゼが何も見てないって言ってるんだ。見てないんだろ」

「そ、そうよリズ。私は何も見ていないから……」

「ですが……」

　態度のおかしい姉とオレに不満を漏らしながらも、それ以上の言及が無意味と悟ったのか、わかりました、もう聞きません、と諦あきらめを見せた。

　オレはもちろん、自分が聴力を失いかけたことは口にしなかった。天使の力と直接の関係性が証明できない上、こいつらには変な負担をかけたくない。

　事実、今右目が見えていないことも、ルシオン以外には説明していない状態だ。憤慨したままのリズを横目に、オレはリビングを後にした。
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「ちょっと、何の用？」

　風呂場でのトラブルが解決した後、オレはティーリの部屋に押し掛けた。

「気にするな」

　それだけ言って、壁にもたれかかって傍に積んである漫画を手に取った。

「いや、気にするっての。あたしもうすぐ寝るんだけど？」

「噓うそつけ。いつも夜更かしして朝方までネットしてるだろ」

「あんたさ、貧乏な癖にパソコンとネット環境あるなんて、贅ぜい沢たくよね」

「パソコンは昔から家にあったものだ」

　もはや過去の遺物とも言える、何世代も前のＯＳだ。

　ネットに関しても地域サービスだかなんだかで、相当安い契約をしている。

　さて、読んでなかった漫画でも読むことにするか。ページをめくろうとしたら、ティーリがベッドの上からぐっと身を乗り出してきた。

「ひょっとして、暑いからじゃないでしょうね？」

「……まさか」

　と言いつつも、本音はそれだ。この部屋は凍えるほど寒いが、それでもリビングの熱気よりはマシだ。

「ふぅん。ならいいけど、あたしの邪魔だけはしないでよね」

　ヘッドフォンを装着すると、パソコンに向かい、カチカチと検索を始める。キーボードを打つ姿は、既にブラインドタッチと呼ばれるキーボードを見ずに自在に操るものになっていて、信じられないほど手が速い。そして何とか動画と言うページにアクセスしているようで、様々な動画を再生していた。どこからどう見ても、最近の中高生だ。

　オレはそんなティーリにあきれ返りながら、涼しい部屋で漫画を読み続けた。

　気が付くと意識が朦もう朧ろうとしてきて、体が眠りにつこうとしていた。

　リビングに戻らなきゃいけないと思いつつも、降りたら暑いんだろうな、とか、今の状態で立ち上がるのは面倒だな、とか先延ばししていると、意識が遠のいていった。
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「うぅーん……」

　身体からだが重い。

　なぜだかわからないが、特に右腕が鉛のように重い。

　オマケに鈍痛のようなものまで。

　鈍痛、鈍痛……。

　寝返りを打とうとするが、上う手まくいかない。

　そうこうしている間に、オレの睡魔は出勤時刻になってしまい、去って行ってしまう。

　出来ればもう少しゆっくりしていって欲しいのだが、意識の目覚めは止まらない。

　瞼まぶたを開く。そこにはいつもの天井が広がっているが、疲れが取れていない。

　昨日、夜遅くまでティーリと渚なぎさが横で遊んでいたせいだろう。

　右腕が痛いのは寝違えたからかも知れない。

　そう思い動かそうとすると、妙な感触が付きまとっていることに気づく。

　柔らかい感触と熱。

　そして、鈍痛。

　ちらりと視線だけを右腕にやる。

　何な故ぜか裸で抱きつかれている。状況を推理するに、寝相の悪いティーリが就寝中、誤ってエアコンのスイッチを切ってしまったと思われる。結果、暑さに耐えきれず脱いでしまった、そんなところか。薄い胸とはいえ腕に生暖かいものが押し付けられている。心なしか突起のようなものまで……。

「骨付き肉、食べたい……むごむご……」

　夢の中でも食べているのか、肉と勘違いしてオレの右腕に涎よだれを垂らしながら嚙かみついている。しかも全力で嚙まれているせいで、めちゃくちゃ痛い。

　Don't you know……ではなく、鈍痛の正体は、この嚙みつきだったか。

　しかし、冷静になればなるほど、なんておぞましい状況にオレは立たされているんだ。

　どう考えてもオレは被害者だが、一歩判断を誤れば間違いなく加害者にされる。

　こんなラブコメの王道のような展開は、欠片かけらも望んでいない。

「そうか……昨日、ここで寝てしまったのか……」












　右腕をゆっくりゆっくりと動かし、ポケットに入れっぱなしにしていた携帯を取り出し、時刻を確認する。

「朝の７時……」

　そろそろエリーゼたちが起床してくる時刻だ。

　リビングにオレの姿が無いと知れば、オレを探しに二階に上がって来る可能性があるかも知れない。それまでに何とかしてこの状況を打開せねば、オレの身に危険が及ぶ。

　一方的にティーリが悪いと思っていたが、冷静になると半分以上オレが悪い気がする。

　なら、ここはこの腕と嚙かみつきから脱出し、一刻も早くリビングに逃げなければいけない。

　ゆっくりと、ティーリを起こさないように体をスライドさせようと試みる。

　だが願いむなしくズルズルとティーリの身体からだも一緒に動いてしまう。

「んぅ……っ」

　起きることはなかったが、やや反応を示すティーリ。

「くっ……生き地獄とはこのことか……」

　何とかして脱出しなければ。今度はゆっくりとティーリの腕を摑つかみ、外すことを試みる。

　ティーリが全裸でいるせいで、直接二の腕を摑まなければならないのは困るが、状況的に仕方ない。

　間違えて変なところを触ったら大事件なので、しっかりと確認しながら腕を外す。

　しかし、それがいけなかった。片方の腕を外すことに成功したが、そのせいで見てはいけない部分が、オレの目に飛び込んできてしまう。

「げ……っ」

　慌てて視線を逸そらしたが、迂う闊かつにもティーリの突起を見てしまった。

　そのせいで、心拍数が無意味に跳ね上がってしまう。

　密着したティーリに悟られてしまうんじゃないかと、冷や冷やするほどだ。あぁ、何でオレがこんな目に……。

　エリーゼに全裸を見られたり、逆にティーリの全裸を見ることになったり。

　多分普通の学生なら両手を挙げて喜ぶシーンなんだろうが……。

　少なくとも、オレはこの状況を楽しむ余裕はないし、楽しむつもりもない。

「よし……」

　オレはどうするかの方針を定めて、覚悟を決めた。

　ここはゆっくり、起こさないよう行動するのではなく、一気に抜け出す作戦で行こう。

　理由は大きくわけて二つ。

　一つは、時間が時間なこと。いつオレが不在だとエリーゼたちが気づくかわからない。悠長に脱出を試みていて、タイムアップになれば全すべてが終わりだ。

　もう一つは、ティーリは寝起きが悪いこと。仮に衝撃で目を醒さます事態になったとしても、急いで部屋を後にすれば、ティーリは気づかないかも知れない。

　仮に疑っても、証拠は残らない、と言う算段だ。

　後は、絶好と思うタイミングでそれを実行するだけ。

　３、２、１……。

　己の中でカウントダウンをし、がばりと起き上がった。嚙かみつかれていた歯も、絡みつく腕も一気に振りほどく。

「う～んっ……」

　そんな声を後ろに、オレは素早く立ち上がった。

　完かん璧ぺきだ。

　後は扉を開けて抜け出せば、それで終わり。

　オレは一歩を踏み出し……たのだが、思わぬ形で、それは阻止されることになる。

　完全に意識のないティーリが、本能でなのか、逃げるオレの足を摑つかんだ。

　摑まれると思っていなかったことと、想像以上のティーリの力のせいで、前のめりに倒れ込んでしまう。大の男が倒れたことで、大きな音が部屋の中に響く。

　痛みよりも、それで起きてしまった、と言う最悪の事態が脳裏をよぎり、脂汗が吹き出す。おそるおそる後ろを振り返ると、

「むにゃ……おなかいっぱいよ……」

　こいつ……。こんな状況でも寝てやがる……。

　隣でドタバタとされているにも拘かかわらず、ティーリは全く起きる気配を見せない。

　自然とティーリの腕が剝はがれるが、変わらずすやすやと寝息を立てている。

「良かった、こいつが簡単に起きないやつで、ほんと……」

　寿命が縮む思いをしながら、オレは二階の部屋から抜け出した。





○藤ふじ宮みやの行方







　藤宮守まもるが行方不明になってから、早１週間が過ぎた。

　オレは学校の帰りや、買い物ついでに藤宮の足取りを探ってみたが、手がかりは得られず、藤宮は忽こつ然ぜんと姿を消したままだった。

　学校や友人は、藤宮がいないことに気づきつつも、強い関心を示さない。

　不良やはみ出し者には、誰だれも関心を寄せないのだ。

　昼休みも半分過ぎたころに、オレは初めて藤宮の教室を訪れた。

　まだ多くの生徒は学食や屋上で飯を食っているのか、生徒の数は十人ほどと多くない。

「おい。藤宮は来てるか？」

　教室を出ようとしていた一人の生徒を捕まえ、藤宮が出席しているかを聞く。

　生徒はこちらに萎い縮しゆくしながらも、藤宮は今日も姿を見せていないことを告げる。

　それだけ聞いたオレは、混乱を招かないよう自分の教室に戻った。

「鮫さめ島じまくん、少しいいですか」

　教室でオレを迎えたのは、隣の席の神楽かぐら坂ざか久く遠おんだった。神楽坂は静かに身を寄せてきた。

「彼女が話したいことがあるらしいので」

　どうやら表だって聞かせるような話じゃないらしい。

　この神楽坂は、人間でありながら、体内にはもう一人の人格を宿している。

　彼女、と言うのはそのもう一人の人格、魔将・ソナのことだ。

　少しの間が空いた後、神楽坂は一度目を閉じて薄く綺き麗れいな唇を開いた。

「あなたが探してる藤宮、という人間の手がかりを得た」

　思いがけない朗報に、オレは身を乗り出した。

「まさか藤宮を見かけたのか？」

　その一言に、ソナが小さく頷うなずく。そして言葉を続けた。

「昨日、久遠が家族と隣町に買い物に行った時、彼がいた」

　いつものようにダウナーな感じでソナは答える。

「その時は一人だったのか？　それとも、誰かと一緒だったのか？」

「一人だった。でも、どこか虚うつろな様子で、漫然と歩いてるような……」

　曖あい昧まいな感じがしたとソナはつけ加えた。

「わざわざ悪いな、教えてもらって」

「彼を巻き込んだのは、私の責任でもあるから。もしよかったら、放課後付き合う」

「悪いだろ。神楽坂にも予定があるんじゃないのか？」

「大丈夫。彼女も気にしてるみたいだから」

　それなら、同行してもらうのが良いかも知れない。

　神楽かぐら坂ざか久く遠おんとソナは、剣術に長たけている上に、人間にはない力を使うことが出来る。

　もし何者かと戦闘に突入しても、頼れる存在になるだろう。

「わかった。じゃあ、放課後に」

　ガタっ！　神楽坂との話し合いが終わった直後、友達との昼食を終え戻って来た荒あら崎さきが、椅い子すに座ろうとして、躓つまずいた。そして、表現の難しい形相でこっちを見た。

「ほほ、放課後にどこか行くのっ？」

　どうやら、その部分だけ聞こえてしまったようだ。

　荒崎の異様な態度に気け圧おされたソナは席に座ると、早々に神楽坂にバトンを渡したようだった。荒崎はじーっとオレの方を見つめてくる。

「放課後、神楽坂さんとどこかに行くの？」

「ちょっとな」

「……ちょっと、って？」

　月曜日の時と違い、やたらと食いついてくる荒崎。

　納得のいく理由を聞かないと、引かないという様子だった。

　なんで気にするんだよ、と言うほどオレも愚かな人間ではない。事故とは言え告白を受けているのだから。

「藤ふじ宮みや守まもるっているだろ？　隣のクラスの」

「え？　あ、うん。それが、どうかしたの？」

「あいつが先週から学校に来てないのは知ってるか？」

　荒崎は少し考えた後、知っている、と呟つぶやいた。

「オレと藤宮はよく喧けん嘩かしてただろ？　それで藤宮の家族があいつの居場所を知らないかと聞いてきた。その流れで探す手伝いをすることになったってことだ」

　そして、神楽坂が隣町で藤宮を見かけたらしく、手がかりを探しに行くことを教えた。

「そうだったんだ。私、てっきり……いやいやいやっ」

　荒崎はパタパタと手を振る。よくみると頰ほおが赤くなりかけている。

「私も一緒に行っていい？」

「別に面白くもないぞ。ただ藤宮を探しに行くだけだ」

「私なら藤宮くんの外見も知ってるから。目は多い方がいいと思うの」

　それはそうだが、荒崎のような一般人を危険な目に遭わせるわけにはいかない。

「悪いが、おまえは連れていけない」

　詳しく理由も説明できないので、短く言い放った。

「そ、そう……私、邪魔だもんね……」

　しゅん、と怒られた子犬のように露骨に落ち込み、荒崎は背中を向けた。

　どよーんとした気配が荒あら崎さきの周りに漂うが、見なかったことにして顔を背けた。

「連れて行ってあげたら、どうですか？」

　そんな荒崎を見かねたのか、神楽坂かぐらざかがそっと耳打ちをしてきた。

「これが遊びだったら、連れていってもいい。だが、もしトラブルに巻き込んだらどうする。オレはもう、先日みたいなことに荒崎を巻き込みたくない」

「それは分かりますが……」

　あの場に居た神楽坂なら、荒崎がどれほど危険な目にあったか覚えているはずだ。本人に記憶がないからまだ良いものの、もし最悪の事態になっていたら、荒崎は……。

　そんなひどい目にあったのも、すべてはオレの責任だ。

　オレが荒崎と知り合い、親しくなってしまったことで事件に関かかわらせてしまった。なら今後は、極力関わらないようにやっていくしかない。

「鮫さめ島じまくんがどう考えているのかは分かります。お節介だとは思いますが言わせて下さい」

「なんだよ。否定する材料なんてないはずだぞ？」

「確かにそうです。ですが、それは非日常である自分を認めてしまうことになります。人間として生きていくのなら、その考えは少し間違っているかと」

「だったら、荒崎を巻き込んでもいいってのか？」

「無論そうならないようにするべきです。しかし、ただ拒絶すればよいものでもありません。適切な距離を模索せずして、正しい道は見つけられないかと」

　分かるような分からないようなことを。オレだって荒崎を言葉で拒絶し、遠ざけたいわけじゃない。仕方のない部分として……。

　神楽坂と議論を繰り広げていると、どうやら小声で話していることを悟られたのか、遠慮がちに荒崎が振り返っていた。

「ご、ごめん。私には、その、関係ないよね……」

　そしてまた、一人で自己解決し落ち込む。

「……いや……」

　しかし、何と言っていいか分からず、背中に声をかけることが出来なかった。
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　隣町の桜さくら坂ざか駅で降り立ったオレたちは、あらかじめルシオンに伝えていた集合場所、中央改札口に到着した。

　桜坂駅は都心にも近く、主要施設が集中しているため、人の出入りが激しい。帰宅ラッシュとも重なって改札口は多くの人で溢あふれかえっていた。

　制服姿のまま、神楽坂かぐらざかと一緒に改札口でルシオンたちがやってくるのを待った。

「で……これはどういうことだ？」

　ずらりと並んだメンツを見て、オレは深い深いため息をついた。

「申し訳ありません聡そう一いち郎ろうさん。私も少し、今回の件が気になっていまして」

　平謝りするエリーゼ、その横にはリズとティーリ。

「我が妹を責めるとは何様だ貴様。こうして華が多いことは喜ばしいことではないか」

　華だとか喜ばしいだとか、そういう問題ではないだろう。

　神楽坂と渚なぎさも含め、七人の大所帯だ。

「こんなんで藤ふじ宮みやを探すってのかよ……」

「目は多い方がいいだろう？」

　そんなセリフ、ついさっき学校で聞いたんだが……。

「そうだよな？　荒あら崎さき」

　オレはルシオンの後ろに隠れるように立っていた荒崎に詰め寄る。

「う、だ、だって……気になったから……」

　学校が終わって、電車に乗ったオレと神楽坂の後を荒崎はつけていたらしい。

　オレがルシオンやエリーゼたちと合流したのを見て、駆けつけたってところだろう。

　ここで帰れ、と言うことも出来るが……状況的に帰しづらい。

　それならエリーゼやリズ、ティーリのことはどうなるんだって話になる。

「藤宮を探すだけ、なんだぞ？」

「うんっ。私がんばるっ」

　ガッツポーズを作り、気合を入れる荒崎。空回りしなければいいが。

「今日は随分賑にぎやかですねっ」

　渚は年上に囲まれても、少しも臆おくせず嬉うれしそうに白い歯をこぼす。

「実に眩まぶしく可愛かわいらしい笑顔だ。渚、将来は素晴らしい女性に成長することだろう」

「えへへそうでしょうか？　ありがとうございますっ」

「変態天使は今日も絶好調のようだな」

「また貴様は。変態変態と、貴様は私を陥れたいと考えているのか？」

「おまえがまともな会話をしてれば、わざわざ殴る必要性はない」

　最近オレに拳こぶしを握らせるのは、ルシオンだけだしな。

「ふっ。恐れているのだろう？　この私のイケメンさを。無理からぬことだ」

「あのな、イケメンイケメンうるせぇんだよ。そんなのオレの知ったことか」

「と言いつつ、内心穏やかではないのだろう？　隠すことはない、イケメンに生まれなかった男の気持ちは理解できないが、同情してやることは出来るぞ」

「安心しろ。オレの心は静寂な大海のように穏やかだ」

「果たしてそうかな？　私に言わせれば貴様は焦って───」

「私を取り合って揉もめないでくださいっ！」

　バッ、と間に割って入る渚なぎさ。

「私は確かに可愛かわいいですけど、男性同士で揉めるのは見たくないですっ」

「……いや、別に渚を取り合ってるつもりは全くないが……」

「これは恥ずかしいところを見せた。だが、仕方がないのだ、渚は事実可愛い」

　なぜ会話がまともに成立しているんだ。

　ルシオンは渚の手を取り、その場にかがんだ。

　そして女王を相手にするかのように、そっと右手に唇を、って何してんだこいつは。

　ガスッ！

「あみばっ!?」

　渚によからぬことをしようとするルシオンの背中を思い切り蹴け飛とばす。

「何さりげなくセクハラしようとしてんだ。弁わきまえろ」

「せ、背骨が折れたらどうしてくれる！」

「エリーゼに治癒でもしてもらえ」

「ぐっ、そんなマジレスはいらんぞ……」

「私モテモテです」

　てれり、と頰ほおを赤らめることもなく渚が言った。

「鮫さめ島じまくん……」

　そんなオレたちのやり取りを見ていた荒あら崎さきが、窺うかがうように見上げた。

「何だか、最近変わったよね」

「変わった？　オレが？　……どういう風に？」

　最近あちこちから耳にするようになったことだ。そんなこと、オレが一番感じている。

　でも、それがどう変わったのかは、自分自身でも理解しきっていない。

　荒崎もどう答えるべきか悩んでいるのか、言葉を選んでいるようだった。

「率直に言ってくれ。怒ったりはしない」

「あ、ううん。別にその、悪い話じゃない、と思うの」

　詰まりながらも、荒崎は喋しやべりだした。

「笑うようになったり、悲しむようになったり、鮫島くんから喜怒哀楽が見えるようになった、かな」

「喜怒哀楽が……？」

　確かに、それはあるかも知れない。

　オレはティーリたちと知り合うことで、よく怒るようになった。

　今まで絡まれたり喧けん嘩かしたり、そういうトラブルに巻き込まれても淡々としていたはずだ。なのに、今は些さ細さいなことで怒ったりしてしまう。

　それだけじゃない。大したこともないのに、笑ったり、傷ついたりしている気がする。

　今まで、オレはこんな状況で、どんな顔をしていたんだろうか。

　荒あら崎さきとの会話でも、黙々と表情を変えず、無感情で聞いていたのか？

　ダメだ、よくわかんねえ。そもそも感情ってなんだ？

「何を哲学的な顔をしている。大した頭の持ち主でもない癖に」

「そんなことはないですよ？　鮫さめ島じまくん、見た目によらず頭いいですし」

「おい、見た目によらずってどういう意味だ？」

「はっ!?」

　慌てて口をふさぐ荒崎だが、既に遅い。

「ご、ごめんなさい……」

　怒られた子犬のようにしゅんとする。

「別にいい。どうせ、オレの顔つきは元々悪いからな」

「そそ、そんなことないよっ。その、私は、鮫島くんって感じで、いいと思うし……」

「む……これは、青春オーラ!?」

　謎なぞの発言をし、ルシオンはオレと荒崎の間に強引に割り込んだ。

「ちょっと耳を貸せ」

　がっと強引にオレの首元に手を回す。ルシオンの顔が触れそうな距離に近づく。

「聡そう一いち郎ろう、アドバイスしてやろう。貴様は正しい選択肢を選べば幸せになれるぞ？」

「んだよ幸せって。オレは別にそんなもん求めてないけどな……」

「いいから聞け」

　ルシオンは何を話すつもりなのか、やたらと慎重だ。

　近くにいる荒崎も不思議そうにしながら、オレたちの会話が終わるのを待っている。

「桃もも恵えとのことで、私に黙っていることがあるだろう？」

「は？　何だよ急に、別に何もねえよ」

　もちろん、そんな風に言われて浮かぶのは、荒崎にされた告白の件だが。

　それを教えるつもりはサラサラない。

「ふははは。隠しても無駄だ。いやぁ青春だなぁ聡一郎くん、高校生活において最も幸せなのは、同じ学校の、それもヒロイン的美少女に告白されることだ」

「な───」

「どこでそれを？　か？　ミカエル様が仰おつしやっていた。私はそれをお聞きしたにすぎん」

「……マジで言ってんのかよ」

　ミカエルってのは、天国からオレのことを監視してるっていう大天使のことだ。

　どうやら、学校での一部始終も、奴やつは天国からチェックしていたってことか。

「犯罪だ犯罪。勝手に人のプライバシー覗のぞき見てんじゃねえよ」

「今はそのことに言及している場合ではない。貴様、桃もも恵えの告白になぜ答えん」

「あのな……」

　目の前に居る荒あら崎さきと目があい、思わず逸そらした。

「学校で一番可愛かわいいとまで言われる桃恵と付き合えば、お前にはバラ色の学園生活が待っている。青春だ青春。なぜその青春行きの切符を受け取ろうとしない」

「……うるせぇ」

　突き放すように、密着したルシオンを引きはがした。

「やれやれ。実にもったいない男だ。桃恵よ、少し聞いてもいいか？」

　まさか告白の件を口にするんじゃないだろうな？

　制止しようとしたオレを、更にルシオンが制止する。

「なんですか？　聞きたいことって」

「桃恵の考える未来は、どういうものかと思ってな」

　突然の質問に、荒崎は不思議そうな表情を見せた。

「私の考える、未来ですか？」

「そうだ。男女問わず、人はそれぞれ未来に思いを馳はせるはずだ。何もそれが10年20年後である必要はない。明日明後日の未来でも構わない。そういうのを持つことが大切なのだ」

　ルシオンの癖に、たまには実のあることを言う。

「未来……私が、そうありたいと願う未来……」

　荒崎はポツリと漏らした後、物思いにふけるように何かを考えだした。

　もしかしたら、ルシオンに触発され、自分の未来を想像しているのだろうか。

「私が夢見る未来って……それは、つまり……」

「どうやら桃恵には確かな未来像がありそうだな」

「なんでそんなことがわかるんだよ」

「貴様には、あの桃恵の表情の意図が理解できないのか？　だからいつまでもダメなのだ貴様は」

　荒崎の表情は考え事をしているだけにしか見えないが……。

「だ、だめ。そんな素敵すぎる未来、あるはずないし……でもでもっ」

　ぶんぶんと頭を振りながらも、顔を赤くし妄想を続けているようだ。

　一体どんな未来を想像しているんだか。

「くっ！　なぜだかわからないが、私は無性に不愉快になってきたぞ！」

　ゲシッ、とオレの太ももを蹴けって来た。ので、５倍返しくらいの威力で太ももに蹴り返してやる。強烈なローキックに悶もん絶ぜつうち、その場で片足立ちし、ぴょんぴょんと跳ねる。

　自分で荒あら崎さきに質問しておきながら、勝手に逆切れ状態になって、こいつは何がしたいんだか。荒崎は荒崎で、未いまだ未来を想像しているようだった。

「さ、鮫さめ島じまくん、恥ずかしいよ……」

　何がだ……。

　現実と言うより、どうやら妄想のオレに話しかけているようだが。

　正直、どんなものを想像しているのか見当もつかないし、探らない方が良い気がした。

「私が言いたいのは、貴様は幸せ者だってことだ」

　バン、とルシオンに背中を叩たたかれる。

　その10倍の力でたたき返してやろうかと思ったが、その前に距離を取られた。

「いつまでも学習しないと思うなよ？　ふふっ」

　そんなことで誇られてもな……。相手にしても無駄なので、荒崎に向き直った。

「ルシオンの言うことは気にするな。それより、オレが変わったって話だが」

「そこは気にしてるんだな」

「うるせぇ」

「あ、え？　今度の休みはどこに出かけるの？」

「……なんだそれは」

「はっ!?　な、何でもないの。ごめん、未来の話なの!?」












　荒あら崎さきの質問はますますもって意味が分からないが、これも追及しないでおこう。荒崎に質問を続ける。

「それは良いことだと思うか？」

「うんっ」

　荒崎は迷わず、そう頷うなずいた。本当に何の迷いもなく。

「でもよ……まるで、別人みたいな感じしないか？　そういうのって変だろ」

「そうかな？　私は、そこまで大きく変わったとは思ってないよ。鮫さめ島じまくんは鮫島くんだし、変わったって言うか、心を開くようになった、って言うか」

　そんな、ちょっと恥ずかしいようなことを荒崎は当たり前のように言った。

　だけど勝手に喋しやべりすぎたと思ったのか、また子犬みたいにしゅんと落ち込む。

「ご、ごめん。気を悪くしないでね……」

「言ったろ。怒りはしないって。率直な意見が聞けて嬉うれしい」

　オレは自分自身がわかっていないが、それでも、一番オレを知っていると思う荒崎の言葉なら、誰だれよりも信用できる気がする。

　もしかしたら、オレが思っている天使化のせいだとか、悪魔化のせいだとか、性格がどうとかってのは、考えるだけ無駄なのかも知れない。

　何があろうと……それらも含めて、オレはオレなのかも知れない。

「変なことに答えてくれて、ありがとう」

　素直な気持ちを口にした。オレに答えてやれるのは、それしかない。

「う、ううん……そんな。私はただ、本当のことを言っただけだし……」

「青春は終わりだー！」

　がばーっとまたも間に割り込み、オレと荒崎を引き離す。

「今日は渚なぎさの兄を探しに来たのだ。笑っている場合ではないっ」

「自分勝手過ぎるだろ……」

　とは言え、ルシオンの言ってることは正しい。

　今オレたちは藤ふじ宮みやを探すために、わざわざ隣町までやって来たのだ。

「神楽坂かぐらざか、案内してくれ」

「わかりました。こっちです」

　神楽坂の先導を受け、オレたちは藤宮の捜索に向かう。





　２






　神楽坂に案内されること10分、街の中心部から少し外れた閑静な住宅街にやって来た。

　そして、その住宅街の、狭い路地を神楽坂が指さす。

「先日彼がこの路地の奥に入っていくのを見ました」

「こりゃまた、随分いかにも、な場所だな」

　普通こんなところに入っていくのは野良猫くらいなもんだ。

「守まもるくんはこんなところで、何をしていたんでしょうか……？」

　暗い路地の先を見つめ、渚なぎさは不思議そうに呟つぶやいた。

「さあな。今もここに居るかどうかは分からないが、何をしていたかの手がかりくらいは手に入れたいもんだ」

　足を踏み入れるには、躊ちゆう躇ちよしてしまうほどの暗くら闇やみが広がっている。

「こういう場所、好きだと思ってました」

　入るのを迷っていると、神楽坂かぐらざかにそんな風に言われた。

「なんだそれ。なんでオレが路地好きだと思うんだよ」

「不良と言えば、路地、と言うイメージがあります」

　一体どこで得てきたイメージか分からないが、ちょっと偏見すぎる。

「路地と言えば、猫だろ」

「猫……ですか。ふふっ」

「なんだよ、間違ったこと言ったか？」

　オレが思い浮かべる路地と言えば、スイスイと入り込む猫たちの姿だった。

「いえ、合っていると思います。ただ、鮫さめ島じまくんからそんな言葉が出るのが意外でした」

「それも不良に対する偏見だな」

「そうかも知れません。考えを改めることにします。よく考えていると、不良と小動物は相性が良いですしね」

「相性がいい？」

「雨の日に、河川敷で子猫を拾う不良、と言う定番があります」

「……なるほどな。何となく覚えがある」

　オレも経験者だ。拾ったのは猫じゃなくて、悪魔だったが。

「行くか」

　神楽坂との会話を終え、オレは先陣をきって、路地の中に身を滑り込ませた。

「うわ、本当にそんなところ入っていくわけ？　汚そうなんだけど……」

　ティーリが露骨に嫌な顔をして、路地から顔を背けた。

「じゃあ私がいきまーすっ！」

　手を挙げ宣誓した後、オレに続いて、小柄な渚が路地に入って来た。

「足元や壁に気を付けろ。怪け我がをする可能性がある」

　足元は割れたビール瓶の破片と思われるものや、誰だれかが捨てたゴミが散乱している。

　底の薄い靴なら、何かを踏んだ拍子に怪我をする恐れがある。

「私、人生で初めての路地裏です。若干興奮気味ですっ」

　渚なぎさは嬉うれしそうに言うが、多分この中の全員が未経験者だと思う。

　こんな路地に入ることなんて、一生のうちに数えるほどしかないだろう。

　っていうか、大半の人間は入ることなくその生涯を終えるはずだ。

「何だか、探検に行くみたいだね」

　荒あら崎さきは不安そうにしながらも、どこか楽しんでいる様子だった。

　天使や悪魔が絡んでいると知れば、状況を楽しむ余裕はないだろうけどな。

「注意して進むのだぞ、聡そう一いち郎ろう。暗くら闇やみの先まで目を凝らして進め」

　やや後ろに位置するルシオンから、アドバイスが飛んでくる。

「わかってる。まぁ、どうにもならないけどな」

　この狭い道じゃ、仮に目の前から矢が飛んできたとしても、防ぎようがない。

　路地の横幅は狭く、満足に手も動かせない状況だ。ただ真まっ直すぐ進むしか出来ない。

「やけに長い路地だな……」

　そんなことを考え始めた時、体がするっと路地から抜け出た。

　そしてやや広めの空間に出る。

「路地って、こんな風になってるの……？」

「いや……普通はこんなんじゃないはずだ」

　大体路地を抜ければ、単純に反対の道に出たりするもんだ。

　だがここは、建物に隠された一つの空間、広場みたいになっている。

　路地と言う入口をくぐらなければ、この場所に辿たどりつくことは出来ない。

　10帖じようにも満たないスペースだったが、何とも言えない不気味さが漂っている。

　視界は真上、建物の隙すき間まから差す陽ひの光以外はなく、かなり薄気味悪い。

「渚さんのお兄さんはいませんね……」

　エリーゼの言うように、辺りには人の気配は全くない。

　全員の表情に曇りが見えた時。

「藤ふじ宮みやの姿はないが……ここで何かあったってことだけは分かる」

　オレは地面に残った血けつ痕こんらしき存在に気がついた。

　指で触れてみると、少しだけ指先に血が付着する。

　この血痕は、ごく最近のものだ。数時間ほど前、ってところか？

　ルシオンも、オレの隣にしゃがみ込み血痕に触れた。

「これが藤宮のものであるかどうかは分からんが……人間の血ではあるようだな」

「悪魔は関係ないってことか？」

「そうとは言い切れん。悪魔から一方的に嬲なぶられた、そう考えることも出来る」

「藤宮が悪魔にやられた、って可能性もあるのか」

　考えたくはないが、最悪の想定をすれば、もうこの世に居ないことだって……。

　そこで、オレは確実に藤ふじ宮みやの現状を知る方法を思いついた。

「ミカエルは、オレのことを監視してるんだよな。だったら藤宮の存在を探ることだってできるんじゃないのか？　手っ取り早く確実な方法だろ」

　具体的にどんな力かは分からなくても、ミカエルは天国にいながらオレのプライベートの隅々すべてを見通し、知りえていた。それなら、藤宮を探すくらいは楽勝だろう。

「それは無理だ」

　だが、オレの考えは呆気あつけなく否定される。

「ミカエル様の監視の能力は一般人を監視するためのものじゃない。貴様のような、人間の中でも最重要の危険因子をチェックされておられる」

　つまり、藤宮なんかには構っていられないってことか……。

「オレを見てる暇があるなら、ちょっとは世の役に立てってんだ」

　天国で悠々生活してるそいつに不満を漏らしても、何の解決にもならないわけだが。

「桃もも恵えさん、制服が汚れています」

　路地裏の狭い道を通ったためか、荒あら崎さきの制服が黒く汚れていた。

　エリーゼはハンカチを取り出すと、汚れたスカートを優しく拭ふいていく。

「あ、あの、悪いです」

　荒崎が遠慮がちに身を引くが、エリーゼは手を止めず、嬉うれしそうにハンカチで撫なでる。

「気にしないでください。大切な制服ですし」

「でも……」

　自分の服だって白く汚れているのに、荒崎を気遣い、笑みを絶やさない。

　っと、そんなやり取りをのんびり見ている場合じゃない。

　オレは周囲を見渡し、広場の奥にある、更に路地に続く道を見つめる。

「もう少し先に行ってみるか」

「この先を調べても無駄かもしれません。表の通りに出るのではないでしょうか？」

　神楽坂かぐらざかもオレと同じ視線で、路地の先を見た。

「ああ。そうだな、でもどうせなら隅々まで調べておきたいだろ、悔いのないように」

　渚なぎさだって強がっちゃいるが、絶対心の中では不安がいっぱいだろう。

　まだ先のある路地を確かめておかないと、納得は出来ないはずだ。

　さっきからジッと静かに、渚は地面に落ちた血けつ痕こんを見つめていた。

　オレは立ち上がると、渚の頭に手のひらを置く。

　不思議そうな顔をしてオレを見上げる顔は笑顔だったが、泣きそうな表情にも見える。

「心配すんな。おまえの兄貴は、不死身の藤宮だろ？　くたばったりしねえよ」

「……そうですね。守まもるくん、タフですから」

「ああ。オレに散々ボコボコのギタギタにされて、殴られ蹴けられ、たまに骨折したりしても、あいつはいつもオレに立ち向かって来たからな」

「あははあ……相当ひどくやられてたんですね、守まもるくん」

　オレの言葉に少し引いた渚なぎさ。ちょっと言い過ぎたみたいだ。咳せき払ばらいをして、何となく雰囲気を濁すことにした。

「そろそろ移動しよう。いつまでもここに居たら身動きが取れなくなる」

　陽ひが沈んでしまったら、こんな路地裏では視界を確保するのは至難だ。

　全員陽が沈む危険性については思っていたようで、特に反論もなく意見が一致した。

　オレたちは路地の更に奥、不気味に構える暗くら闇やみに足を向ける。

　最初に入った路地と同じく、奥の路地もひどく狭かった。

　だが最初に入った路地とは何か気配が違う。

　具体的に何が違うのかは分からないが、妙に嫌な気配を感じる。

「おいルシオン」

　奴やつなら分かるだろうと後ろを振り返った。

「ふ、ふふふ。狭い路地。汚い、饐すえた臭い。だが……私の前後には渚と桃もも恵え。女性に囲まれ、幸せなひと時。あぁ、素晴らしい……」

　どうやら嫌な気配を感じるどころか、ルシオンは幸せのひと時を感じているらしい。

　殴り飛ばしたいのは山々だが、生憎あいにくと身動きが取れない状況だ。

　真後ろにいる渚をどかすことも出来ない以上、開けたところに出るまで我慢するしかない。念のため、間違いを起こさないよう釘くぎを刺しておく。

「もしどっちかに指一本でも触れたら、処罰してやる」

「当たり前だ。だが、世の中には事故が付き物だからな、一本くらい触れることも……」

「事故だろうが何だろうが、触れたら処罰だ」

「くっ。なぜ天使の私が人間如ごときに処罰されねばならないのか……」

　くだらないやりとりをしながら、路地を進む。

　閑静な住宅街に出ると思っていたがいつまで経たっても路地は終わらない。

「こんなことってあるのか……？」

　もう、50メートル近くはこの路地を進んでいる。

「どうなってるんでしょう……？」

　後ろにいる渚も、さすがに不審に思ったようだ。

　ここまで路地が続くなんて普通じゃ考えられない。

　あまりに長すぎる。そして、明らかに途中途中に見える建物からは、存在感が感じられない。誰だれかが利用し、住んでいるような建物とは思えないのだ。

「待て。何か様子がおかしい……」

　暗く不気味な空気の漂う路地を進んでいると、ルシオンは声を低くし、そう呟つぶやいた。

　どうやらやっと、事態がおかしいことに気づいたらしい。

「どう、したんですか？」

　その態度に不安を覚えたのか、荒あら崎さきは少し怯おびえながら訪ねる。

「今の時刻はまだ５時を回ったばかり。にも拘かかわらず、あの空の異様な暗さはなんだ？」

　着目したのは建物ではなく、空だった。

　路地の隙すき間まから覗のぞく空は、確かに暗い。

　さっきまで、まだ空は十分に明るかったはずだ。

　数分でここまで暗くなるとは考えにくい。

　今日の天気予報では雨や曇りになるという話もなかったし、陽ひが沈むには少し早い時間だ。それに、路地に居るとはいえ、妙に肌寒い。さっきまでのジメジメした暑さが感じられず、体温がぐっと下がっていくのがわかった。歩き続けていると、路地が開けた。

　そこに広がっていた光景は、信じがたいものだった。

「ウソだろ……」

　また、先ほどと同じような広々とした広場に出てしまう。

　ルシオンが、オレとリズを呼び寄せ、広場の端へと連れていく。

　他ほかの連中には聞かせたくない話があるらしい。

　エリーゼや神楽坂かぐらざかを呼ばないのは、荒崎や渚なぎさに、不信感を持たせないための配慮だろうか。

「お兄様───」

「ああ。どうやら藤ふじ宮みやと言う男、何らかのトラブルに巻き込まれたとみて間違いない」

　ルシオンがストレートに話すってことは、それだけ如実に事実を物語っている証拠か。

「いったん、引き返すべきじゃありませんか？　彼女たちを巻き込む可能性があります」

　リズが進言する。

「それが賢明な判断、か」

「何が起こってる？　説明しろ」

　この場で唯一天使や悪魔の存在を知らない荒崎に悟られないようにと、オレが話しかけている間、神楽坂は荒崎に声をかけ、エリーゼは渚に話しかける。不安を取り除こうと試み、かつ気を逸そらしてくれる動きを見せた。事情を知る者として、ではなく一人の友達として、の行動だろう。

「この路地には結界が張られているようだ」

「また結界かよ。学校と同じってことか？」

「いや、あのような人体に直接影響を及ぼす結界ではない。これは防衛のためだろう」

　薄汚れた壁にそっと手で触れたルシオンは、その手の指先を確認する。壁に何かついていたのだろうか、ルシオンの指には黒い炭のようなものが付着していた。

「これは───」

　ルシオンは険しい表情を見せ、マジマジとそれを凝視する。

「まさか、悪魔の仕業か？」

「……いや、ただの汚れだ。実に汚い」

　そう言った後、オレの制服で指先を拭ふいた。

「……死にたいのか？」

「そう怒るな。元々下品そうな顔立ちの貴様が汚れても問題ないが、高貴な生まれの私が汚れるのは、実に絵にならない。そうだろう？」

　そんな言い訳にもならない堂々とした態度に、一撃を見舞うため、拳こぶしを振り上げた。

「落ち着け聡そう一いち郎ろう。今はもめ事を起こしている場合ではないっ！」

「……おまえが余計なことをしたからだろうが……」

「この結界は人を惑わす。言わばちょっとした迷路、と言うことだ」

　ピタリと拳を止め、オレはその場で路地を見渡した。

「おかしいと思わないか？　入る前は普通の路地にしか見えなかったのが、いざ入ってみれば延々と続く道が続いている。一向に出口に辿たどりつかぬ。たどり着いたかと思えばそこは開けた広場のような場所で、しかもそれがループしている」

　しゃがみこんで確認しているのは、広場に落ちた血けつ痕こん。

　紛れもなくさっきの広場にあったものと同じだ。

「迷った、ってことでいいのか？　このまま引き返しても出られないのか？」

「この結界は人間を閉じ込めるためのものではなく、あくまでも目的の場所にたどり着かせないためのものだ。もと来た道を引き返せば、恐らくここから出ることは可能だろう」

「なら話は早い、引き返すぞ」

　悪魔が潜んでいるとなれば、もはや悠長なピクニック気分ではいられない。

　ルシオンも同じ考えだったのか、迷わず同意すると、後ろの面々に声をかけるべく振り返った。

「渚なぎさ。すまないが、今日は一度引き返そうと思う」

「わかりました」

　深い理由は聞かず、渚は笑顔で承諾した。

「このまま無理しても、良くない結果になるって、何となくわかりました」

「後日、必ずこの路地を調べると約束する」

「はいっ」

「何よ、どういうこと？」

　たった一人、ティーリだけは憤慨したような態度を見せた。

「ここまで足を運んだってのに、何の手がかりもなく帰るってこと？」

「収穫はあった。この場所が胡う散さん臭くさいってことだけはな」

「ふぅん……ま、あんたらがそれでいいなら、それでいいけど」

　ティーリはまだ不満そうだったが、帰れると知って気持ちを切り替えたようだ。

　オレは一通り全員の顔を見て、通って来た路地の方へと戻ろうとした。

「……エリーゼは？」

　エリーゼの姿がないことに気づいた。慌てて辺りを見渡すが、エリーゼの姿はなく、まるで忽こつ然ぜんと姿を消したかのようだった。

「ルシオン。エリーゼは？」

「……どういうことだ。先ほどまでは確かに居たが……」

　２、３分ほど前までエリーゼは確かにティーリの傍そばに立っていたはずだ。ティーリは責任を問われると思ったのか、ばつの悪そうな顔を見せ、視線を逸そらした。

「あたし？　知らないわよ。なんか気づいたら隣に居なかったけど」

「突然、姿を消したってのか？」

「……そうなんじゃない？　トイレとか」

　アホなティーリに確認したのが間違いだった。

「確かエリーゼさんは一番後ろを歩いていましたよね……」

　渚なぎさの言葉を受けて、ルシオンが少し慌てて、元来た路地を引き返す。

　この不気味な気配の漂う路地で妹の姿を見失ったのだから、焦るのも当然だが……。

　オレは携帯を取り出し、登録して間もないエリーゼの番号にかけることにした。

　しかし───エリーゼの携帯は電源が入っていないのか、いつまでも繫つながることはなかった。

「神楽坂かぐらざか、悪いが最後尾を歩いてもらえるか？」

「はい、そのつもりです」

　細い道は二人以上が並んで歩くことは出来ない。

　必然的に一番前と一番後ろが危険な目に遭う可能性が高い。

　神楽坂やルシオンに後ろをまかせるなど、もっと考えて歩かせる順番を決めておくべきだったな……。元来た道に、足早に入り込む。

　ここまで一本道だった。なら戻れば必ずエリーゼが居るはず。

「おまえらしくない、って言えるのかどうか分からないが、気づかなかったのか？」

　考え込み、ジッとしていたルシオンに話しかける。

　中位天使なら、そういう異変にはすぐ反応すると思っていた。

「……私のミスだ。聡そう一いち郎ろうのいうように、悪魔や天使が力を行使したような異変があればすぐに気づくことが出来る。この結界にしてもそうだ。入った瞬間から違和感を覚えていたのだ」

「だったらなんでだよ」

「……私の前を歩く渚なぎさの、可愛かわいらしいお尻しりを見ていたら、ついな……」

　どうやら、救いようのないゲス変態天使だった。

「本当に女が絡むとダメになるな、おまえは」

「それも私の魅力だが……今はエリーゼを見つけるのが先だ」

「ったく……」

　オレももう少しルシオンのことを理解しておくべきだったな。

　数十秒かけて、路地を抜ける。すると、先ほどの広場へと繫つながっていた。

「おい、外に繫がってるはずじゃないのかよ……」

「案ずるな。後ろに戻れば必ず入口へと繫がっている。恐らくもう一度路地に入れば、外に出られるはずだ」

　心配にはなったが、こういう時のルシオンは真面目まじめだ。

「しかし───エリーゼの姿はないな」

「ああ……」

　全員で辺りを見渡すも、そこにエリーゼの姿はない。

　広場には細かい破片やごみなどが散らかってはいるものの、身を隠すような場所はない。なら、エリーゼはどこに姿を消してしまったのか。

　振り返った暗がりの路地。

　この路地を通る途中で、居なくなったと考えるのが妥当じゃないだろうか。

　ルシオンも内心穏やかではないだろうが、妹のエリーゼが姿を消したことにも、冷静に対応している。取り乱さないこいつが、無駄に頼もしく見えた。

　一方、普段冷静なリズは、せわしなく辺りを見渡してエリーゼを探している。

「あ、あの、鮫さめ島じまくん……」

「ん？」

　荒あら崎さきも慌てて周りを見渡しながら声をかけてきた。

「ティーリさんが居ないの……さっきまで、私の前に居たのに……」

「ティーリが……？」

　オレも後を追うように辺りを見渡すが、確かにティーリの姿がない。

　あいつはエリーゼと違って、一番後ろを歩いていたわけじゃない。

　なら、普通であれば絶対にこの広場にいなければならないのだ。

「荒崎、ティーリはお前の前を歩いていたよな……？　いつ居なくなったんだ？」

「……分からない。暗い路地を歩いてて、その途中に居たのは間違いないよ。でも、この広場に出る時には姿が見えなくなっていたの……」

　やはり、細い路地を歩く途中で姿を消した、その可能性が高そうだ。

「エリーゼも路地の途中で姿を消したかも知れないな」

　同じ結論に至ったルシオンも、冷静に路地を観察する。

　エリーゼと同じようにティーリの携帯に電話をかけてみるが、繫つながることはなかった。

「悪魔の張った結界であれば特殊な仕掛けがあっても不思議ではない。特にエリーゼやティーリのような戦うスキルを持たない存在なら、容易に罠わなにかけることが可能だろう」

　神楽坂かぐらざかやリズ、そしてルシオンを狙ねらわないのは当然ってことか。

「……荒あら崎さきたちを任せてもいいか？　オレは二人を探してみる」

「貴様を一人で行動させるのは危険だ。この結界の主は、恐らく只ただ者ものではない」

「んなことは分かってる。だが……」

　ルシオンの言うこともわかるが、今最優先すべきは、荒崎や渚なぎさを無事に帰すことだ。

　なら、最も頼れる存在であるルシオンを彼女らの傍そばに置くのは当然だろう。

「私が彼の傍に残る。何かあったときは……」

　神楽坂が、常に携帯している竹刀袋を握りしめた。

　口調からして、神楽坂からソナにバトンをタッチしたようだった。

　ルシオンは険しい顔つきを崩すことなく、真まっ直すぐソナを見据えた。

「私は神楽坂くんには同情し、また愛情を持って接しているが、けして貴様を信用しているわけではない。が……この場は任せる方が正しいのだろうな」

「おい」

　露骨な物言いに思わず突っ込んだが、それを止めたのはソナだった。

「わかってる。悪魔が天使に認めてもらえるとは思っていない。それに、私自身が天使を信用しているわけじゃない。それはお互い様だから」

「ならば問題ない」

　両者睨にらみ合うわけじゃないが、打ち解け合っているわけでもない。傍はた目めに見ていると、いつ関係が破たんしてもおかしくないように見える。

「心配しないで大丈夫。普段はけして交わることがないけれど、今は久く遠おんを通じることで共闘することが出来る。久遠の存在が、大切な架け橋になっているから」

　オレの考えを理解した上で、ソナがそう言った。

　それに同意したルシオンもまた、頷うなずく。

「その通りだ。何度でも言うが、私は神楽坂久遠と言う少女には愛情を示している。これだけ恵まれた外見とプロポーションをしている少女を、どうして憎めようか」

　うんうんと何度も納得しながら、神楽坂を舐めまわすように観察する。

「……久遠が困ってるからやめて」

「ふははは、どうやらテレさせてしまったようだ」

　絶対に違う……。

「このような男にお姉さまを任せるのですか？　私が残って調べます」

「よせリズ。今は聡そう一いち郎ろうに任せるのが正しい判断だ」

「納得がいきません。私なら───」

　言いかけたところで、リズは怯ひるみ言葉を吞のみ込んだ。

　そして、自分が置かれている状況を知る。

「リズちゃん一人で残るなんて、危険だよ……？」

「そうです。心配です」

　渚なぎさと荒あら崎さきが不安そうにリズに寄り添う。

　荒崎はリズが天使であることを知らないし、渚はリズが強いことを知らない。

　こうやって心配することは必然だ。

　リズもそれを理解したからこそ、言葉を吞み込んだのだ。そして、自分の発言や行動がひいては天使の証明に繫つながってしまいかねない可能性がある。

　オレがリズの様子を見ていると、こっちを睨にらみつけた。

　そしてリズはズカズカと歩み寄ると、オレの胸倉を摑つかみ上げる。

「お姉さまが怪け我がすることになったら、絶対に許さないから」

「ああ。エリーゼは絶対に見つけ出す」

「……当たり前よ」

　リズはオレを突き飛ばした後、視線を切った。

「最初の住宅街に戻ったら、一度携帯を鳴らす」

「ああ、そうしてくれ。その方が安心できる」

　ルシオンが先頭を、そして最後尾をリズが歩く形で、元来た道を引き返していく。

　路地の闇やみに吸い込まれていく四人を見送った後、オレは神楽坂かぐらざかと共に、再び路地裏の探索を始めることにした。

「ティーリはともかく、エリーゼは無意味に人を心配させるような奴やつじゃない」

　説明を請われたわけではなかったが、オレは勝手に独り言のように口にした。

「信頼しているんですね、彼女を」

「少なくとも、変態天使や生意気な天使よりな」

　だからこそ、心配になる。

　そして何よりエリーゼは、悪魔と直接対たい峙じ出来るような天使じゃないと聞いている。

　もし、悪魔の手に落ちたんだとしたら、エリーゼの身が危険だ。

「急ごう。彼女に危険が迫っているのかも知れない」

　いつも静かで冷静なソナは、当たり前のように協力してくれているが、実のところ、オレはルシオンたち天使と、どんな談合が持たれたのか聞かされていなかった。

　ただ、心配する必要はない、とだけ伝えられていたが……。もっとも、仮にそう教えられていなかったとしても、オレはソナを敵とは認識していなかったかも知れない。

　彼女自身がオレを介して神楽坂かぐらざかを守ろうとしていることは理解できていたし、命がけでオレを守ろうとしたり、力の使い方を助言してくれた。

「一応確認しておくが、……お前、ルシオンたちとどんな話をしたんだ？」

「と言うと？」

「お前は神楽坂の身体からだを宿り木にしてるって言っても、魔将だろ。それをルシオンが何の理由もなしに放置するとは考えにくい。学校にだって通ってるし、さっきも、しぶっちゃいたがオレと同行することを許可した」

　その疑問を抱くことは、ソナも十分わかっていたのだろう。短く教えてくれる。

「取引をしたの」

　隠すことなく、ソナははっきりとそう口にした。

「鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうと言う男に対し全面協力する。それが私が生かされる条件だった。あちら側にとっても、私の存在は好都合だったってこと。だから承諾された」

「天使に従うのか、悪魔が」

「地獄にいれば、天使に始末される心配はない。だけど、この人間界では勝手が違う。大天使たちがその気になれば、人間の身体に魂を宿している私を、久く遠おんごと始末するのは赤子の手を捻ひねるよりも簡単。自分の身体と比べたら、力もほとんど使えないから」

　それほど、天使たちの力は強大だってことか。

　それと同時に、容赦のない存在だってことが読み取れる。

　天使に不都合なことがあれば、人間である神楽坂の命などどうなっても構わないということなのだから。

「今言ったことは私の推測。全部信じなくていい」

「ああ、そのつもりだ。オレは天使も悪魔も、どっちかだけを信用しない」

「……うん。それでいい」

　オレと神楽坂は、三つ目の広場を抜ける。

　しかし、未いまだに周囲の景色は変わることなく、ループを繰り返している。

「……このまま闇やみ雲くもに歩いていても、解決はしないかも知れない」

「だったらどうすればいい？　悪魔の力で何とか出来ないのか」

「私は久遠と同化した。悪魔の力は日々失われてしまっている。気配は感じることが出来ても、結界を破ったりすることは出来ない」

　どうやら、この結界は自力で何とかするしかないらしい。

　壁に手を当て、目を閉じる。

「もしかして結界を破ることが出来るの？」

「……できない。何となくだ」

「そう……」

　突っ込まれたことで気恥ずかしくなり、オレは壁から手を離した。

「とりあえず、進むぞ」

　今できるのはこの路地が無限に続くループでないことを信じるだけだ。

　５回でも６回でも、広場を通過してやる。

　その変わらなかった周りの状況が変わったのは、それから数回路地を潜くぐり抜けた時だった。ポケットにしまっていた携帯が鳴る。着信はルシオンからだった。

「随分遅かったな。外には出られたのか？」

「聡そう一いち郎ろうと別れた後、１分ほどで住宅街に戻れた。電波が入っていなかったのだ」

　電波が？　携帯を耳から離し確認するが、しっかりと３本アンテナは立っている。

「まぁいい。それで、エリーゼとティーリは見つかったのか？」

「まだだ。何度路地を通っても、同じ広場に繫つながってる」

「そうか……ひとまず二人が見つかるまで、私は桃もも恵えと渚なぎさを保護しておく」

「それがいいだろうな。何があるかわかったもんじゃない」

　話しながら、再び路地に入っていく。

「リズが無茶しないように、ちゃんと見張ってろよ？」

「言われ─ま───。リ───」

　路地に入った直後、急激に電波が悪くなり、ルシオンの声が途切れてしまう。

　程なくして通話が切れる。画面には圏外の文字が浮かび上がった。

「なるほど。路地に居る間は連絡が取れないってことか」

　エリーゼにもティーリにも携帯が繫がらないわけだ。

　再び路地を抜けた時、ルシオンに電話をかけようとして、その手を止めた。

　今まで何ひとつ変化しなかった広場に大きな変化がひとつ起こっていたからだ。

　壁にもたれながら、顔を伏せている大柄の男が一人。

「……二人を探してて、逆にお前が見つかるなんてな」

「さ、鮫さめ島じま……？　おまえ、なんでこんな所に……」

　路地に蹲うずくまっていたのは、ボロボロの姿になった藤ふじ宮みや守まもるだった。

　信じられないものを見た、と言う様子でオレたちを見上げている。

「何やってんだよ。勝手に妹に頼るように言いやがって」

「……いろいろあったんだよ」

　藤宮は自分で立ち上がろうとしたが、足腰が言うことを聞かないのか、自分の力では起き上がることができない。

　手を差し伸べるが、藤宮はその手を握らなかった。

「何度も頼れるかよ……」

　そういい、壁に手をつけながら、藤ふじ宮みやはゆっくりと立ちあがった。

「事情を説明しろ。事と次第によっちゃ、また地面に伏すことになるぞ」

「……説明できるなら、苦労しねぇよ……帰れ」

「なんだそりゃ」

　明らかに藤宮の態度はおかしかったが、頑かたくなに事情を説明しようとしない。

「こんなところを見られたら、色々面倒なんだ、さっさと帰れ。渚なぎさに心配かけんなよ」

「うるせぇ。かけないために、こっちは命がけなんだよ……」

　そう言い、ボロボロの背を向けた藤宮。

　一見して身勝手な行動で、説明不足なのは否めなかったが、オレはその背中に、青臭くも漢を見た気がした。

「それでは納得いかない。きちんと説明したら？」

　ソナが言った言葉を、オレは腕で遮る。

「オレに頼らなくていい。だが、渚の面倒をオレに見させた責任として、おまえを困らせてる張本人のところに連れて行け。どうせいるんだろ？　この先に」

　藤宮はその場に立ち止まると、振り返ることなく言った。

「俺にそんな力はねえよ……ただ、歩くだけしかな」

　壁づたいに歩く藤宮の後ろにつき、オレと神楽坂かぐらざかは奥へと進む。

　この場所に藤宮がいること、渚に異変が起き始めていること。

　そこに悪魔が関係しているのは、ほぼ間違いないだろう。
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　藤宮について路地を抜けると、そこにはここに入って初めての別の景色が広がっていた。

　先ほどまで何度も訪れた広場と似た空間には違いないが、明らかに別の場所だ。

「くく、鮫さめ島じま。久しぶりだな……」

　路地の最も奥、暗がりの最深部にその男はいた。

　白髪の髪を指先でいじりながら、ニヤニヤと薄気味の悪い笑みを保ち、オレと神楽坂を値踏みするように視し姦かんしてくる。そしてその傍そばには、四人の男が、虚うつろな目をしてジッと立っている。

　藤宮は何も語らなかったが、拳こぶしを握りしめ震わせている。

　ただその行動で藤宮は、こいつのせいで家を離れ、渚と連絡を絶っていたのだということが分かった。

「まさか、こんなところでまた会うなんてなぁ。運命って奴やつかぁ？」

　先日の学校での悪魔襲来に際し、神楽坂かぐらざかに斬きられ逃げ出した男・矢や嶋じまだった。

　矢嶋はゴミ袋の束をソファー替わりに使っていて、優雅に構えていた。

　オレと対面しても臆おくしたり、逃げ出すような素振りは全く見せない。

「ここには藤ふじ宮みやを追って来たのか？　ん？」

　子供の様にころころと表情を変える矢嶋。その様子が、気味悪い。

「何が狙ねらいだ。お前は藤宮に何をさせてる」

「何をさせてる？　こいつは自分の意思でやってきて、自分で俺の協力をしているのさ。奉仕の精神って奴やつだ。なあ、そうだろバカでアホ、クズの藤宮よぉ？」

　藤宮は言い返すこともせず、黙って侮辱とも取れる言葉を受け止める。

　やはり弱みを握られているのだろう。普段であれば絶対にこんなことを黙って聞き流す藤宮ではない。

「それは強要してるって言うんだ。知ってたか？」

「そうなのか？　へえ。ほーっ。くく、で、だとしたらなんだってんだ？」

「今ここで、おまえを斬り捨てる」

　ソナは露骨に殺気を放ち、刀を構えた。

「おいおい、物騒だなあ。おまえらをこの場所に招待してやったのは俺だぜ？　ぐるぐると人のアジトで迷ってやがるから、仕方なく呼んでやったんだ。まぁ、どうしてもって言うなら相手してやってもいいんだけどな」

　前回呆あつ気けなくやられておきながら、矢嶋は余裕綽しやく々しやくの態度を見せ続けている。

　発言から察するに、結界を張ったのは矢嶋なんだろうか。

　以前対たい峙じした時には、そんな強力な力を持ち合わせているようには思えなかったのに。

「やめとけおまえら……こいつは、人間じゃない……悪魔だ」

「悪魔っておまえ、どういう意味で言ってるかわかってるのか……？」

「この前学校で矢嶋とやりあって、その日熱が出たんだよ。珍しくな……。で、その時渚なぎさに看病してもらってから、俺たちはどうにもおかしいことになったらしい」

　悪魔となった矢嶋との一戦が引き金になって、天使の力が目覚めたのか。

　小さくそう言い、藤宮は握りこぶしを壁に叩たたきつけた。

「俺はバカだから確かな理由なんてわかんねぇが、とりあえず最悪だ」

「……悪いな」

「ふんっ。別に鮫さめ島じまを責めるつもりで言ったんじゃねえ。矢嶋が丁寧に教えてくれたぜ。おまえが天使や悪魔に狙われてることとか、その辺をな」

　藤宮の話を、矢嶋はニヤニヤしながら聞き入っていた。

「なんでわざわざ藤宮に説明したのか不思議か？　くくっ、天使や悪魔なんてリアリティのない話を信じてもらうためさ。そうすることで初めて、こいつの妹を人質にとれる。藤宮は不良どもと繫つながりがあるからな、多少消えたところで足のつかない連中が必要だったのさ」

　確かに、藤ふじ宮みやは足のつきにくい男の一人だ。

　事実、学校の生徒も、教師も、親でさえも、当初は心配はしていなかった。

「俺はただ、逆らえば妹の渚なぎさを殺すぞ？　って言っただけなんだがなぁ」

　悪魔らしい、実に鬼畜な発言だ。

「藤宮は自主的に協力してくれてるのさ。この俺の傷を癒いやすために」

　どうやら、ソナに斬きられた傷は、こいつの中に深々と刻み込まれていたらしい。

　ここにいる藤宮以外の男たちも、何かしら矢や嶋じまに利用されていたんだろう。

「矢嶋とはどこで会ったんだよ」

「……学校でやりあった後、俺は矢嶋と決着をつけるつもりだったんだよ。あいつが俺様の舎弟に、相当ひどいことをしやがったからな」

「で、見つけたはよかったが、あっけなく返り討ちにあったってことか」

「くっ！　まさか矢嶋が悪魔だったなんて、思いもしなかったんだよ！」

　どうやら図星らしい、藤宮は苦々しく叫んだ。

「藤宮よぉ、まさか事前に鮫さめ島じまに助けを求めてたなんてなぁ。意外だったぜ。おまえらは犬猿の仲だから、絶対にないと思ってたんだが……念押ししておくべきだったか。それともお前の妹の渚、始末しておくべきだったかぁ？」

　後悔よりも、愉快そうに矢嶋は笑った。藤宮はそのゲスな発言に唾つばを吐き捨てた。

「犬猿だからこそ、そいつの力量や、考えてることがわかんだよ」

　藤宮は一歩踏み出す。

「俺ぁもう逃げねえ……これ以上黙ってられるかってんだ」

「ほう？　あれだけ痛めつけられてまだ俺に逆らうのか？　可愛かわいい妹がどうなってもいいのか？　この後でぶち殺しに行ってやってもいいんだぜ？」

　藤宮の身体からだが一瞬硬直する。

「心配するな。おまえの妹はしっかり保護されてる、絶対に大丈夫だ」

「……そういうことらしいぜ」

「くくっ。確かに、あの天使どもは厄介そうだ。だが早まるなよ藤宮、これはもう普通の人間が立ち入るような話じゃねえんだよ。たとえおまえが、天使として覚かく醒せいしかけているとしてもなぁ」

　今、なんて言った……？　矢嶋の奴やつ、なんて言ったんだ？

「おい。今なんて言った？」

「藤宮が天使として覚醒し始めてるって言ったんだよ」

　矢嶋は心底おかしそうに笑った。

　オレも思わず、そんな矢や嶋じまを見た後に、藤ふじ宮みやの顔を凝視した。

「て、天使？　噓うそつけ、悪魔の間違いじゃねえのか？」

「噓じゃねえよ。こいつは天使になろうとしてんだよ。驚きだろ？」

　オレと矢嶋はにらみ合う。

　そして────

「ぎゃはははは！　信じられるか？　この藤宮が、天使になろうとしてんだぜぇ？」

「た、確かに……は、はは……ありえねぇ」

　オレと矢嶋は初めて思いが通じ合い、思わず笑った。

「笑うな！　な、なんかの間違いに決まってるだろ！　俺様は大悪魔なんだよ！」

　天使と言われ、不良の藤宮が嬉うれしいはずもなく、必死に否定する。

「……なるほど。確かに彼から天使の気配を感じる」

　ダメ押しされるように、ソナからの判決が下った。

　どうやら渚なぎさだけじゃなく兄の藤宮守まもるまで、天使としての進行が進んでいるらしい。

「天使って……絶対そんなツラじゃないだろ……」

「顔は関係ねえ！」

　吠ほえた藤宮は、ボロボロの状態で矢嶋に飛び掛かった。

「うおおおおおおお！」

　矢嶋は動くこともなく、にやけたままその動きを見つめている。

　そして───ハエを払うかのような動作で、藤宮を吹き飛ばした。

「何度挑んだって無駄だって。いい加減悟れ」

　どうやら、藤宮が矢嶋に喧けん嘩かを挑んだのは今回が初めてじゃないらしい。

「俺はよぉ藤宮。昔のよしみってだけじゃなく、おまえのタフさは買ってんだ。どれだけ勝てない相手にも怯ひるまず挑むのは、男だと思うぜ」

「くっ……！」

　藤宮は起き上がろうとしたが、もう足腰が言うことを聞かないのか、起き上がれない。

　しかし……それでも藤宮は、ゆっくりと立ち上がった。

「タフにもほどがあるだろ……」

　以前から、そういう節はあったが、今回は明らかに常軌を逸した頑丈さだ。

「どうやら、彼は無意識のうちに自らを治癒しているみたい」

　その様子を見ていたソナが、隣でそう口にした。

　天使には、傷を癒いやす治癒を使える存在がいる。身近で言えばエリーゼがそうだ。普段は数日かかるような傷を負っても、エリーゼが瞬く間に癒しているのを、何度か家で見た覚えがある。その力を、藤宮が使ってるってことか……。

「俺様は、不死身の、藤宮様だぞ……簡単にやられるかよ！」

　身体からだだけじゃなく、心までもタフな藤ふじ宮みやは、再度矢や嶋じまに仕掛けを打った。

　だが、緻ち密みつな作戦や戦略は何もない。当たって砕けろの精神のみでの突撃。

「いい加減にしろよ、そろそろウゼェ！」

　飛び込んだ藤宮の顔面に、カウンターの蹴けりが決まる。

「うぶっ!!」

　それをモロに受けた藤宮は、後ろに吹き飛び、そのまま地面に仰向けに倒れ込んだ。幾ら治癒していたとしても、意識を失えばそれまで。それ以上動くことはなかった。

　追い打ちをかけようとしていた矢嶋だが、刀を手にしたソナを睨にらみつける。ソナは今にも飛び掛かりそうな構えだった。

「怖い殺気がびりびり飛んできやがる。またバッサリと斬きられちゃたまんねえぜ。これだけ時間が経たっても、まだ完全に治癒しやがらねえ。これが魔将の力って奴やつか？」

　以前斬られた腹をさすった。

「私が斬った相手は、治癒能力が激しく低下する。今そうして生きていられるだけ奇跡。でも次は必ず仕留める」

「そう急かずに落ち着けよ。言っておくけどな、ここは学校じゃない。俺のテリトリーだぜ？　それに───」

　矢嶋が視線を送ると、ここまで微動だにせず様子を見守っていた男たちが動いた。

　どの男たちも、よく見れば恐怖に怯おびえた顔をしている。

　そして、男たちが奥から連れてきたのは、見慣れた一人の美少女、エリーゼだ。

「そ、聡そう一いち郎ろうさん……ごめんなさい、捕まってしまいました……」

「お前らが俺のテリトリーに入った瞬間から、念のために人質を確保しようと思ってな」

　どうやら、早い段階からオレたちが結界内に侵入していたことは察知されていたらしい。

「荒あら崎さきの次は渚なぎさ、渚の次はエリーゼか。進歩しないやり方だな」

「人質ってのは、古来から有効な作戦なんだぜ？　特に人間ども相手にはなぁ」

　ソナは飛び掛かるタイミングを窺うかがっているが、その隙すきを見つけられないらしい。

　エリーゼの前に、肉壁として立ちはだかる男たちが、邪魔なのだろう。

　そして、矢嶋はただならぬ気配を漂わせていて、その堂々たる態度も不気味な理由の一つだ。たとえ踏み込んでも矢嶋を仕留め損ねた場合、エリーゼの身は窮地に立たされる。

　それがわかっているからこそソナも迂う闊かつに動けないのだ。

「さっさとエリーゼを解放しろ」

「解放？　くくく、それは出来ねえ相談だなぁ」

　白髪の男、矢嶋は手招きでエリーゼを呼び寄せ、その美しく流れる髪に触れた。

　そして、それを鼻先に持っていき、露骨な態度で匂においを嗅かぐ。

「人間だったら、良い匂いってなもんで、興奮するんだろうなぁ。だが、悪魔からしたら臭くせぇ臭ぇ。天使の臭においがぷんぷんしやがる。あー、こんな臭い嗅かがされたら、殺したくなるよなぁ？」

　エリーゼは屈辱に唇を強く結び、耐えている。

「てめぇ……」

「おぉっと、態度には気を付けろよ？　俺の機嫌を損ねたら、わかるな？」

　トントン、と指先でエリーゼの首を軽く叩たたく。

　その気になればこの場でエリーゼの首を刎はねることも出来るって言いたいんだろう。

「この状況をどうしたい。オレや神楽坂かぐらざかを始末したい、ってか？」

「それも悪くないんだけどな。鮫さめ島じま、お前はともかくそっちの方はおっかなくてよ。いざとなればこの人質を見捨てて、俺を殺しにかかるかも知れない。それじゃあ、困るってもんだ。そこで、ひとつ取引をしようじゃねえか」

「悪魔と取引か。ゾッとしない話だな」

「この女は無事に帰してやる。だから今回は大人しく帰れ。どうだ？　実に良心的な話だろ？　くくっ」

　笑いながら提案する矢や嶋じまだが、その中身はそれほど悪い話じゃない。

　もちろん、それが本当ならの話だが。

「……もう一人、おまえが人質にしてるのがいるだろ。そっちも連れてこい」

「もう一人？　誰だれのことだ。覚えがないな」

「ティーリのことだ。ピンク色の髪の女だよ」

「確かに、もう一人いたな、そんなのが。だが、それは俺じゃねえ」

「とぼけんな。ここはおまえのテリトリーなんだろうが。そいつも解放しないなら、悪魔との交渉なんてするつもりはない」

「くく……ま、別にいいか。こっちはこっちで後で色々役割があったんだが」

　路地の奥から、二人の男とティーリが姿を見せる。

　遠目からも、ティーリが男たちに拘束されているのが分かった。

「そーいちろー……」

　ティーリはぐったりとした様子だ。もしかして、何かされたのか……？

「暑い……」

　ただ暑いからだけだった。どんな状況でもティーリらしさを失わないのは、悪い部分でもあり、良い部分でもあった。

「取引の中身はこうだ。人質は二人とも解放してやる。ただし、最初に解放するのは一人。そして、その神楽坂って女と一緒に先に帰らせる。テリトリーから出たことを確認したら、その後でもう一人を解放してやるよ」

「そんな話飲んじゃいけない。私がいなくなれば、きっとあなたを殺しにかかる」

「信じるしかないんだよ。たとえ悪魔相手でも、それしか救う道はないんだからな」

　この場での選択肢は、間違いなく限られている。

「神楽坂かぐらざか、お前は先にルシオンたちのところに戻ってろ。藤ふじ宮みやも連れてな」

「ダメ。あなたが殺される」

「オレは易やす々やすとやられたりはしねぇよ。それに、今やるべきことは一つだ」

　囚とらわれているエリーゼとティーリを無事に救出すること。それしかない。

「分かってるじゃねえか。そういうことだ、な？　大人しく戻れや。で、鮫さめ島じまよぉ。まずはどっちを解放する？　美人の天使か？　可愛かわいい悪魔か？　自由に選べよ」

「……エリーゼ、天使だ」

　その問いかけに、オレはほとんど間を置かず、答えた。

「ほう？　まぁ、悪魔を助けるよりは天使を助けた方がいいよな。わかるわかる」

「わ、私より先にティーリさんを助けてあげてください」

　エリーゼは自分が拘束されているにも拘かかわらず、ティーリを気遣いそう言った。

「いや、まずはエリーゼだ。その決定は変わらない」

　ティーリは、そのオレの決定を黙って聞いていた。何一つ反論せず。

「いいだろう。解放してやれ」

　矢や嶋じまは男たちに命令し、エリーゼを解放させた。

　神楽坂はすぐエリーゼの傍そばに駆け寄り、その身柄を守る。

「無理はしないで。逃げることも、時には勇気です」

「大丈夫だ。藤宮、おまえも早く家に帰れ、渚なぎさが心配してるぞ」

「お、俺は逃げねえぞ……。こいつを止めなきゃ、渚が襲われる可能性はなくならねえんだ……矢嶋との決着は、俺がつけるっ」

「そんなボロボロの身体からだで何が出来んだ。後はこっちで何とかしておく」

「従えよ藤宮。もうおまえに用はないからよ、おまえの妹もどうでもいい。くくっ」

「信じられるか、悪魔の言うことなんてよ……」

「そりゃ確かに。が、信じるしかねえんだよ、悪魔と知っていながらもな」

「矢嶋の言う通りだ。神楽坂、藤宮を暴走させないようにしてくれ」

「出来るだけ善処します」

　藤宮は最後まで渋っていたが、オレの邪魔になると理解すると、ゆっくりと元来た道へと戻っていった。残されたのは、オレと矢嶋、取り巻きの男たちと、ティーリだけだ。

「これでいいんだろ？　ティーリを解放しろ」

「……お前もバカだな鮫島。悪魔と取引なんて成立すると思ってるのか？」

　矢嶋は、憎たらしいほどの笑みを作る。

「思ってねえよ。あっけなく人質を返すくらいなら、最初からエリーゼもティーリも必要ないだろ。それに、オレたちをここに呼び寄せる必要もなかった」

　もしエリーゼもティーリも健在だったなら、オレたちは早めに引き上げていただろう。

　そして後日ルシオンや神楽坂かぐらざかと少数精鋭で再びここを訪れていた。

　その時、恐らく矢や嶋じまはこの場所から姿を消しているはずだ。

　どんな力を身に着けたにせよ、ルシオンと神楽坂を相手にするのは危険だ。

　なら、人質を取ってまで正体を晒さらした理由は、ひとつしか考えられない。

「オレが目的、ってことなんだろ？」

「それが全部ってわけじゃないが、まあそういうことだ。しかし残念だぜ。後に残ったのが天使だったら面白かったんだけどな。知ってるか？　悪魔が天使を凌りよう辱じよくすると、天使は堕天使になる。堕天使ってのは天使でもなければ悪魔でもなく、そして人間でもない異端な存在だ。見てみたかったぜ、堕天使ってやつ」

　残念そうにしながらも、矢嶋はわざとらしくベルトに手をかける。

「じゃあ、もし小悪魔を犯したら、一体どうなるんだろうなぁ？　それはそれで興味が湧わくってもんだ」

「もしティーリに指一本でも触れてみろ。オレがお前を殺す」

「天使より先に助けてやらなかった癖に、随分と偉そうだな。小悪魔も悲しんでるぜ？　なぁ？」

「別に……そーいちろーがエリーゼを先に助けるのは、わかりきってたし」

　怒った様子も見せず、ティーリは小さくそう漏らした。

「なるほどなるほど。鮫さめ島じまは天使の姉ちゃんにゾッコンってわけだ」

「アホなこと言ってんじゃねえ。さっさとティーリを解放しろ」

「断る」

　オレの言葉に合わせて、ずらりと男たちがオレを取り囲む。

「おまえら、その男を始末したら解放してやるよ」

　矢嶋の一言に、男たちは歓喜の悲鳴を押し殺しながらあげた。

「こ、この男を始末したら、帰れる……帰れるんだっ！」

　じりじりとオレとの距離を詰めてくる。全部で四人。普段ならそれほど厳しい戦いじゃないが、こいつらは矢嶋から解放されたいと死にもの狂いで挑んでくるだろう。そういう相手は手ごわい。

「反撃してもいいぜ、鮫島。これは余興だからな」

　矢嶋はパンパンと手を叩たたきながら、愉快そうに見物を決め込んでいる。

「うあああああああああああああ!!」

　男たちがほぼ一斉に攻撃を仕掛けてきた。

　動きそのものは特別速くないし、何か武術のようなものを使っているわけでもない。そのレベルの相手なら、複数でも問題無い。

　攻撃を避よけながら、的確に相手の隙すきに、一撃必殺の拳こぶしを叩たたき込む。

　オレが数々の喧けん嘩かで身に付けたのは、如い何かに素早く相手を倒すか、と言うこと。

　一撃で相手の戦意を折ることが出来れば、時間を無駄に消費することもない。

　４発叩き込んだところで、四人の男たちはほぼ同時に地面へと倒れた。

「やっぱ、普通の男じゃ歯が立つわけねえよな。元々人間の力しか持っていない時から、悪魔として恐れられてたくらいだしよぉ」

「だったら、何で無駄に攻撃させた。何の意味があったって言うんだ」

「意味ならあるさ。本当かどうか知りたかったのさ、おまえの右目が、本当に失明してるかどうかをな」

　下を向いていたティーリが、ゆっくりと顔を上げる。

「……どういうこと？　なんでそーいちろーの右目が……見えないって……？」

「くくっ。おまえのせいだ小悪魔。おまえのせいで右目を失ったんだよ、鮫さめ島じまは」

「あ、あたしのせい……？　なにそれ、意味わかんない……」

「おいクソ野郎。何適当なことベラベラ並べたててんだ。オレは右目もちゃんと見えてるし、ティーリのせいでどうこうなったことなんてねえんだよ」

「さあ、それはどうだろうな？」

　そんな矢や嶋じまの声が、右耳の傍そばで聞こえた。

「な───」

　強烈な左拳が、オレのボディーに突き刺さる。

　その痛みは、普通の人間に数十回腹を殴られたような壮絶な衝撃だった。

「見えなかったろ？　オレの動き。右側の死角を利用させてもらったんだよ」

　避けようとステップを踏むが、またも視界から矢嶋が消失する。

　そして、次の瞬間には右腕に蹴けりを見舞われ、オレは吹き飛んでしまう。

　硬く雑な床を何度も転げ、朽ち果てそうな壁に身体からだを打ち付けた。

「右目見えてないんだろ？　だから、防ぎきれないんだよ、鮫島」

　矢嶋はぐりぐりとオレの顔を踏みつぶし、悪魔らしい不敵な笑みを浮かべている。

「あの鮫島に、喧嘩で勝てる日が来るなんて、夢のようだぜ。喜びの気持ちが溢あふれてきやがる。もうそんな感情捨てちまったと思ったが、意外にも熱いもんが残ってたようだ」

　何度も何度も、人様の頭を踏みつけ、高らかに勝利宣言を掲げやがる。

「悪魔の力を使ったって、ずるじゃねえよな？　お前だって似たような力持ってんだ。それを使う使わないは自由で、負けた言い訳にはできねえ。そうだろ？」

　顔面を蹴り上げられ、オレはもうひと回転し、砂利を舐なめさせられた。

「っぷ、く……！」

「そーいちろー、何やってんのよ……あんた、ほんとに右目、見えてないの？」

「っせぇ……見えてんだよ……見えてんだよ！」

「見えてねーよ」

　矢や嶋じまのつま先が、みぞおちに突き刺さる。

「かふっ───！」

　さっきまでの男たちの攻撃とは、まるでくらべものにならない。

　ハンドガンと、ガトリングガンくらいの圧差だった。

　矢嶋から繰り出される一撃は、かつて天使に殴られたときと同等か、それ以上。

　間違いなくこいつは、もう完全な悪魔になってしまっている。

　頭の中でティーリと二人で逃げる方法がないか考えるが、どうにもならないという結論にしか至らない。仮にオレ一人であっても、こいつからは逃げきれないだろう。

　矢嶋がまたオレの頭に、ブーツの厚底を乗せ、ぐいぐいと力を込めて押しつぶしていく。

「このまま脳みそが飛び出すまで、踏みつぶしてやろうか？」

「く、がっ……！」

　痛みに思わず砂利を握りしめるが、オレには足をどける力もなく、耐えることしかできない。

「天使か悪魔の力を使ってみせろよ。鮫さめ島じまぁ、なぁ、おい」

「あ、が、ぐ、あああっ！」

「このまま死んでもいいのか？　え？」

「オレは……人間だ……！　もう、そんな力、使うつもり、ねえっ！」

「なるほどな。大切な女も助け出せたし、後悔はないか？　こんな小悪魔だったら、別に助けなくてもいいってわけか」

「ち、ちが……」

　矢嶋の足が、再び強く顔へと押し付けられる。

「俺に勝つ意思がないってことは、つまりそういうことだろ」

「お……オレは……」

　意識が朦もう朧ろうとし、遠のいていく。

　くそ、こんなところで、気を失ったら、オレもティーリも助からない……。

　だが───

　これ以上力を使えば、オレは人間ではいられなくなる……。

「ったく……このまま殺すのは簡単だが、今の俺はそうもいかないからなあ」

　矢嶋は足をどけると、オレの髪を摑つかみ、顔を持ち上げた。

「おまえ、魔将になれるんだろ？　悪魔になっちまえよ、楽しいぜ？　悪魔は」

「ざけんな……オレは人間だ。てめぇが悪魔になろうが、関係ない」

「やれやれ」

　手を放すと、矢や嶋じまはティーリのもとに歩み寄っていく。

「この小悪魔でも、殺せば多少は鮫さめ島じまの心が揺さぶられるか？」

「……あたしなんかには、そんな価値ないわよ……」

「まぁなあ、見捨てられたようなもんだしな」

　憐あわれむようにティーリを見た後、首筋に手を当てた。

「けど、一応殺してみるか」

「え……」

　ピッ、と僅わずかにティーリの首筋が切れた。そこで初めて、ティーリの瞳ひとみに恐怖が宿る。

「っざけんなコラ！」

　オレが立ち上がる力を残していたとは思いもよらなかったのだろう。無防備に背中をさらけ出していた矢嶋の背中をオレは思いっきり蹴けり飛ばした。

　そしてすかさず、ティーリの腕を摑つかむ。

　だが、ティーリはオレを拒絶するように、足を動かそうとしなかった。

「逃げるぞ……」

「……あたしなんて連れていっても、邪魔でしょ……」

「あ？　何言ってんだお前……」

「あたしは悪魔だし。あんたには、大切に想おもわれてるわけもないし……。さっさと戻って、エリーゼを安心させてやればいいじゃない」

「……まさか、矢嶋が言ったこと気にしてんのかよ」

「あんたがエリーゼを先に逃がしたのは事実じゃない。別に、責めてないけど……」

　責めてはいないが、気にはしてるってことだろう。

「確かにオレはエリーゼを最初に逃がした。でもな、それはエリーゼの方が心配だったからじゃねえ」

「いいって。そんなの、いちいち言い訳しなくたって」

「言い訳だと？　ふざけんなよ」

「あたしは───」

　矢嶋から逃げる時間はあったはずだった。だが、ティーリとの言い合いをしている間に、口元の血を拭ぬぐいながら、ゆっくりと矢嶋が立ち上がった。口から一本の歯を吐き出す。

「あー痛ぇ。前歯が折れたじゃねえかよ」

　不気味に笑い声を漏らしながら、矢嶋はゆらりゆらりと身体からだを揺らす。

「このまま大人しく帰すのも面白くねえよなぁ……ちょっとだけ、俺の力見せてやるよ」

「遠慮したいもんだ。悪魔の力なんて見るのも相手にするのももう懲り懲りだからな」

「そう言うなって。これが中々面白い力なんだ」

　矢や嶋じまは傍そばに倒れている四人の男たちの近くへ歩み寄ると、頭を蹴けり飛ばした。

「起きろ。出番だ」

　気絶している男たちは、オレの一撃を食らっている以上、当然立ち上がることなど出来るはずがない。

　仮に意識を取り戻したところで、満身創そう痍い、満足に喧けん嘩かなんて出来る状態じゃない。

　だと言うのに……矢嶋に蹴られた男たちは、揃そろいも揃って、静かに起き上がり始めた。

「何をした……」

　明らかに常軌を逸した光景に、思わず言葉が出る。

「心の弱い人間を支配し、操る力。それが俺に宿されていた悪魔の力だ。今のこいつらは恐怖で命令を聞くだけの中途半端な状態とはわけが違うぜ？」

　立ち上がった男たちは、生気のない瞳ひとみでオレとティーリを見つめている。

　まるで命令を待つ忠実なる機械のように。

「リベンジだ。いけ」

　パチンと指を鳴らした瞬間、無言で男たちがオレに襲い掛かる。先ほどまでより、明らかに動きが速い。

　男たちの狙ねらいは自分だけと咄とつ嗟さに判断し、素早くティーリと距離を空ける。男たちの鋭い攻撃が飛んでくる。一人目の男の拳こぶしは避よけたが、二人目の蹴りが、背中を直撃する。

　砲丸をぶつけられたような、重く鈍い一撃。身体からだの踏ん張りが利かない。

　さらに正面に回った別の男から顔面に貰もらったパンチで、顔が歪ゆがむ。

「くははははは！　無様だなぁ鮫さめ島じま！　力を使ってみろよ！」

　矢嶋の挑発に反発するように、悲鳴を上げる体に鞭むちを打ち、目の前の男の顔面に蹴りを叩たたき込んだ。間違いなく脳のう震しん盪とうを起こすレベルの一撃だった。

　しかし、男は怯ひるむどころか痛みすら感じていないのか、オレの一撃を無視して襲い掛かる。

　そしてオレの身体を摑つかむと、首筋にかぶり付いてきた。

「ぐあああっ！　離れやがれ、吸血鬼かテメェは！」

　二度、三度と頭部を殴り、強引に男の顔を引きはがす。

　ベリベリと皮と肉が持っていかれる音が耳に届いたが、四の五のいってはいられない。

「はーっ……はーっ……！」

　誰一人として、殴り倒すことが出来ない。

　これが矢嶋の言う悪魔の力だとすれば、もはや生身のオレに勝機はなかった。

「……なんで、逃げないのよ……」

「おまえこそ、何ぼけっと突っ立ってやがる……さっさとルシオンと合流しろ……」

「あたしは───」

　ティーリとの会話中にも、男たちは容赦なくオレへと追撃を行った。

　もっと上う手まく立ち回れば、すぐにでもオレを倒せるにも拘かかわらず、男たちはなぜかとどめの一撃になるような攻撃だけは仕掛けてこない。

　命令する矢や嶋じまの性格が、よく出ている仕掛けだった。

「簡単に倒したら面白くないだろ？　なあ？　くくくく」

「く……」

　倒れそうな状態になれば、男たちはオレの様子を見るように距離を置いてくる。

　このままいっそ、この場で倒れて楽になってしまいたいくらいだ。

　これだけ徹底的に殴られたのは、まだ弱かったころ、小さい時以来だな……。

　オレは傷だらけになった両の手を広げ、深呼吸するようにゆっくりと息を吐いた。

　ここでもし、天使の力を使えたとして、状況を打開することは出来るだろうか。

　打開できたとして、身体からだは持つのだろうか。

　右目を失い、危うく聴力を失いかけた。

　今度失うものは、それ以上に取り返しのつかないものかも知れない。

　だが───。

　傍そばにいるティーリを、危険な目に遭わせることはしたくない。だったら……。

　以前、神楽坂かぐらざか……ソナに教わったように、天使の力を使おうと試みる。

　それを感じ取った矢嶋は、阻止するでもなく、ジッとオレの様子を窺うかがっていた。

　力を使えるものなら、使ってみろ。そう言っているようだ。

「……どういうことだ……」

　しかししばらくの間、精神を集中させてみたが、一向に変化が訪れない。

「拍子抜けだな。何も使えないのかよ」

　どっしりと構え歩み寄る矢嶋は、またもオレの死角から左拳こぶしを振るい頰ほおを殴りつけた。

「っつ……」

　もうほとんど体の動かないオレは、なすすべもなく膝ひざをつく。

「全く、藤ふじ宮みやの奴やつを探しに来て、偉い目にあったぜ……」

　もはやオレの生活において、天使や悪魔との関係を断つことは不可能なんだろうな。

　ティーリのアホは、勝手にエリーゼとの優劣に不満を感じて言うことを聞かないし。

「なんでこうなるんだよ……」

　やりたくもねえ、喧けん嘩かをさせられる。

　関わりたくもない悪魔に襲われ、知ってる連中が傷つけられる。

　そんなオレの嘆きを、ティーリは拾い上げた。

「あたしのせいよ。あたしが、あんたの前に現れたから……」

「……そうだな。否定しねえよ、それは」

　ティーリが人間界にやって来なければ、オレは普通の人間のままだった。

　当たり前の生活を送っていたはずなんだ。

「……当たり前の生活か……」

　友達と呼べる者は一人もいない。家族と呼べる存在も一人もいない。

　毎日孤独の中、関かかわるのはオレを憎み、殺意や敵意を向けてくる連中だけ。

　男も女も傷つけて、それを繰り返すだけの生活。

　じゃあ、今の生活と比べた時、果たしてどっちが満たされているのだろうか。

　傍はたから見れば、どっちも最悪にしか思えないはずなのに。

　どう考えても、ティーリやエリーゼ、ルシオンたちと関わっている非日常の方が、心の隙すき間まを埋める生活を送らせてくれている。

　多くの不満を包み込むような、充実した日々を送れていた気がする。

　非日常の方が日常らしいって変な矛盾だ。

　オレは無意識のうちに笑みを零こぼした。そして固く口を結ぶ。

　目の前に居る矢や嶋じまは、非日常の中に起こる出来事のひとつってだけじゃない。

　その非日常を破壊しようとしてくる存在のひとつだ。

　こいつらを野放しにしていたら、今の生活は壊れてなくなってしまう。

　綻びひとつ見逃せば、やがてすべてが崩れ去っていくだろう。

　ティーリが居なくなっても、エリーゼが居なくなっても、この生活は結局成り立たない。

　なら、オレは今、この状況に心底ムカついてるんだろうな……。

　ただただ不愉快極まりないと感じている。




　いっそ、殺してしまいたい、と脳裏をよぎるほどに。




　そんな吐き捨てたくなる感情の中で、天使の力を行使するなんて、都合の良い話あるはずもない。ティーリを助けたいと思ったとき、荒あら崎さきを救いたいと思ったとき、オレは怒りよりも、守りたいと言う気持ちの方が強かった。

　だから───天使の力を使うことが出来たんだろう。

　じゃあ、今のオレには、この状況を奪回するチャンスはないのだろうか。

　ティーリが危険な目にあい、命を落としかけなければ、力を発揮できないのか？

　実に不便な話だよな、それって。

　天使じゃないオレには、自由に力をコントロール出来ない。




　……なら、もう一つの力を使うことなら、出来るかも知れない。




　天使の力がプラスだとしたら、悪魔の力はマイナス。

　マイナスの時に天使の力が使えないのは当然だ。

　じゃあ、マイナスの時なら、悪魔の力が使えてもおかしくはない。

　そういうことなんだよな、多分。

　天使と悪魔の両方を秘めたオレだからこそ、それが可能なはずだ。

　これは理屈の話じゃない。潜在的な本能の部分。

　使ったことのないものでも、試行錯誤しているうちに人は学習していく。

　それに近い、天使や悪魔の潜在的な力のひとつなんじゃないだろうか。

　今なら何となく、理解できる気がする。

「ちょっと待ってろよティーリ。お前には説教することがたくさんある」

　震える両足を、強引に地に立たせ、オレは右手で左腕を握りしめた。

「矢や嶋じま。正直、どうなるかわからねえぞ……」

　ちょっと殴るつもりが、殺してしまうことにだって、なりかねない。

　オレがイメージしたのは、学校で対たい峙じした魔将の姿。

　奴やつは、地獄の炎と呼ばれる黒い力を使っていた。

　あの力そのものを使うことは不可能でも、近いものなら出来るかも知れない。

　そのイメージが、鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうの悪魔の力を形成していく。

「鮫島ぁ……何なんだ？　おまえのその、左腕の力はよぉ！」

　恐怖と歓喜の入り混じった矢嶋の声が、路地の広場に響き渡る。

　オレの左手は、漆黒の闇やみに覆われていて、自分の拳こぶしもほぼ見えない状態にあった。

　溢あふれ出てくる悪魔の力。

　イメージする中で、悪魔の力が発動したらしい。

「やっぱ、やれば出来るんだな、こういうことが……」

　今だけは、両方の可能性を持った自分に救われた気がする。

「いけお前ら！」

　叫ぶ矢嶋。飛び掛かって来る男の一人が、まるでスローモーションのように見えた。

　攻撃を避よける。しかし、一撃を受けてしまう。

　相手の攻撃の軌道を見切れていたのに避けられなかったのは、単純に肉体に限界が訪れているからだ。

　二度三度とサンドバッグにされながらも、オレは腕を振るい男の一人を捉とらえた。

　顔を左手で摑つかみ上げると、痛みを感じないはずの男が悶もだえるように嗚お咽えつを漏らす。

　まるで酸欠になり、もがき苦しんでいるかのようだ。

　どうやら、この黒い左手で触れるだけで、相手にダメージを与えられるらしい。

　一方のオレは、軋きしみ悲鳴を上げていた身体からだの痛みが引いて行くのを感じる。

　ボロボロだった右手の傷が、目に見えて治癒していくのが分かった。

「く、ククク。なんだよ、なんだよそれはよぉ！　吸ってんのか、そいつの生命力を！」

　パンパンと手を叩たたきながら子供のようにはしゃぐ矢や嶋じま。

　そうか、この流れ込んでくる力は、この男の生命力。

　このまま吸い続ければ、やがて男の生命力は空っぽになり、死に絶えるだろう。

「…………」

　命が危ないと判断したオレは、手を離し男を地面に落とす。

　男じゃもはや、ゾンビのように立ち上がって来ることはなかった。

　どんなに従順に動く機械のような連中も、エネルギーそのものが空っぽなら、動くことはないってことか。

「矢嶋。おまえに容赦するつもりはない」

「それでこそ鮫さめ島じまだ。クク、実にいいもんが見れたぜ。おまえが持つ悪魔の力もわかったことだし、このアジトを放棄するだけの価値はあったってもんだ」

「逃げるのか？」

「まだ傷も完治してねえし、今のお前を相手にするにはリスクが高すぎる。いずれ俺の準備が整ったときに相手してやるよ」

　ここで矢嶋を仕留めなければ、また次々と犠牲者が生まれる可能性がある。

　だが、オレは矢嶋を追うことなく、闇やみに溶けていくその姿を見つめるだけだった。

　矢嶋が居なくなると同時に、能力の強制力がなくなったのか、残った男たちは糸の切れたマリオネットのように、その場に崩れ落ちた。

　矢嶋を見逃した、と言うよりは、逃げてくれて助かった、と言う方が近い。

　オレには矢嶋を追いかける体力なんてありはしなかった。

「くっ……！」

　左手をまとう闇の何かを振り払う。多くの生命力を吸ったにも拘かかわらず、オレは著しく体力を消費していた。この左手は対象の生命力を奪い己の糧とする強力な力のようだが、それを扱うオレ自身が、悪魔の力を発動させることで体力を失っていく。

　オレの身体からだは、まだ人間だ。悪魔の力を使い続けることなんてできはしない。

　僅わずかに力を使っただけで、激痛と疲労が押し寄せてきていた。

「相手の生命力を奪う力か……悪魔らしい……」

　ルシオンの力に、少しだけ似ている気がする。

　確かあいつは、右手で触れた相手を浄化できるとかなんとか、そういう力を持っていたはずだ。どちらの力も、触れることさえ出来るなら、それは強力無比な力となる。

「……さて、と」

　後はボケっと状況を眺めて逃げようともしなかったティーリの後始末だ。

「なんで逃げなかった。オレを心配してたわけでもないだろ」

「……あたしは悪魔よ。こういう状況は慣れてる」

「それは答えてるようで答えてねえよ。自分が死ぬとこだったんだぞ」

「どうせ生きてたって、ろくなことないし」

「なるほどな。なるほどなるほど」

　うんうんと、オレは頷うなずいてから、右手を天高くあげ、バコッ、と思い切りゲンコツを振り下ろした。

「痛っ！　なにすんのよ！」

「勝手に人生悲観してんじゃねえよ。バカが」

「うっさい！　あたしは悪魔よ。さっきのあいつみたいな、どうしようもない悪魔の一人よ。そーいちろーだってあいつを殺したいと思ったみたいに、あたしを殺したいって思う日がすぐ来る」

　ティーリは今の戦いの中で、矢や嶋じまと自分を重ねていたらしい。

「おまえと矢嶋は違う」

「何も違わないわよ。あたしはエリーゼみたいな良い子ちゃんと違って、今の血ち腥なまぐさい戦いを見てても、何とも思わなかった……そーいちろーが襲われてるのに、どこか冷めてそれを見てる自分がいたの。最悪でしょ……？」

「最悪じゃねえよ」

「いちいち庇かばわなくたっていいわよ……本当のこと言ったら？」

「おまえが今の状況をそう感じたのは分かった。多分本当なんだろう。もしそれだけだったら、オレは多分、お前に対して怒りとか、呆あきれた感情を持ったかもな」

「だったら───」

「でもな」

　ティーリの反論を遮る。

「おまえは、そんな自分を恥じてる。最悪だと自負してる。嫌だと感じてるお前自身が居るんだったら、オレはそれで構わない。悪魔であることを受け入れながら、それでも悪魔のそんな部分が嫌だって思いはじめてる。そうだろ？」

「それは……」

　じゃなきゃ、自己嫌悪するような発言、絶対にこいつはしない。

　悪魔であることを誇りにしてきたこいつが、こんな風に儚はかなげな表情を見せるはずがない。

「でも、でもそーいちろーは、エリーゼを心配して……」

「迷わずエリーゼを選んだことだろ？　あれはエリーゼよりお前を心配したからだ」

「噓うそ。普通心配してる方を先に助けるわよ……」

「待て待て。なんでそうなる。いいか？　おまえを先に解放してみろ。言うことを聞かないお前はどう考えてもまたトラブルを生む。神楽坂かぐらざかにも迷惑をかけるのは分かりきってるしな。心配過ぎて解放なんてできねえ。オレはエリーゼがしっかり者だから、先に逃がしたんだ。お前の方が心配に決まってんだろうが！」

　叫ぶように言う。

「は、はあ？　な、何よそれ。その心配って、絶対悪い方の心配じゃないの!?」

「当たり前だ。お前の方が悪い方で心配に決まってるだろ。人間的にも悪魔的にもまだまだ未熟だろうが」

　案の定、ティーリの奴やつは解放された後も逃げるどころか突っ立ってたし。

「絶対バカにされてる……！」

「もちろんバカにしてる。だから、心配なんだろうが」

　プルプルと震え怒りを堪こらえるティーリは、ようやくいつもらしい表情に戻り始めた。

「オレがお前を受け入れた時から、大変だってことはわかってんだよ。オレは途中でそれを放棄することはしないし、したいと思ったこともない」

「……本当に？」

「ああ。今はそう確信してる」

　母親が、どんな気持ちでオレを投げ出し捨てたのかは分からない。

　それでも、オレは同じような過ちと思える行為を、繰り返したくはないんだ。

　あの時の孤独、絶望、恐怖、悲しみ、それをティーリに与えたくなんてない。

　オレが与えてやりたいのは、家族、希望、優しさ、幸せ、そういう類たぐいのものだ。

　不器用なオレに、満足に与えてやれるかどうかはわかんねえけど。

　少なくとも、そうしていきたいと思っている。

「お前はオレの家にずっと居ていい」

「……でも……あたし、迷惑かけてばっかりだし……」

「まぁな。それでも、随分マシになった方だ。初めて出会ったころから比べれば、信じられないほど進歩してるよ、おまえも」

　抱き寄せた身体からだは小さく、悪魔とは思えないほど弱々しいものだったが、それでも、手から、腕から伝わってくる熱、温度はしっかりと感じられる。

　人間も天使も、悪魔もそこに違いはないってことだ。

「そーいちろー……」

　ぎゅっとオレのシャツを摑つかみ、顔をうずめた。

　ティーリの表情は窺うかがい知ることが出来ないが、けして嫌には感じていない、と思いたい。

　オレがティーリの役に立っているのなら、それは喜ばしいことだ。

　普段憎まれ口を叩たたき合っていても、こいつとならうまくやっていけるだろう。

　喧けん嘩かするほど仲がいいってわけじゃないが、ある程度の試練なら乗り越えられるだろう。












「ねえ、でも……それって……つまり、そういうことな、わけ？」

「なんだよ、そういうことって」

　もじもじと勝手に人のシャツに指先で文字をかきながら、続ける。

「……あたしがずっと居ていいってことは、将来の伴はん侶りよにしたいってこと、でしょ？」

「あぁ……いや、そういうことは全くちっともこれっぽっちもないから安心しろ」

　どうやら、余計なことまで想像させていたらしい。

　もしオレにその気があるとか言って、ティーリを怒らせると厄介だからな。

　もちろんオレ自身に誓ってそんなことはないわけだが。

「……素直になりなさいよ……」

「心配するな。間違いなく本心だ。おまえのことは欠片かけらも女として認識してないから」

「…………」

　淀よどみないオレの返答に、ティーリが黙り込む。

　どうやら、オレの誠心誠意の籠こもった本心が伝わった、と言うことだろう。

「ふんっ！」

　ガツッ！　思い切り顎あごに頭突きを嚙かまされた。

「舌嚙んだら死ぬぞ！」

「死ね！」

　どうやら、どこかで相当な怒りを買ったらしい。

「帰る！」

　ずんずんと大おお股またで歩き出すティーリを見て、思わず噴き出した。

　ま、何にせよ元通りでよかった、ってことにしておこう。

「待てよ」

「待たない！」

「待てっての」

　オレは速足でティーリに追いつき、手を差し出した。

「……何よ、この手」

「おまえひとり歩かせると、また人質にされかねないからな。繫つないどいてやる」

「は、はぁ？　あたし子供じゃないし！」

　ガシッッッッッッッ！

　余裕で拒絶してくると思ったら、言葉とは裏腹に政治家ばりにしっかりと手を繫いできた。

「いい？　これはあたしがそーいちろーを心配して手を繫いであげるの。分かった？」

「あーはいはい。なんでもいい。さっさとしろ」

　オレはティーリと手を繫いだまま、暗い路地の中を突き進むことにした。





○エピローグ







　ティーリたちを家に送り届けた後、オレは藤ふじ宮みやと渚なぎさを連れ、歩いていた。

「聡そう一いち郎ろうくん、本当にありがとうございましたっ」

　藤宮の手を握りながら、渚は満面の笑みを見せた。

　路地での出来事はちょっと不気味で怖い体験だったと思うが、渚は何一つ不満や不安を漏らすことはなかった。藤宮の妹にさせておくには、勿もつ体たいないくらい立派だった。

「また何か困ったことがあったら頼ってこい」

「わかりましたっ。毎日遊びに行きますね！」

「いや、遊びに来るのはいいが、毎日は勘弁してくれ……」

「テメェ、俺の妹が可愛かわいいからって、調子に乗ってんじゃねえぞ？」

　藤宮が身を乗り出し、オレの胸倉を摑つかみ上げる。オレも藤宮の胸倉を摑み上げた。

「何言ってんだタコ。お前がそもそも、オレを頼ったのが原因だろうが」

「あぁ？　別に頼ってねえし。俺がいつテメェを頼ったんだよ、言ってみろ。殺すぞ」

　藤宮がメンチを切って来たので、こちらも睨にらみ返す。

「笑わせんな。矢や嶋じまに一方的に殴られてただけだろうが」

「あれは渚なぎさを人質に取られたから仕方なくなんだよ。タイマンなら負けねぇ！」

「あぁ……守まもるくんと聡そう一いち郎ろうくんで、私の取り合いをしてます。私、罪作りな女ですっ」

　てへーっ、と両手で頰ほおを押さえながら、渚が顔を赤くする。

「……お前の妹、たまに頭おかしいよな」

「それを言うな……」

　どうやら普段からそういう節があるのか、藤ふじ宮みやも目を伏せた。

「矢や嶋じまはどうなったんだ……。あいつが何を言おうと、言葉では簡単には信じられねぇ」

「安心しろ。ルシオンって天使が、藤宮兄きよう妹だいの保護のために動くと約束した。恐らく他ほかの天使が、警護する形で守ってくれると思う」

「……そうか。それなら、一応安心していい、ってことなんか」

　それでも不安はぬぐいきれないのか、藤宮の表情は晴れない。

「それに矢嶋の狙ねらいは、どうもオレみたいだからな」

　他にもあるようだが、オレがその原因の一つであることは間違いなさそうだ。

「よし。なら俺は鮫さめ島じまが死んでから考えることにするぜ」

「勝手に人を殺すな」

「聡一郎くんは強いですから。でも、喧けん嘩かはしないでほしいです」

「そうだな。喧嘩しないに越したことはないよな」

「ひとまず、お兄ちゃんと仲良くなってください」

　そう言って、オレの手と藤宮の手をとり、握手させた。

「これで仲良しですねっ」

「汚っ！　藤宮と握手なんてさせんな！」

「鮫島菌が移る！　ふぁっく！」

　二人で慌てて手を離そうとしたが、それを渚が両手で阻止する。

「ダメです。仲良くしてくださいっ」

「はははははは、藤宮。お前の妹は兄想おもいだな」

　ぎゅうううううっ。

「くっ！！！　そ、そうだろ。出来た妹だからなっ……！」

　ぎゅうううううううっ！！！

　互いに思い切り握り合い、手を潰つぶそうと全力を出す。

「い、いでぇ、いででででで!!」

　藤宮の方が先に悲鳴を上げたが、さすがにタフだ。耐えやがる。

「こんの、野郎！」

　渚の手を振り払った藤宮が、両手でオレの手を握りつぶす。

「てめっ、両手は反則だろうが！」

「あはははっ。よくわかりませんが、仲良しさんになったみたいですね！」

　二人ともいつもの十分の一くらいしか力が出せないほどくたくたなのに、渚なぎさのせいで空っぽになるまでエネルギーを使わされてしまった。
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　ボロボロになりながら、オレたちは藤ふじ宮みやの家の前まで戻って来た。

「じゃあな鮫さめ島じま。明日学校であったらぶっ殺してやる」

「あーそうかよ。勝手にしろ」

「ふんっ」

　虚勢を張った後、ぐてっと壁にもたれながら藤宮は家の中に入っていった。

「オレは帰る。またな」

「あ、待ってください」

　背を向けたオレの前に回り込む渚。

「守まもるくんを見つけてくれたお礼を、しなきゃいけませんね」

「いらねぇよそんなもん」

　そもそも、藤宮を見つけたのは神楽坂かぐらざかだ。

　それを手伝ってくれたルシオンやエリーゼたちの方が貢献度は高い。

「ダメです。お世話になった人には、ちゃんとお礼しなきゃいけません」

「つってもな……」

　金を要求するわけにもいかないし、少し困った。

「マジで気にするな。そもそも、オレはお前に責められることはあっても、お礼を言われるような人間じゃないはずだ。大切な兄貴を、散々殴って来たんだからな」

　過程はどうあれ、それは紛れもない事実だ。

「確かに喧けん嘩かは悪いことです。でも、それが必要な人も居る、と私は考えます。もし聡そう一いち郎ろうくんが居なかったら、守くんは学校に行ってなかったかも知れません」

「んな大げさな」

「本当です。守くんが中学生の時は、ほとんど不登校でした。でも、高校に進学して聡一郎くんと出会ってから、毎日通うようになったんです」

　あいつがオレを倒すことを目標としてたのは知ってたが、そこまで強い原動力になってたなんてな。正直嬉うれしくはないが……。

「それに、そんな守くんを一緒に探してくれました。すごく感謝なんです」

　渚は、本当に感謝しているようで、何度も何度も、オレに頭を下げた。

「お礼させてくださいっ」

「……好きにしろ」

　これ以上拒絶しても、多分渚なぎさは折れそうにない。

「お金とか、喜びますか？　お小遣い多くないので、あまりないですけど」

　財布を取り出そうとしたので、オレは慌ててそれを制止した。

「そんなもん渡そうとするな。貰もらってもうれしくない」

「むー。では身体からだでお支払いしましょうかっ」

　それは激しく問題ありだ。呆あきれて首を振ると、残念です、と小さく言った。

「聡そう一いち郎ろうくんカッコいいですから。今からモノにしようかと思ったんですが」

「オレなんてモノにならねえよ」

「私はそうは思いません。あ、格好いいな、って思う男の人、初めてです。あ、噓うそつきました。守まもるくんが最初ですね」

　あんな兄貴でも、やっぱり妹の渚にとっては、格好いい存在らしい。

　敵かなわないとしりつつも、矢や嶋じまに挑むあの根性は、確かに漢おとこらしいと言えるか。

　どうしたものか考えていたようだが、渚はひとつの結論に至ったようだった。

「じゃあ、お礼のギューッ、です」

　渚は小さな体で、手をめいっぱい広げて、オレを抱きしめた。

「お、おい。そんなお礼いらねえって言ったろ」

「ハグは嫌ですか？」

「嫌というか、こんなところ見られたら大変だぞ……」

　中学生の女の子に手を出したと誤解されたら、洒落しやれにならん。

「これくらいであれば、倫理的にもセーフですよ。海外ではスキンシップですし」

「ったく……」

　ま、褒美としては十分ではあるんだが。

「ほら、もういいだろ。離れろ」

　10秒ほど経たっても離れなかったので、少し強引にだが引きはがしにかかった。

　でも、渚の力は弱まるどころか、少しずつ強くなっていく。

「渚……？」

「ご褒美ですから、もうちょっとくらいいいじゃないですか」

「あのな、もう十分だ。だから離れろ」

「嫌ですっ」

　口調そのものは、渚と変わらないが、明らかに今まで接してきた態度と違う。

　それに、抱き付く力は尋常ではないほどに強い。

　オレは痛がられるのを覚悟で、全力で渚を引きはがしにかかった。

「ふふっ。気持ちいいですか？」

　岩のようにびくともしない渚なぎさは、痛がるどころか、その状況を楽しんでいるようだった。

「おい……渚……」

　抱き付かれているので顔が見えないが、何かがおかしい。

　華きや奢しやな身体からだからは想像も出来ないような力で締め付けられる。

「離れてくれ……おいっ」

「だから、言ってるじゃないですか。ダメです」

　そんな声が、オレの耳元で聞こえた。

　そして、ふーっ……と息を吹きかけられ、耳たぶを柔らかく唇で挟まれる。

「ふざけるのもいい加減にしておかないと───」

「少しもふざけていませんよ？　私は聡そう一いち郎ろうくんが好きですから。……なんて」

　少し前の、可愛かわいらしい声ではなかった。

　冷たくも、面白おかしい笑いを含んだ声が、耳の奥にまで届いた。

「わざわざ会いに来てやったのだぞ？　感謝してほしいものじゃ」

　この声には、覚えがある……。

　背筋が凍り付いていくのが分かったが、今のオレにはどうすることも出来なかった。

　既に限界を迎えている身体な上、オレを抱きしめているのは渚自身だ。

　その渚に、オレが何を出来るというのか。

「もう、この世に思い残すことはないかのう？」

　その言葉の直後、オレの意識は強烈な痛みによって、そぎ落とされてしまった。




　それがオレの、鮫さめ島じま聡一郎、と言う人間が聞いた、最後の言葉だった。





完







あとがき







　衣きぬ笠がさ彰しよう梧ごです。お疲れ様です。

　よく、彰梧の『梧』を『悟』と間違われます。確かに一般的には『悟』が使われることが多いので無理ないことかな、とは思いますが。自分でも当たり前すぎて、たまに間違えていることに気づかないまま記事などを通してしまうことがあります。

　さてそんな話はどうでもいいとして……今回４巻は一つの『分岐点』になります。今までの小悪魔ティーリと救世主への区切りみたいなものでしょうか。聡そう一いち郎ろうの運命、そして周囲の人たちへの大きな変化の前触れに関するお話になります。

　５巻では、今までとは違う環境でのお話が多く絡んで来ることになりそうです。そしてティーリとエリーゼたちの立ち位置も、聡一郎との関係も変わってくることになります。その辺りも楽しみにして下さればと思います。

　それでは、短いご挨あい拶さつとなりますが、４巻を手に取って下さった皆様、本当にありがとうございます。ぜひ、５巻の方もよろしくお願いいたします。
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